












































ＭＦ文庫Ｊ

僕と彼女がいちゃいちゃいちゃいちゃ

風見 周







口絵・本文イラスト●高品有桂
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プロローグと見せかけた、沢渡由吾のいちゃいちゃな放課後

飛鳥井愛火

獅堂吹雪

青春に至る病

生管棟の幽霊部室

幸せなら手を繋ごう

六連晶

服装の乱れで、心が乱れ

風邪をひいてよかった

そして壊れていく、僕と僕たちの

僕の犯した、最大の過ち

エピローグと見せかけた、沢渡由吾のいちゃいちゃな今後










　　　プロローグと見せかけた、沢さ渡わたり由ゆう吾ごのいちゃいちゃな放課後





　――青春。

　たとえば美術の授業、教師からそんなモチーフで絵を描けって宿題を出されたとする。

　いったい、どんな光景を描けば合格点がもらえるだろう。

　絵心が皆無な上に、およそ甘酸っぱさとは無縁な学校生活を送ってきた僕には難しい問題なんだけど……うん。今まさに僕の目の前に広がっているシーンは正解に近いのではなかろうか。



　三月のはじめ。高校生活一年目も終わりに近づいた、とある三学期の放課後。

　第二校舎の屋上は春の気配に包まれていた。

　見上げれば、おろしたてのジーンズみたいな深い青色の空。降り注ぐ陽光はどこまでも穏やかで優しい。

　空気はまだひんやりしているけれど、微かすかに春の息吹を感じる。

　校庭の隅に植えられた早咲きの桜は二分咲きぐらい。気の早い桜の花びらが一ひと片ひら風に舞い、空中遊泳を楽しんでいた。

　そんな春めいた屋上のベンチで、僕は制服姿の女子生徒と隣り合わせに座っている。

　腰まである長い黒髪。白い肌。吊つり目がちな瞳。

　手足もすんなりと長い。スレンダーなモデル体型。

　彼女のような人を『クールビューティー』って言うんだろう。

　誰だれもいない屋上で二人きり。僕たちは肩の触れあいそうな距離で見つめ合ってる。

　ふわり、と。

　僕たちの間を春風が吹き抜けた。

　艶つややかな長い黒髪が美しくなびく。

　薄紅色の花びらが少女の周りを蝶ちようのように舞い踊った――。

　青春映画のワンシーンっぽい。ラブストーリーの一つでも動き出しそうだ。

　でも、そんな甘っちょろい場面じゃないんだよなあ……。

　青春っぽいと夢想していたのは単なる現実逃避に過ぎない。

　ミュート状態にある脳内の音声スイッチをＯＮにしてリアルに戻るとしようか。



「アオカンをするには、とてもいい日和ね」



　僕――沢さ渡わたり由ゆう吾ごは軽い頭痛を感じてこめかみを指で押さえた。

「おい、獅し堂どう。女の子がそんな下品なこと言うもんじゃないぞ」

「私は『青空の下で歓談をする』という非常に健全な行為の略語としてアオカンと言ったのだけれど、それのどこが下品だと言うのかしら？　沢渡くんが卑ひ猥わいなことばかり考えているから品がないように聞こえるのではなくて？」

「誰だって勘違いするだろ、その略し方は」

「『ファース○キッチン』というファーストフード店を、私は『ファッキン』と略して呼んでいるのだけれど、きっと沢渡くんのような品性下劣な人間には別の意味に聞こえるのでしょうね」

「店員さんに怒られるぞ。たとえ別の意味だろうと言っちゃいけない言葉ってあると思うぜ。僕は感心しないな」

「え？　僕は姦かん淫いんしたいな、ですって？　ドサクサに紛れて七つの大罪を犯そうとするなんて、沢渡くんは神をも恐れぬ変態だわ」

「都合良く聞き間違いすぎだ！　まったく、おまえと話していると憤怒の罪を犯しそうな気分だよ……」

「怒らないで、沢渡くん。私はただあなたと純粋にアオカンをしたかっただけなの」

「『青空の下で歓談』ならさっきからしてるだろ」

「『青空の下で姦淫』という意味でのアオカンよ」

「本来的な意味に戻っていた!?」

「する？」

「しねえよ！」

　ついついリアクションが大きくなってしまう僕。

「あら、残念」

　獅し堂どうは無表情のまま肩を竦すくめた。どんな気分で言葉を発しているのかわからないが……たぶん、からかって楽しんでるんだろう。

「前置きはこのくらいにして『今日のいちゃいちゃ』を発表してくれないかしら？　このままでは私の欲望が暴走して若さゆえの過ちを犯してしまいそうだわ」

「おう。わかってる。ちゃんとネタを考えてあるよ」

　コホン、と僕は咳せき払ばらい。

　さっさと本題に入るとしよう。

「獅堂は『だ～れだっ？』という行為を知っているか？」

『だ～れだっ？』の部分は独特の可愛かわいらしい節がついてる。男が発するにはかなり恥ずかしいセリフ。

「存在は知っているわ。待ち合わせのときに、恋人たちがそんなことをするのでしょう？」

「そうそう。背後からそ～っと忍び寄り、恋人に目隠しをして『だ～れだっ？』なんて尋ねる――古いドラマなんか観みてるとちょくちょく登場するよな」

　正式名称はわからない。でも、誰だれもが知ってるであろう待ち合わせシーンの定番だ。

「鉄板のいちゃらぶだと僕は思う。今日はアレを試してみたらどうかな？」

「いいでしょう。やってあげるわ」

「どっちから先に試してみようか？」

　クラスメイトは無言で立ち上がり、僕が座るベンチの後ろへと回り込む。

　どうやら彼女が『先攻』であるようだ。

「それでは、やるわよ」

　僕の背後に立った獅堂は両手で目隠しをしてきた。ひんやりとしたしなやかな指の感触を目元に感じる。

　彼女の指先が触れただけで心臓が鼓動を速めてしまった。

　耳たぶのすぐ近くで獅堂が囁ささやく。

「なーに色だ？」

　いきなり変化球が来た!?

「……色って、なんの？」

「もちろん、私の下着よ」

「僕の話、聞いてたか？　ゲームシステムを無視しすぎだろ！」

「私なりにドキドキできる方法を模索してみたの。自分流アレンジ、というヤツね」

「言っておくが女の子が料理を失敗する理由、第一位の単語だからな、それ……」

「ヒント、今日は上下共に同じ色よ。おそろいなの」

「うわ、続けるのか！　そんなヒントをもらってもわからないって。当てる気もないし！」

「でも、私のぱんつの色に興味はあるのでしょう？」

「ない。これっぽっちもない。下着の色を知ったところで、どんな喜びがあるというのか僕には見当もつかない」

「さすがは沢さ渡わたりくん。あなたレベルになると味にしか興味がなくなるのね」

「変態のレベルを上げるな！」

「正解は――心の綺き麗れいな人にしか見えない下着でした」

「はあ？　色の話をしていたんじゃないのか？」

「どんなにピュアな人間でも私の下着を見たら劣情を抱かずにはいられないわ。見た瞬間、私の下着は見えなくなってしまう。結局は、誰だれにも私の下着を見ることができないの。つまり、無色ということよ。まるでなにかのパラドックスっぽいわね。『聖者とぱんつのパラドックス』」

「無む理り矢や理りにアカデミックな雰囲気を醸し出そうとしてるけど内容は最低だからな」

「『アキレスと亀』という言葉を聞くと卑ひ猥わいな光景しか浮かばないわ」

















「おまえのせいで今後僕も同じ症状に悩まされそうだよ」

「パラドックス繋つながりで――『シュレディンガーのぱんつ』というのはどうかしら？　可愛かわいらしい猫のプリントぱんつなの。ただし、スカートの中で『ぱんつをはいている状態』と『ぱんつをはいていない状態』が五〇％ずつ重なり合って存在している。スカートをめくりあげるまで結果はわからないわ」

「観測の結果、はいていない状態が確定したら大変だな、おい」

「私は今、ぱんつをはいていないわ。観測してみる？」

「……え？　マジで？」

「って、言ったらどうする？　もちろん下着は身につけているわ。沢さ渡わたりくんのことだからノーパンで授業を受けていた私を想像して興奮しちゃったかしら？　いやらしいわね」

「想像なんかしてないよ……」

　と、屋上へ続く階段室の方から物音が聞こえた気がした。鍵を掛けてあるから僕たち以外は屋上には上って来られないはずだ。獅し堂どうとの逢おう瀬せを誰だれかに見られるわけにはいかない。

　声を潜めて階段の方を窺うかがう。しかし、誰も屋上へ来るようすはなかった。

　気を取り直して、彼女に話しかける。

「攻守交代といこうぜ。次はもっと真面目にやってくれ」

「いいでしょう。では、沢渡くん。あなたが私に『だ～れだっ？』てなさい」

　言い方がちょっと可愛いのがイラっとするな……。

　ベンチから立ち上がり獅堂の後ろへ向かう。ダダ下がりなテンションを懸命に高めながら、僕は両手で目隠しをした。

「だ～れだっ？」

「ひょっとして、あなたは……動物でたとえるとしたら『ハダカデバネズミ』に似ていると言われることの多い、沢渡由ゆう吾ごくん？」

「たとえがマニアックすぎるよ。どんな動物なんだ、ハダカデバネズミ」

「毛のない出っ歯のネズミよ。『キモ寂さみしい』感じがあなたにとても似ているわ。いつもハダカという部分も同じよね」

「ご説明どうも。僕はそんなんじゃねえけどな」

「では、あなたは……中学の三年間を通じて『スカートめくり職人』と呼ばれていた、沢渡由吾くん？」

「中学生にもなってそのあだ名は辛いな！」

　街を歩いてるとき、そんな風に呼びかけられたらさめざめと泣くぞ。

「それも違うとなったら……ひょっとしてあなたは、女子小学生にハダカを見せたいという願望に取とり憑つかれ、何度も警察のご厄介になっている変態男としてご町内でも有名な、沢渡由吾くん？」

「僕の性癖をねつ造するのはやめろ！　知らない人が聞いたら本当にそうかと思うだろ!?　僕は露出魔でもないし、ロリコンでもないよ！」

「ああ、間違えたわ。沢さ渡わたりくんが好きなのは男子小学生だったわよね？　以前、好きな食べ物は『半ズボン（脱ぎたて）』って豪語してたもの」

「よりマニアックな方向に進化している!?　おまえは僕を変態扱いしないと気が済まないのか！」

　というか、半ズボンを食べ物扱いする発想に戦せん慄りつせざるを得ない……！

「ごめんなさい。ただの糾弾よ」

「それを言うなら、冗談だろ」

「私は不正は糾弾しなくては気が済まないタイプなの。たとえ私の両目を覆ってもあなたの悪事を覆い隠すことはできなくてよ、沢渡くん」

「ちくしょう、覆うべきなのは口だったか！」

　目隠しを外し天を仰ぐ僕。

　ゲンナリしている僕を眺めて、獅し堂どうは「ふふ」と微かすかに笑った。

「沢渡くんの醜態を見られるという一点においてはなかなか面白い遊びね。ただ、ちっともドキドキしないのが難点だわ」

「ドキドキできないのはおまえが真面目にやらないからだろ？」

「真面目にやったところでトキメキを感じるとは思えない。だって、意味がわからないもの。『だ～れだっ？』て尋ねることになんの意味があるの？　自分の名前を忘れてしまったの？　自己という存在に哲学的な疑問を抱いているのかしら？　なんにせよ、くだらないわ」

「……まあ確かにサムい行動ではある。でも、くだらないってのは言いすぎだろ」

「擁護するってことは……さては、沢渡くん。あなたも普段から『だ～れだっ？』をやっているのね。あなたのことだからおおかた下校途中の小学生低学年女子に無差別『だ～れだっ？』を繰り出しているのでしょう？」

「人聞きが悪すぎるって。どんな不審者だよ」

『女児に目隠しする男が出没する事案』として保護者の方に連絡網が回るレベルだ。

　やれやれとため息を吐いてクールなクラスメイトを見やる。

「……なあ、獅堂」

「なにかしら、ハダカデバ職人の沢渡くん」

「混ぜるなキケン！　僕は全裸の包丁鍛冶か！　……僕はおまえをドキドキさせてやりたいんだ。だから、一度でいいから真面目にやってくれよ。この『だ～れだっ？』てヤツ、ちゃんとやれば少しはトキメキを感じられると思うからさ」

「…………フン」

　僕を斬りつけまくっていた舌刀を納め、獅し堂どうは小さく鼻を鳴らした。

　晩冬の風が吹き抜け、クラスメイトの長い黒髪を揺らす。

「……いいでしょう。普通にやってあげるわ」

「じゃあ、もう一回やるぞ。待ち合わせをしてるって設定で答えてくれよ。これからデートに出掛けようとしてるカップルみたいな感じでさ」

　僕は再び、獅堂の後ろに立った。

　ベンチの背もたれ越しに両手を回して、まぶたを覆い隠す。

「だ～れだっ？」

　獅堂は渋々といった調子で一般的な答え方をしてくれた。

「……沢さ渡わたり由ゆう吾ごくん？」

　まぶたを覆っていた手を下ろして、彼女の両肩に置いた。

「正解。待たせたかな？」

　そして、そっと後ろから覗のぞき込こむように獅堂の方に顔を近づける。

「いいえ。全然待ってないわ。ほんの半日ほど待ちぼうけを食っただけよ。実に美味だったわ」

　僕の小芝居に獅堂も乗っかってくれた。

　軽口を叩たたきながらゆっくりとこちらを振り返って。

「……っ」

　小さく息を呑む音が僕の耳に届いた。

　わずか、五センチ。

　唇が触れ合いそうなほどの距離で僕たちは見つめ合うことになる。僕も顔を近づけてたんだから、当然の帰結だ。

「…………」

　僕も思わず、生唾を飲んでしまった。

　やっぱり獅堂は驚くほど綺き麗れいだ。

　マツゲは長いし、肌は透き通るようにすべすべしてる。大きな黒瞳は魔石みたいに妖しい光を放っていた。魂を吸い込まれそうな深い深い闇色。

　至近距離で見つめ合うなんて……ヤバいな、これは。

　僕の心臓が八ビートから一六ビートへとテンポアップする。

　でも、懸命に気持ちを落ち着けて、獅堂を見つめ続けた。

「待たせて、ごめんな。会いたかったよ」

　照れくさい気持ちを堪こらえて微笑ほほえみかける。吐息が掛かりそうな距離で、にっこりと。

　すると、クールなクラスメイトにわずかな変化が起こった。

　――ぴくんっ。

　華きや奢しやな身体からだが震えたんだ。微かすかに唇をもにもにさせて悔しげに視線を逸そらす。

　獅し堂どうが顔を背けたのと同じタイミングで僕も身体を離した。

「――とまあ、こんな感じかな」

　女の子が大好きなカレシと待ち合わせをしているシチュエーションを想像して欲しい。

　恋人が待ち合わせの時間にちょっぴり遅れている。

　まだかな？　早く来ないかな？　不安と期待でドキドキしながら辺りを見回していると、いきなり後ろから目隠しをされて。

『だ～れだっ？』

　大好きな人の声で、そう問われる。

　たぶん、それが正しいお作法。恋人同士の可愛かわいらしいイタズラだな。

「大好きな人と待ち合わせをするというシチュエーションが重要なんだよ」

　恋人が早く来ないかとキョロキョロしていたら、ふいに後ろから目隠しをされる――つまり、遅れていると思っていた恋人が目隠しをするほど近くに来てたんだってのが、嬉うれしいサプライズに繋つながるわけだ。

　獅堂はなにも答えなかった。

　そっぽを向いたまま背筋を伸ばしてベンチに座っている。

「おまえがトキメキを感じそうにないと思ったのも無理ない。これは『待ち合わせ』とセットになって、初めて意味があるものなんだから。……だけど、後ろから目隠しをするのには、それなりにドキドキしないか？　背中から抱きしめるようなポーズになるし」

　そもそも後ろから目隠しなんて親しくなきゃできない。二人の信頼関係に根ざしたスキンシップだろう。

　獅堂は黙りこくっていた。横を向いたままだから表情はわからない。

「まったく効果がなかったかな？」

　質問には答えてくれなかった。

「――ねえ、沢さ渡わたりくん」

　ベンチから立ち上がり、長い髪を手で払った。さらりと揺れる艶つややかな黒髪。

「あなたに言っておきたいことがあるわ」

　腰に手を当てて、堂々と胸を反らす。人類に宣戦布告する魔王みたいな尊大なポーズで、獅堂は僕を睨めつけた。

「不意打ちは卑ひ怯きような行為であると認識するべきよ」

　彼女がそう言い放った刹那――風が吹き抜けた。

　春風に乗って、桜の花びらが一枚、屋上まで遊びにくる。

　ひらひら。ひらひら。ひらひらひらひら。

　僕たちをからかうように舞い踊る花びら。

　僕を睨にらみつけているクラスメイトの頬ほおは。

　放課後の空に舞う花びらと同じ色に染まっていた。





　とまあ、こんな風に。

　僕と獅し堂どうはいちゃいちゃしてる。

　交際してもいないのに。好きあってもいないのに。

　恋人みたいな触れあいを続けているんだ。

　性格に難があるけれど――彼女は掛け値なしに美少女。

　羨ましいと思う奇特なヤツもいるかもしれないな。

　でも、僕はまったく楽しめないでいた。





　なぜなら、僕には――恋人がいるんだ。










　　　飛鳥あすか井い愛まな火び





　恋人について語る前に僕自身について軽く触れておくとしよう。

　沢さ渡わたり由ゆう吾ご。それが僕の名だ。

　獅し子し神がみ学がく園えん高等部――通称『レオ高』の一年Ｂ組。一六歳。

　学力は中の下ぐらい。テスト前はそれなりに焦る。

　身長はやや高め。やせ形。『ナイトメア・ビフォア・クリスマ○』のジャッ○・スケリントン（ガイコツのアイツ）に体型が似てると言われる。やだな。

　ルックスは並。ただし、高校一年生にしてはやや大人びた顔立ちをしてるらしい。大学生に間違われることもたびたび。映画館に行くとチケット売り場のおねえさんに生徒手帳をジロジロ確認されることになる。年相応に見られたいと昔はコンプレックスに思っていたけれど、もう諦めた。

　特筆すべき要素は、そんなもんかな。まあ、どこにでもいる普通の男子高校生だ。

　これまでの一六年がそうであったように、これから先もごく平凡な人生を送っていくのは目に見えているのだけれど。

　僕の人生がこの先どれほど続こうとも、今年のバレンタインデーほど衝撃的な一日は訪れないと思う。



　二月一四日。放課後になるなり、僕は第一校舎の裏へと呼び出された。

「おっそーい！」

　同じ学年の女の子が非常階段の下で腰に手を当て、ぷくっと頬ほおを膨らませている。

　飛鳥あすか井い愛まな火び。

　一年Ａ組。一六歳。

　一〇年来の付き合いがある、いわゆる幼なじみだ。

　一言でコイツを表現するとしたら『普通』。

　ふた言でコイツを表現するとしたら『ごく普通』。

　大した特徴もない僕に相応ふさわしい、ごくごく平凡な僕の女友だちだ。

　ルックスはそこそこ。

　ふんわりと長い淡い色の髪。くりっとした大きな瞳と、きりっとした意志の強そうな眉。通った鼻筋――んー、まあパーツ自体はどれも整ってるかもな。ひょっとしたら可愛かわいい部類に入るのかもしれない。事実、ウチのクラスの野郎どもが愛火のことを『超可愛い！』と絶賛してるのを聞いたこともあるが……たぶん、そいつは視力が悪いのだと思う。

　スタイルはまあまあ。

　背はそれほど高くないが胸が無駄にデカい。制服の冬服を着ていてもハッキリとわかるぐらいに胸元が膨らんでる。ミニスカートから伸びる脚もすんなりと長くて綺き麗れいだ――ナマイキなことに。

　愛火はムカついてるみたいに片方の眉を吊つり上あげて僕を睨にらんでくる。

「あたしがメールしてから二〇分も待たせるってどういうつもり!?　部活に遅れちゃうじゃない！」

「悪かったって。怒鳴らないでくれ。でも、今日は掃除当番だってメール返したはずだぞ」

　愛火は唇を尖とがらせて、「ぶぅー」と変な音を出す。ジト目で睨にらみ付つけてきた。

「あたしよりもゴミ出しを優先したのね。由ゆう吾ごのアホ」

「アホ言うな。当番をサボるわけにもいかないだろうが。これでも、できるだけ急いだんだ。勘弁してくれよ」

　今日はすごく寒い。ちらほらと粉雪が舞い散っている。愛火の髪にも白い雪の欠片かけらがくっついていた。

　頭を撫なでるように、髪を無造作に払ってやる。

「ずっと外で待ってたのか？　寒かっただろ。とりあえず、校舎の中に入ろうぜ」

　しかし、僕の手を振り払うように、幼なじみはぶんぶんと首を横に振った。

「ダメ。ラクロス部の友だちにリサーチした結果、ココが一番いいってわかったんだから」

「ココって、非常階段のことか？」

　周囲を見回した。校舎裏には冬枯れた植え込みが広がっていて寂さみしい雰囲気である。

「うん。第一校舎の非常階段は、レオ高における有数のスポットなんだってさ」

「有数って、なにが？　心霊現象の報告数とか？」

「違うってば。そんな怖い場所で二〇分も待てるわけないじゃない」

　ピッと人差し指を立てて、幼なじみは偉そう大きく膨らんだ胸を張った。

「ここはね！　成功率が有数に高いスポットなの！」

「成功率ってなんの？　目的語を省くんじゃないよ」

　僕が疑問を口にする前に、愛まな火びは傍らに置かれたバッグをごそごそと漁あさった。

　カバンからなにかを取り出すと、背中に素早く隠す。

　ギロリ☆――レーザービームでも発射しそうな勢いで、僕を睨め付けて。

「ゆ、由ゆう吾ご」

「ん？」

「……さ、沢さ渡わたり由吾さん」

「さん付けかよ？　どうしたんだよ、改まって。気持ち悪いな」

「気持ち悪いとはなによ！」

　眉をひそめて、愛火は唇を尖とがらせる。

「…………むむぅ」

「なんだよ？　用があるなら早く言ってくれ」

「……あんたが遅刻してきたせいで、せっかくの勇気がどこかへいっちゃったじゃない。ちょっと待ってなさい」

　コホン。コホンコホン。

　幾度も咳せき払ばらいをして。

　すーはー。すーはーすーはー。

　何度も深呼吸をして。

　意を決したように唇を引き結び、愛火は後ろ手に隠していたものを差し出してきた。

　綺き麗れいにラッピングされた小箱だ。ピンク色の草原に赤いリボンが可愛かわいらしい花を咲かせている。

「――これ、あげるっ」

「……ああ、バレンタインのチョコか」

　今日は二月一四日だ。色恋沙汰には縁遠い僕でも、バレンタインに女の子から渡されるプレゼントと言えば察しがつく。

　愛火のヤツを『女の子』のカテゴリに入れていいのかどうかは迷うところだがな。

「ありがとよ」

　ひょいと受け取り、軽く持ち上げて礼を言った。

「わざわざチョコを渡すために校舎裏まで呼び出したのか。僕の下げ駄た箱ばこか、ウチのポストにでも入れといてくれりゃよかったのに」

「ううん。今年のチョコは手渡ししなくちゃいけないの。特別で大事なチョコだから」

「特別って……毎年そう言ってるじゃないか。チョコにご大層な名前がついてただろ」

　去年は確か『人類史上最も義理堅いと言われている飛鳥あすか井い愛まな火びさまが、あまりにもモテない幼なじみを哀れんで流した涙の結晶～義理チョコにアーモンドを添えて～』だったかな。

　で、その前の年は『愛火さまの優しさが全銀河に響き渡る！　さざめけ！　義理と慈悲が奏でるセレナーデ！　～愛火シェフの気まぐれ風――えーっと、なんだっけな？　まあ、いいや。とにかくもう、義理チョコであることを全力でアピールする名前がつけられていた。

「開けてもいいよ。というか、今すぐに開けなさい」

「ほいほい」

　赤いリボンを解きつつ、尋ねる。

「んで？　一応聞いてやるが、今年はどんなタイトルなんだ？」

「今年のチョコは『幼い頃から聡そう明めいかつ利発だとご近所でも評判だった飛鳥井愛火さまのちょっとした気の迷い。鈍感な幼なじみに業を煮やして解き放つ渾こん身しんの――」

















　そして、時間が止まった。



「――本命チョコ、だよ」



「……はい？」

　本命、チョコ？

　箱を開いた。ひどく歪いびつなハート形のチョコレートが入ってる。表面が白っぽくなっており、明らかに手作りっぽい雰囲気だ。

　チョコに書かれた小さな小さな文字が視界に飛び込んできて、再び時が動き出す。
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「……こ、これは『すきやき味』と書こうとして途中で諦めたのかな？」

「違うよ」

「……そ、それじゃこれは食べた瞬間に『すきあり！』とばかりに僕を攻撃するという警告メッセージかな？」

「違うってば！」

　唇をもにゅもにゅさせて。肩を震わせて。瞳を潤ませて。

　全身全霊の勇気を振り絞るように愛まな火びは告白をした。



「あたしは、由ゆう吾ごが好きなの！」



　……いや。いやいやいやいや。

　ウチの親父おやじに『俺はおまえの母さんだったんだ！　明日からママと呼ぶようにな！』とか打ち明けられたってこんなに驚かないだろう。

　愛火が、僕を好きだって？

　はははっ。そんなことあるわけないだろ。冗談キツイぜ。

　からかうのもいい加減にしろよ、コイツぅ。

　ツッコミを入れようと顔を上げたら、呼吸すらできなくなった。

　――かあああああっ。

　愛火は耳の先まで真っ赤になっていたんだ。

　ホントに？　マジで僕のことが……好きなのか？

「え？　いや、え？　いつからそんな大ごとになっていたんだ？」

「出で逢あったときから」

「ちょっ、え？　それじゃ一〇年以上も僕のことを好きだったのか？」

　躊躇ためらいがちに、愛まな火びはコクリと頷うなずく。

「好きな素振りなんて全然なかったじゃないか。むしろ、ケンカばっかしてた気がするんだが……」

「照れ隠しってやつよ。あたしは毎日のように気持ちをアピールしてたもん。由ゆう吾ごを遠くから見かけるたびにさりげなく……う、ウインクしたりとか！」

「さりげなさすぎる！」

　気付くかそんなもん。僕はエスパーじゃないんだ。

「あんたが鈍感だからいけないのっ！」

　両手をぎゅっと握りしめ、潤んだ瞳で僕を上目遣いに睨にらみ付つけてくる。

　ウソだろ……。

　僕は思わず額に手のひらを当てた。

　小学生の頃にやってた昼休みのドッヂボール。顔面セーフかどうかで言い争いになり鼻血を流しながら掴つかみ合いのケンカをしたこともある、あの愛火が。

　中学生の頃には『僕が最後に食べようと大事に取っておいたショートケーキのイチゴを横合いから奪って食いやがった！』とか、心の底からどうでもいい理由で怒鳴り合いをしてた、あの愛火が。

　つい最近だって、我が家のベス（猫）と愛火ンちの安やす彦ひこさん（マメ柴しば）のどっちが可愛かわいいかで言い争いになり、三日ほど口を利かなかった、あの愛火が。

　今にも泣きそうな顔して――僕に告白してるなんて。

　とてもじゃないが現実とは思えない。

「返事を聞かせて。イエスかハイで答えなさい」

「選択肢になってないだろ!?」

「それ以外の答えを言うつもりなの？　そんなことをしたら、あたし……泣くよ？」

「どんな脅しだよ!?」

「子どもみたいに足をジタバタさせて泣きわめくわよ。どんなに慰なぐさめても泣きやんでやらないんだから。それでもいいの？　いいのっ!?」

　じんわりと目尻に涙が浮かんでくる。唇もわなわな。ほっぺがぴくぴく。

　ヤバい。これはマジ泣きの前兆だ。

「今すぐに返事をしてよね……えっく……考える時間をくれなんて言ったら許さないから……ひぐっ……断るなら、今すぐこの場で断ってよ。返事を待たされたりしたら……あたし、不安すぎて死んじゃうもん……」

　半泣きの幼なじみの顔を見て――僕は大きくため息を吐いた。

「おまえってホントにズルいよな」

「な、なんで、あたしがズルいのよ……？」

「これまで何度も愛まな火びにワガママ言われたよ。それが元でケンカになるのもしょっちゅうだ。……でも、ただの一度だって、おまえは僕とのケンカじゃ泣かなかったろ」

　制服の袖で愛火のまなじりに浮かんだ涙を拭ってやる。

「こんなときだけ泣きそうな顔で頼んでくるなんてズルいぞ。そんなことされたら断れないじゃないか」

「そ、それじゃ……！」

　すごく照れくさい。人差し指で熱くなった頬ほおを掻かいた後で小さく頷うなずいた。

「……いいよ。付き合おう」

　断るっていう選択肢はなかった。

　コイツのこと、嫌いじゃないしな。僕にとっては最高の友だちだ。男女交際なんて僕にできるかどうかわからないけど。

　愛火の反応は劇的だった。

　――ぱああああっ。

　さっきまで泣きそうだったのに、大輪の花がほころぶように満面の笑みを浮かべる。

「よかったあ……」

　大きな胸をなで下ろす愛火。

「そんなに喜ぶようなことかよ？」

「当たり前じゃない。一〇年間ナイショにしてた気持ちを、ようやく言えたんだもん！　由ゆう吾ごがあたしの、か、かかかか、カレシになったんだもん！」

　真っ赤な顔で僕を一瞬だけ見上げ、すぐにまた視線を逸そらした。照れくさくて、こっちを見ていられないようだ。

「嬉うれしいに決まってるじゃない」

　愛火は下を向いたまま、ぽふっと僕の胸をグーで叩たたいた。

「あたしたちさ、ずっと友だちをやってきたわけじゃない？」

「まあな。もう一〇年も一緒にいるし」

「しかも、お互いにとって初めての恋人ってことになるんだよね？」

　僕は生まれてこの方、恋人ができたことなんてない。『カノジョ』なんて生き物は、僕にとっては都市伝説みたいなものだ。

　そしてそれは、愛火も同じである。コイツも『恋人いない歴＝年齢』だ。

　愛火はこれまで誰だれとも付き合ったことがないとハッキリ断言できる。なにせコイツとは四六時中一緒にいるからな。恋人がいたらわかるよ。

　僕と愛まな火びは『初カレ』と『初カノ』という間柄になったわけだ。

　僕と向かい合っている幼なじみは、ちらっとこちらを見上げてきた。

　その瞳にはいつも元気で強気で勝気な彼女には珍しく、不安げな光が宿っていた。

「あ、あのね……あたしたちずーっと友だちだったから、急には接し方を変えられないとは思うの。でも、あたしは少しずつでいいから『恋人同士』になっていきたいんだよ。二人で頑張っていこ？」

「……わかった。うまくできるかわからんが善処してみるよ」

　僕は愛火の涙がなにより苦手なのだ。

　コイツの悲しい顔を見ていると胸が詰まりそうになる。悲しい思いをさせないように頑張るしかないよな。

「えへへ、ありがと。信じてるからね！」

　と、愛火はスマホを取り出した。

「わっ、もうこんな時間！　部活に遅れちゃうから、あたしもう行くね！　先輩に怒られたら、あんたのせいだから！　由ゆう吾ごのアホ！」

　ミニスカートを翻ひるがえして愛火は駆けだした。

　かと思いきや、勢いよく振り返って。

　――ぱちり☆

　不器用なウインク。

「えへへ、いつもは遠くからウインクしてたけど、これからは近くでできちゃうね」

「……しなくていいよ、そんなこと」

「由吾、顔が真っ赤だよ？」

「おまえほどじゃねえよ。ほら、さっさと部活へ行け」

「うんっ。またメールするー！」

　愛火は部室のある生管棟へと走っていく。

　粉雪舞い散るバレンタインデーの空の下、校舎裏で一人立ちつくした。

　灰色の空に向けて白い息を大きく吐き出す。

　さっきまで止まっていたような気がする心臓が、いつのまにやらドラムロールみたいに鳴り響いていた。かじかんでいた指先が燃えるように熱い。

　胸の奥の方に謎の高揚感を感じる。

　だけど、それ以上に戸惑いの方が大きかった。

「勢い余ってＯＫしちゃったけど……今日から、僕とあいつは恋人同士なのか？」

　両手で抱えたままだった小箱に目を落とす。
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　ひどく不器用な文字。

　箱から取り出し、チョコレートを一口囓かじってみる。

　幼なじみがくれた本命チョコは、ほろ苦くって甘さ控えめ。

　ちょっぴり大人な味のチョコだった。










　　　獅し堂どう吹雪ふぶき





　幼なじみと交際をはじめて、一週間ほどが経たったある日の放課後のこと。

「るふふーん♪　むふふーん♪」

　ラクロスのウェア――襟付きシャツにチェック柄のミニスカート――を身に纏まとった幼なじみが保健室のベッドに座って鼻歌を唄うたっていた。調子外れな歌に合わせて足をブラブラさせている。

　午後四時過ぎ。保健室には、僕と愛まな火びの二人しかいない。

　人ひと気けのない校舎にサッカー部や野球部のかけ声が響いてくる。

　窓から差し込む目ま映ばゆい西日に目を細めつつ、僕は肩を竦すくめた。

「おい、愛火。ケガしてるのに、どうして嬉うれしそうなんだ？　ひょっとしてＭだったの？　ずっと一緒にいるのに気付かなかったな……」

「って、変な誤解はやめて。ケガして喜んでるんじゃないし！」

　じゃあ、なんでそんなにハイテンションなんだ。

　愛火は保健室のようすを見回して含み笑いをした。小声でゴニョゴニョと呟つぶやく。

「むふふー、保健室で二人きりなんて……かなりグッドなシチュエーションだよね。由ゆう吾ごもなかなかやるじゃない。ようやくその気になってくれたってことだよね？」

「……ん？　なんだって？　なにをゴチャゴチャ言ってるんだ？」

「ううんっ。なんでもない、こっちの話だよ」

「ヘンなヤツだな？　……ま、いいや。傷口見せてみ」

「ん」

　愛まな火びはベッドに右足を乗せた。ミニスカートの裾すそがわずかにまくれあがり、その下にはいているスパッツがチラ見えする。

　……今さら愛火のふとももに欲情したりしねえけどな。心臓がバクバクと音を立ててるのは、たぶん気のせいだ。

　気持ちを落ち着けるように深呼吸をして、僕は幼なじみの膝小僧に視線を移した。

　膝に小さなかすり傷ができている。血が出ててかなり痛そう。

「足首を捻ひねったりしてないか？」

「平気」

「だったら、擦り傷だけだな」

　こうなった状況を思い返す。

　放課後になるなり担任の久く遠おん寺じ先生にプリント整理を頼まれてしまい、下校の時刻が遅くなってしまった。

　で、せっかくだから部活をしている愛火を眺めていこうと思ったんだ。

　グラウンドに面した校舎の一階の窓辺から、幼なじみを探した。

　グラウンドの一隅。お揃そろいのユニフォームを身につけたラクロス部の女子部員がグラウンドを駆け回ってる。

　試合形式の紅白戦をやっているようだ。

　ラクロスのルールなんてよく知らない。でも、真剣にスポーツに取り組んでいる気合いみたいなものが校舎にいる僕にまで伝わってくる。

　遠目からでも、愛火の姿はすぐに見つかった。アイツはあまり身体からだは大きくないが、クロスを抱えて誰だれよりもアグレッシブに走り回っていた。

　ちっちゃい頃は身体が弱かったのに、今は驚くほど元気だ。

　窓辺に腰掛けて、幼なじみの姿をしばらく眺めていた。

　すると、アイツも僕の姿に気付いたらしい。

　僕の方に小さく手を振ると、さらに張り切ってグラウンドを駆け回りだした。

　ラクロス特有のスティックを回すような動作――愛火に教わったところによれば『クレードル』というらしい――をして、ボールを保持しながら前線へと走る。

「聖きよ乃の！　行くよ！」

　仲間に呼びかけつつ、鋭いパスを送る。

「ほいさっさー！」

　見事にパスが通った。聖きよ乃のと呼ばれたチームメイトはディフェンスをかいくぐり、シュートを放つ。

　ボールはゴールへと吸い込まれた。

「ナイスシュート!!」

　チームメイトとハイタッチをかわす愛まな火びの弾むような声が僕の元まで届いてくる。

　愛火が上手になってるのは僕にもよくわかった。頑張ってるな、アイツ。他校との交流戦も控えているって言ってた。応援に行ってやろう。

　思わず感心してしまう僕なのだったが――その後がしまらなかった。

　試合再開。パスを受けるために再びグラウンドを全力疾走した幼なじみは、勢い余ってスッ転んだ。地面に見事なニードロップを決めたのである。

　付き添おうとするチームメイトを断って、愛火は一人で保健室へと向かった。

　ケガの程度は軽そうだったけど……やっぱ心配だからな。僕もようすを見に行くことにした。

　幼なじみに声を掛けて、一緒に保健室へと来てみたら養護教諭がお留守で。

　仕方なく僕が代わりに手当てをしてあげることになったって次第である。

　スポーツ用の分厚いハイソックスを脱がしてやりつつ、僕は愛火を窘たしなめた。

「あのなあ……部活を頑張るのは結構だけど、ケガするほどムキになるなよ。見ててハラハラするだろ」

「……うっさいな。由ゆう吾ごが悪いんだよ」

「ん？　なんで僕のせいになるんだ？」

「あ、あんたが見てたら張り切るに決まってるし……とにかく、全部由吾が悪いの！　さっさと手当てして！　部活の時間、終わっちゃうでしょ？」

「ＯＫ。ちょっとこっち来い」

　幼なじみを立たせて保健室の外にある水道まで連れて行った。傷口を流水で洗ってやる。

「痛いたたたた！　染みるっ！」

「ごめんな。ちっとだけ我慢してくれよ」

　傷口の汚れを綺き麗れいな水で洗い流して清潔なガーゼで優しく拭った。

　再び、ベッドへと戻る。ベッドの縁に愛火を腰掛けさせ、僕はスツールに座った。

　――ぺたり。

　パッド式の絆ばん創そう膏こうを貼り付ける。

「はい、おしまい」

「え？　もう？　消毒とか、包帯とかしないの？　昔はマキ□ンとか赤チンとかつけてくれた気がするよ？」

「消毒は時代遅れの考え方なんだって。水で洗って、パッド式の絆ばん創そう膏こうを貼り付けておくのが一番早く治るらしいぜ」

「へえ、詳しいんだね」

「父さんの受け売りだけどな」

　ウチの両親は勤務医だ。激務のせいで、家を空けてることが多い。おかげで僕と妹が家事を分担することになってるから、親が医者であるメリットなんてほとんどないけど。せいぜいが、こうして愛まな火びの手当てをしてやるくらいだ。

　僕はスツールから立ち上がった。

　壁の時計を見上げる。もう四時半に近い。空も黄たそ昏がれ色だ。

「傷も大したことなかったし、そろそろ部活に戻れよ。僕もウチに帰って妹とごはんを作らなきゃいけないし」

「えええっっっ!!」

「うわっ、なんだ!?　大きな声出すなって！」

「帰るって、正気なの!?　本番はここからでしょう!?」

「手当ては終わっただろ？　今はもう完全に蛇足だよ」

『ぺたり』の三文字で、このシーンは終了にしてもいいぐらいだ。

「それじゃ、由ゆう吾ごはあたしのようすを見るためだけに保健室までついてきてくれたってわけ!?」

「当たり前だ。他に理由なんてないよ」

　なにかを言い返したげに愛火は唇をもにもにさせていたけれど。

　大きな胸を萎しぼませるように、深いため息を吐いた。

「そうだよね。由吾が保健室に連れ込むなんて大胆なことするはずないもんね。なに期待しちゃってんのよ、あたしってば……」

　しかし、すぐに顔を上げた。『頑張れあたし！』と自らを応援するように両手を握りしめ、うわずった声で愛火は提案してくる。

「あ、あのさっ！　もうちょっとだけ休憩していこうよ！」

「さすがに部活サボるのはマズくないか？　交流戦が近いんだろ？」

「で、でも……ほら、まだ足が痛いし！」

「おまえがそう言うなら、僕はまあ構わないけど……」

「やったっ」

　手を挙げて子どもみたいに喜ぶ愛火。

　苦笑しながらスツールに腰掛け直そうとしたら、

　――ぽふぽふっ。

　愛火は手のひらでベッドを叩たたいた。彼女のおしりの横辺りを。

　隣に座れってことらしい。

　幼なじみの隣におずおずと腰を下ろす。

　愛まな火びは微笑ほほえみを浮かべて幸せそうに両足をパタパタ。

「放課後に保健室のベッドで二人きりなんて……ちょっとドキドキしちゃうね～」

「そうか？　同じベッドに座ること自体は、珍しくもないだろう？　ウチに遊びに来たときは、僕のベッドに腰掛けてゲームとかするだろ」

「あたしたち、同じお布団で寝たこともあるもんねっ」

「恥ずかしい言い方をするな」

　愛火と知り合って、もう一〇年が経たつかな。

　物心つく頃には隣にコイツがいた。

　なにをするにも、いつも一緒。

　お互いの家にお泊まりするなんて日常茶飯事だ。

　学校の裏山に秘密基地をつくって、星を眺めながら夜を明かしたこともあったな。一つの毛布にくるまりながら愛火と半分こして食べたカップラーメンの味は、僕の人生における『うまいものランキング』の中でも上位に入るだろう。

　夏休みに田舎の祖じ父いちゃんちへ二人だけで旅行をした経験もある。祖父ちゃんに怪談話をされたせいで僕も愛火も怖くて眠れなくなって、朝まで一つの布団で震えて過ごしたっけ。

　幼い頃の僕にとって愛火は最高の親友だった。

　そういうエピソードならいくらでも語れる。

「でもさ、あの頃とは全然違うよね？」

　ちょっぴり頬ほおを染めて愛火は僕に微笑みかけてきた。

「だって、あ、あたしたち……こ、こひ、こひゅびと同士になったんだもん」

　噛かみすぎだろ。恋人同士って言いたかったのはわかったけども。

「あの頃とは、ぜ～んぜん違うんだよ」

　確かめるように、もう一度そう言って。

　ベッドに腰掛けて正面を向き、そろえた膝の上で両手をグーにして。

　――こてんっ。

　そのままのポーズで愛火は僕の肩にもたれ掛かってきた。

「お、おい。あんまりくっつくなって。そんなに足が痛むのか？」

「もう痛くないよ」

「だったら、どうして寄りかかってくるんだよ」

　照れくさそうにはにかんで、愛火はちっちゃな声で呟つぶやく。

「理由はないの。言い訳なんて、しなくてもよくなったんだもん……」

「んん？　なんだって？　もっとハッキリ喋しやべってくれ」

「独り言っ！　いちいち返事しないでいいよっ！」

　愛まな火びは僕の肩に頬ほおを寄せて、わざとらしい口調で続けた。

「は～、こうしてると落ち着くな～」

「ウソつけよ。おまえ、ガチガチじゃないか」

　幼なじみは明らかに身体からだを強こわばらせていた。華きや奢しやな肩が震えてる。

「……うう、ドキドキしちゃうんだから、仕方ないでしょ？　てゆか、由ゆう吾ごも少しはプルプルしてよねっ。コイツめっ！　コイツめっ！」

　僕の肩に側頭部をぶつけてくる。

　五回ほど痛くもないヘッドバットをカマした後で。

「ねえねえ、由吾」

　こちらを上目遣いに見つめてきた。

　唇をもにもにさせて「う」と発音する。

　なにがしたいんだ、コイツは？

　首を傾かしげていると幼なじみは焦じれったそうに小さく首を横に振った。

　僕のジャージの袖をつんつんと引っ張る。

「ん」

　僕を促すようにそう言ってタコみたいに唇を尖とがらせ、まぶたを閉じる。

　突き出された唇をむにっと摘んだ。

「ヘン顔になってるぞ。傷がまだ痛いんだろ。保健の先生、探してきてやろうか？」

「ちーがーうー！　……んもうっ！　どうしていっつも気付いてくれないわけ？」

　愛火はムカついたように僕の肩をポカポカ叩たたいてきた。勢いよくベッドから飛び降りて、僕を睨にらみ付つけてくる。

「由吾のバカ！　もう知らない！　あたし、部活に戻るから！」

　怒鳴り声を上げて保健室を飛び出していった。

　かと思ったら、ドアの隙間から顔を覗のぞかせて。

「……これ、ありがと」

　ムッツリとした顔で絆ばん創そう膏こうが貼られた右足をドアの隙間から振って、再び駆け出していくのだった。





「なんでアイツは怒ってたんだろうな……？」

　夕焼けに染まる廊下。保健室を出て教室へ向かって歩きながら僕はため息を吐いた。

　このところ妙に愛火はご機嫌ナナメなのだ。

　顔を合わせりゃ冗談を言い合って、毎日のようにくだらないメールをしてる。夜はスマホアプリでチャットや通話。

　部活動に打ち込んでる愛まな火びと帰宅部の僕とでは、平日は生活が合わないことも多い。でも、空いた時間を見繕って顔を合わせるようにもしていた。

　これまで通り仲良くしていると思う。

　楽しく過ごしていたはずなのに、ふとした瞬間に機嫌が悪くなるんだよな……。

　その理由が僕にはまったくわからない。僕はなにか悪いことをしたのだろうか？

「どうやって機嫌直してもらうかなあ……」

　後頭部の髪を掻かきつつ一年Ｂ組のドアを開ける。カバンを机に置きっぱだったから教室へ取りに戻ってきたのだ。

「……あれ？」

　もう夕方の五時も近い。てっきり誰だれもいないと思ったんだが。

　窓際の一番後ろの席で女子生徒が居眠りをしていた。

「獅し堂どう、まだいたのか……」

　机に頬ほお杖づえをつき、たった一人で静かに目を閉じている。

　窓から差し込むオレンジ色の夕焼けが教室の後ろの壁に色濃い影を作っていた。

　教室のドアに手を掛けたまま、僕は立ちつくす。

　クラスメイトの横顔に見み惚ほれてしまった。抜き身の業物みたいな危険な美しさだ。

　……って、なにをポーっとしてんだ、僕は。

「誰か起こしてやりゃあいいのに……」

　こんなに遅い時間まで居眠りしてるなんて異常な状況だ。教師も含めた誰一人としておやすみ中の彼女に声を掛けなかったってことなのだから。

　まあ、それも仕方ない。

　獅堂吹雪ふぶきの特異性について理解してもらうためにエピソードを披露しようか。

　あれは一年ほど前。四月のはじめ。入学式が終わった後のＬＨＲロングホームルームの出来事。

　クラスメイトが順番に自己紹介するという定番イベントが行われることとなった。

　そこで放たれた獅堂の挨拶。

　椅子から立ち上がりもせず、彼女は凍いてつくような声でこう言い放ったのだ。



「……私のことは無視しなさい。誰も私に話しかけないで。不用意に話しかけてきたら、この学校にいられなくするわ」



　入学初日にそんなアグレッシブな挨拶カマされたら誰だって引くよな。

　ところが、担任だった男性教師（名前なんていったかなあ）はチャレンジャーだった。

　爽やかな笑みを浮かべて歩み寄り、彼女の肩を幾度も叩たたいて。

「あははは！　獅し堂どうは冗談がキツいな！　クラスメイトとは仲良くしなきゃダメだぞぅ！　おまえがなんと言おうと先生は話しかけちゃうからな！　スマイルスマイルっ☆」

　翌日、その教師は転勤が決まった。

　学校にいられなくする――獅堂の発言は比ひ喩ゆでもなんでもなかったのである。

　これは後から知ったことなんだけど、獅堂のお祖じ父いさんは獅し子し神がみグループとかいう超巨大な複合企業体の総帥だった。

　加えて、僕の通う獅子神学園を運営する理事長でもある。

　つまり、彼女は超大金持ちのご令嬢で、教師の一人や二人なら簡単に飛ばせるだけの権力と、それを躊躇ためらいなく実行に移す冷酷さを持ち合わせてたってわけだ。

　以来、誰だれも獅堂に関わろうとしなくなった。

　当時の教室に漂ってた空気の重々しさは、今思い返しても息苦しくなるほどだ。雪山のペンションに泊まりに行ったら、半ズボンの少年探偵（頭脳はオトナ）が宿泊してた――それぐらいの絶望感に包まれてたんじゃないかな。どうあがいても誰か死ぬ。死神と隣り合わせになったかのような雰囲気。

　しかし、幸いなことにというかなんというか。

　彼女の怒りを買って退学に追いやられる生徒はただの一人も出なかった。

　無関心を貫きさえすれば獅堂は噛かみついてくることはないとわかったんだ。

　むしろ、端から見れば彼女は優秀な生徒である。

　成績は学年でもトップクラス。授業も真面目に受けている。

　体育の授業は全て見学。学園祭も体育祭も、イベントの類には一切参加しない。

　昼休みの時間はふらっとどこかへいなくなるし、放課後はすぐに帰宅。クラスでぽつねんと孤立して周囲に妙なプレッシャーを与えることもなかった。

　獅堂吹雪ふぶきなんて生徒は存在しないかのように徹底的にスルーすることで、一年Ｂ組は他のクラスと同じような平穏な高校生活を送れるようになったのだ。

　――とまあ、そんなわけで。

　我がクラスには居眠り中の獅堂を起こそうとする勇者は一人もいなくなったのである。

　夕焼けに染まる放課後の教室を歩いて、僕は自分の席へと向かった。

　窓から二列目。一番後ろ。僕の机は獅堂の隣だ。

　学期ごとにくじ引きによる席替えが行われたけれど、僕たち二人だけはなぜか座席の位置が変わらなかった。恐ろしい偶然もあったもんだ。

　席が隣同士になったのも、なにかの縁。毎日顔を合わせるたび、僕は彼女に朝の挨拶をしてた。「おう、おはよう」って、小声で一言だけ。他のクラスメイトにも挨拶してんのに、獅堂にだけ声を掛けないなんて気持ち悪いし。

　一方的な挨拶を続けてたらクラスでは『獅し堂どうのことは沢さ渡わたりに任せておこう』という暗黙の了解が成立してしまった。

　学校生活じゃ、どうしたって他の生徒とのやり取りが必要になる局面ってのがある。教室移動の連絡だとか進路調査票を集めたりだとかさ。そういうとき獅堂に声を掛けるのは僕の役目ってことになったんだ。

　正直言えば僕だって彼女に声を掛けるのはおっかない。でもまあ、誰だれかがやらなきゃいけないことだし、大した手間でもないんで『獅堂係』を引き受けている次第である。

　机の間を歩いて自分の席に歩み寄った。隣席まで近づいても獅堂は目覚めない。

　夕風に吹かれ、さらさらと黒髪が踊った。

　窓が開いてるのか。

　春が近いとはいえ晩冬の風はまだ冷たい。

　――おい、そのままじゃ風邪ひくぞ。眠たいなら帰って寝ろよ。

　声を掛けてやろうと、獅堂の肩に手を伸ばそうとして。

　……やめておくか。

　安眠妨害なんてしたら本気で学校をクビにされかねない。

　君子危うきに近寄らず。虎ならぬ獅子の尾を好きこのんで踏む必要もないだろう。

　彼女の頭越しに手を伸ばして、そっと窓を閉めてやる。

　風に揺れていた長い黒髪が落ち着きを取り戻した。

　机の横のフックに掛けてあるカバンを手に取った。

「じゃ、また明日な」

　彼女を起こさないようできるだけ抑えたトーンで告げて、教室を出ていく。

　晩飯はなにを作ろう？　今夜は料理を失敗して妹を泣かさないようにしなきゃな、とか。

　そういえば英訳の宿題が出てたっけ。面倒くさいなあ、とか。

　どうでもいいことを考えながら、教室のドアに手を掛けたとき。



　――ふいに、胸騒ぎがした。



　気になって背後を振り返る。

　頬ほお杖づえをついたまま獅堂は瞳を閉じている。

　氷の彫像みたいな涼やかな寝顔。

　だけど、なにかが――どこかが、おかしい。

　微かすかな違和感が胸に突っかかっている。

　無意識のうちに近くの机にカバンを放っていた。

　踵きびすを返し、獅堂の席へと歩を進める。

　……おいおい。おいおいおいおい。

　なにをしようとしてるんだ、僕は。

　たった今、声を掛けちゃマズイって結論づけたところじゃないのか。

　彼女は地雷。いや、むき出しの爆発物だ。

　自分から踏みに行くなんて馬鹿げてる。

　心のどこかからそんな警告が聞こえてきたけれど。

　気付けば獅し堂どうの元へとダッシュしていた。

　華きや奢しやな肩を掴つかみ大声で呼びかける。

「起きろ、獅堂！　目を覚ませ！」

　肩を揺さぶって大声で呼びかける。

　すると、獅堂はうっすらとまぶたを開いた。漆黒の瞳が僕を捉える。

「あなたは……沢さ渡わたりくん……？」

「そうだ。隣の席の沢渡だよ」

　両肩に手を置いてクラスメイトを真まっ直すぐに見つめた。

　獅堂の顔は仮面みたいだ。

　喜怒哀楽どころか一点の曇りもない。完全なる無表情。

　でも、なぜだかわからないけれど。

「――おまえ、大丈夫か？」

　そのときの僕には彼女が苦しんでいるように見えた。

　助けてくれってか細い声が聞こえたような気がしたんだよ。

　幻聴？　それならそれでいいさ。

　助けを求める声に気付かないより、ずっとマシだ。

「……なんの用かしら。私に構わないで。放っておいてちょうだい」

「放っておけるかよ。おまえ、具合が悪いんじゃないのか？」

「…………。どうして、そう思うの？」

「理由なんてない。獅堂の顔を見たら、そう感じたんだ。伊だ達てにこの一年間、隣の席に座ってないんだよ」

「四六時中、私の顔を窺うかがっていたのね。不潔な人」

　忌いま々いましげに獅堂は付け加える。

「……表情には出さないように気をつけていたのに」

　やっぱり苦しい気分を隠してたってことか。

「僕になにかできることはあるか？」

「あなたにできることは今すぐ立ち去ることよ。私に声を掛けたら学校にいられなくすると言ったでしょう？　忘れたの？」

「クラスメイトが苦しんでるとわかっててスルーなんてできるかよ」

　どんな小さな声も聞き逃さないように。わずかな変化も見逃さないように。

　両肩に手を置いたまま獅し堂どうに顔を近づけた。

「立てるか？　僕が保健室へ連れて行ってやる。それとも救急車を呼んだ方がいいかな？」

　すると、クラスメイトの無表情が崩れた。

　小さく唇を噛かんで辛そうに眉根を寄せる。

「ダメよ……。近づかないで……。私から離れなさい……」

「ワガママ言ってる場合じゃねえだろ！　なにか必要なものはあるか？　一緒に保健室へ持っていく」

　薬とかを常備してるんじゃないかと思って、そう尋ねた。

「私に……必要なもの……？」

　苦しげに唇を震わせて獅堂は僕を見上げる。



「私に必要なのは――トキメキよ」



「……は？」

　トキメキ？　トキメキって……胸が高鳴ったりするアレか？

　獅堂は椅子から腰を浮かせた。

　戸惑う僕の首筋に手を這はわせ制服のネクタイを掴つかむ。

「あなたのせいよ。あなたがいけないの」

　ガラス玉みたいな黒瞳が僕を捉える。

「ずっとずっと耐えてきたのに。沢さ渡わたりくんが声を掛けたから……もう限界」

　ネクタイが引っ張られる。

　前のめりに、僕は獅堂の方へと引き寄せられた。

　そして――



「この責任は、取ってもらうわよ」



　――獅堂は、僕に唇を押し当ててきた。


















　　　青春に至いたる病





「いつまで寝ているつもりなの？　起きなさい、沢さ渡わたり由ゆう吾ごくん」

　氷の刃みたいな冷たい声に鼓膜を貫かれ、僕は意識を取り戻した。

「ん……く……？」

　うっすらとまぶたを開く。

　頭がクラクラする。ぼんやりとかすむ視界の中で目をこらした。

　ここは……どこだろう？

　再起動が終了したのか、次第に意識が明瞭になってくる。

　二〇畳ぐらいの広い部屋だ。窓に近い場所に巨大な執務机がある。僕は革張りのソファに寝かされていた。大会社の社長室って感じの雰囲気だ。

「気付いたようね」

　再び、声。

　視界が次第にはっきりしてくる。

　高級そうな応接セット。向かい側のソファに獅し堂どう吹雪ふぶきが腰掛けていた。優雅に足を組んで僕を睥へい睨げいしている。

「獅し堂どうか……。おまえ、身体からだは大丈夫なのか？」

「……真っ先にする質問が、それなの？　ここはどこ？　どうして気絶していたの？　これから僕はどうなっちゃうの？　聞くべきことはいくらでもあるでしょうに。あなたは本当にお節介なのね」

　呆あきれたように獅堂は肩を竦すくめた。

「具合はよくなったわ。あなたのおかげで。……いえ、あなたのせいでと言うべきかしら」

「……？　よくわからんが、よくなったなら重ちよう畳じようだ。……痛っ」

　女子の前で寝転がってるのもかっこ悪い。身体を起こそうとしたら首筋に痛みが走った。というか、全身のあちこちが痛いぞ。

「無理しない方がいいわ。私の世話係があなたにスタンガンを食らわせたから」

「は？　……なんだって？　スタンガン？」

「そう。知らないの？　スタンガン」

「いや、名前くらいは聞いたことくらいはあるよ。でも、獅し子し神がみ学がく園えんは日本の学校だ。静しず岡おか県磐ばん竜りゆう市しに建ってる。ここいら辺りは田舎だが、かなり治安の良い場所だと思うよ。それを踏まえた上で聞き返すが、スタンガンだって？　そんなもんを校内で使ったのか？」

「ええ。一撃では気絶しなかったから、何分か電流を流していたわね。それでも意識があるようだったから鈍器のようなもので後頭部を幾度も殴打し、バールのようなもので腹部をめった打ちにし、なおかつロープのようなもので首を絞めたわ」

「いや、完全に殺す気だろ、それ！」

「その後、あなたを理事長室まで引きずって来たの。誰だれにも見られないように、二階にある教室からここまでね。無駄に図ずう体たいが大きいから苦労したわ。反省してちょうだい」

「なぜ怒られてるのかわからねえ……！」

　釈然としない想おもいを抱えつつ、僕は尋ねる。

「ということは、ここは理事長室なんだな」

「そうよ。理事長に――私のお祖じ父いさまにあなたのことを説明したの。渋々って感じだったけれど了承してくれたわ」

「？？？　話がまったく見えないぞ。理事長先生が僕を了承？　なんのことだよ？」

「沢さ渡わたりくん。あなたを私の『治ち療りよう者しや』にすることを認めてもらったのよ」

　……治療者？　なんだそれは？

　頭の中で『？』がラインダンスを踊ってる。わかんないことだらけだ。

　面倒くさそうに獅堂は眉をひそめた。

　普段が無表情だからほんのちょっと眉根を寄せるだけでも、すげえ嫌そうに見える。

「仕方がないから軽く説明するわ。あまり人に話したい内容ではないの。一度しか言わないから聞き漏らさないようにしなさい。絶対に他言しないでちょうだいね」

　そう前置きをして獅し堂どうは呪文のような言葉を口にする。

「adulescentia」

「……はい？」

「私はadulescentiaアドウレースケンテイア――通称『青春症候群』という病気に罹かかっているの。獅堂家の人間だけが罹り患かんする遺伝病よ」

　……病気、か。その単語は重いな。

　わずかに暗くなった僕の顔を見て、獅堂は嘲るように鼻で嗤わらった。

「あなたが深刻になる必要はないわ。青春症候群という名前の通り、思春期の一時期だけに症状が現れるの。高校を卒業する頃には自然と完治するはずよ」

「……そうか。不治の病ってわけじゃないんだな」

「ええ。さらに言うなら死に至いたる病でもないわ。主な症状は、頭痛、目眩めまい、吐き気、幻覚などなど。死ぬほど苦しいけれど、病気が直接の原因となって死んだ人はいないそうよ」

　よかった、とは素直に言えないだろう。放課後の教室で彼女は身動きとれないぐらいに苦しんでたんだ。

　でも、命に別状はないと聞いて少なからずホッとした。

　――直後の獅堂のセリフによって愕がく然ぜんとさせられることも知らずにな。

「青春症候群には、もう一つ。大きな特徴があるの。発作が起こると『病的多淫』に陥るのよ」

「……びょーてきたいん？」

「簡単に言えば、えっちな女の子になってしまうの」

「……へ？」

「思春期になれば、女の子だって『男子と触れあいたい』と感じるものよ。青春症候群に罹っていると、その衝動が理性では抑えきれないほどに強くなってしまうの」

　……。

　…………。

　………………。

　あまりのショックに五秒ほど地球の自転が止まった気がした。

「じゃ、じゃあ……さっき教室で獅堂が目を閉じていたのは……」

「発作を起こしていたのよ」

　氷のように冷たい眼まな差ざしが僕の心臓を射貫く。

「……そんなときに沢さ渡わたりくんが声を掛けてきた」

「まさか……おまえが僕に離れろって言ったのは……」

「そう。それなのにあなたは発作に苦しむ私の肩に手を置いて顔を覗のぞき込こんできた。断食中の修行僧の眼前に甘いお菓子をぶらさげるようなマネをしたの」

　だから彼女は、堪こらえきれずに、僕の唇を――。

　獅し堂どうの柔らかい唇の感触が蘇よみがえってきて、心臓が掴つかまれたような気分になる。

「す、すまん。……でもさ、病気だったら教えておいてくれたっていいだろう？　知っていれば、こっちだって対処のしようがあるのに」

「教えるってなにをかしら？　『獅堂吹雪ふぶきは発作が起こるとえっちになっちゃう女の子です』と吹ふい聴ちようしろと言うの？　むくつけき男どもが大喜びで群がって来そうね」

「ぐっ……。確かに公表はできないな。じゃあ、薬とかは？　発作を抑えられないのか？」

「薬はないわ。でも、対処法はある」

　獅堂はふいに視線を外した。理事長室の壁を見やる。

　そこには何枚もの写真が並んでいた。歴代理事長先生の写真だろうか？

　一番右端に掲げられたマフィアのドンみたいなド迫力の爺じいさんの写真。

　この厳いかつい爺さんこそが巨大コングロマリット獅し子し神がみグループの会長にして、獅子神学園の現理事長――獅堂寒かん一いち郎ろうだ。

　……ん？　その隣に並べられてる女性の写真は誰だれだろうな？　二〇歳そこそこにしか見えないお姉さんがピースサインをしてる。この人も歴代の理事長……って、そんなわけないか。

「青春症候群は獅堂家の直系が罹り患かんする病気。お祖じ父いさまもひいお祖ば母あさまも発症したそうよ。名家の子女が誰彼構わず淫いん蕩とうにふけるなんて禍か根こんを残すに決まっているでしょう？　だから、江え戸ど時代には対処法が確立されたの」

　秘伝書が家宝としてウチの蔵に残っているわと、彼女は事もなげに付け加えた。蔵があるってだけでびっくりだ。

「その対処法というのが『治ち療りよう者しや』というシステムよ。あらかじめ治療者として同年代の異性を用意し、適度に触れあうことで症状を抑えるの」

「……禁煙中の人にガムとかパッチとかでちょっとだけニコチンを与えることでたばこを我慢させるって感じか？」

「まあ、似たようなものね。青春症候群はある種の脳内ホルモンの代謝異常が原因だと近年の研究により判明しているわ。発作を防ぐためには治療者と触れあうことでＰＥＡフエニル・エチル・アミンというホルモンを分泌すればいいとわかっている。ＰＥＡは脳内麻薬の一種で、恋愛ホルモンとも呼ばれているわ。人間が『恋のトキメキ』を感じたときに分泌される物質なのよ」

「えーっと、なんつーか、その……」

　小難しい単語のオンパレードで頭がこんがらがりそうだ。

「まあ、なんだ……。対処法については理解できた、ということにしておく。じゃないと話が進まないからな」

　正直言って、わからんことがいっぱいある。でも、もっと重要な点があるんだ。

「で、尋ねたいんだが、獅堂は治療をしていないんだよな？」

　彼女は発作を起こしていた。

　つまり、それは治療をしてない証拠だ。

「……ええ。お祖じ父いさまは私のために治ち療りよう者しやを用意してくれたわ。でも、誰だれかに決められた相手と触れあうなんてまっぴらだった。だから、治療を拒否したのよ」

「今までどうやって乗り越えてきたんだ？　すごく辛いんだろ？」

「耐えたの」

　男前な答えが返ってきた。

「中等部の頃から、今まで。三年間ひたすら耐え続けてきたわ」

「そっか。おまえは人知れず苦しんできたんだな……」

　獅し堂どうは美少女だ。

　そんな想像はしたくもないが、彼女がその気になればいくらでもエロいことができるだろう。

　しかし、彼女は不健全な行為を由としなかった。苦しみを堪こらえながら、清く正しく生きようとしている。

　……なんつーか、獅堂を見直したよ。コイツって真面目でピュアなヤツだったんだな。

　素直に感心する僕だったのだが、

「フン、ただ単に耐えていたわけじゃないわ」

　獅堂は偉そうに胸を張って言い切る。



「私はえっちな妄想を繰り広げることで、発作を乗り越えてきたのよ」



「……はい？」

「発作が起こるたびに、男の子と触れあいたくて堪たまらない気分になるわ。そういうときは、えっちな妄想をすることで気を紛らわせるの」

「……ちょっと試みに尋ねたいんだが、おまえは授業中とか休み時間とか、クールな顔で窓の外を眺めたりしてるよな？　ああいうときは――」

「エロ妄想に耽ふけっているわね。この場でスカートを脱ぎ捨てたらどうなるだろうというソフトなものから、テロリストに教室を占拠され、出席番号順にクラスメイトが陵辱されてしまうというハードな展開まで。さまざまよ」

　うわあ。

「当然、私よりも出席番号の若い沢さ渡わたりくんは先に蹂じゆう躙りんされたわ。むくつけき男どもの慰なぐさみ者ものになっていたわね」

　うわあああああああああ。

　クールな顔してなに言ってんだよ、コイツ！　感心して損した、なんてレベルじゃない。女の子が口にするべきでない単語のオンパレードだ。

「正直に言えば、あなたをオカズにしたこともあるわ」

「僕をオカズに……？　やめてくれよ！　どんな妄想をしやがったんだ!?」

「沢さ渡わたりくんをミートソースにして美味しく頂いたわ」

「文字通りオカズにされていた!?　ホッとしたようなそうでもないような！」

「それを身体からだに塗りつけるというプレイを妄想したわ」

「と思ったら、ハイレベルな変態プレイだった!?」

「というのは、もちろん冗談よ。あなたみたいなイケてない男の子で妄想なんてするわけがないわ。身の程を知りなさい」

「なんで僕が怒られてるんだ！　とツッコミたいところだが、今回に関しては『その調子で頼む』と言っておく。今後も僕では妄想をしないでくれ」

　改めてクラスメイトを見やる。

　仮面のような無表情。雪原に咲く一輪の花のような凜りんとした座り姿。孤高の美少女だ。

　あまりにも淡々と下ネタを口にするから、下げ卑ひた雰囲気は一切なかった。気品というか、気高さみたいなものがオーラのように彼女を覆ってる。

「男の子にこのことを話したのは初めてよ。おかげで妄想のネタが増えたわ。今夜は盛り上がってしまいそうね。ああ、勘違いをしないでね。盛り上がると言ってもあなたがちょくちょく授業中に行っているようにズボンにテントを張るわけではないわ」

　喋しやべってる内容は、どう考えても最低だけどな！

「……私は、この方法で耐えてきた。これまで、ずっとね」

　獅し堂どうは目線を伏せ、大きく一度瞬まばたきをした。

　表情は変わらない。しかし、どことなく彼女が悔しがっているのが伝わってきた。

「だけど、今日ついに限界が来てしまった。おかげで私は決断を迫られることになったの」

「決断……？」

「獅し子し神がみ学がく園えんは獅堂家の子女が通うために作られた学校よ。けれど、お祖じ父いさまは入学に強く反対した。私のために女子校を新たに設立しようとまでしてくれたの」

　孫娘のために新しく学校を作ろうとするなんて、なんともダイナミックな話だが……理事長の気持ちが僕にもわかった。

　えっちな気分になっちゃう病気に罹かかってる孫娘が、治療もせずに男子生徒がウヨウヨいる学校に通おうっていうんだ。僕がお祖父さんの立場でも反対するだろう。というか、男女共学の学校になんて絶対に通わせない。

「だから、中等部に入るとき約束をしたのよ。もしも私が望まない形で男子生徒と性的な接触を持ってしまった場合、『学校をやめる』か『治療を受け入れる』か、二つに一つを選ぶとね」

　男子生徒との性的な接触。

　それには当然、キスも含まれるよな……。

　僕は口元を手で覆った。

　唇を、手で覆った。

「そして、後者を――私は治療することを選んだの」

　僕の脳内で行進を続けていた『？』が、一斉に『！』に姿を変える。

　彼女が言った言葉の意味が、僕にもようやく理解できたのだ。

　待て。待て待て。待ってくれ。

　獅し堂どう吹雪ふぶきは――とんでもないセリフを、既に口にしている。

「……獅堂。おまえは、さっきこう言ったよな？」

　一つ一つ言葉を区切るように、慎重に質問をした。

「僕を『治ち療りよう者しや』にする。理事長もそれを了承している、と」

「ええ。確かにそう言ったわ」

　犯人を名指しする名探偵のように、獅堂は僕を指さした。

「沢さ渡わたり由ゆう吾ごくん。あなたは私の治療者になるのよ」

　いやいやいやいや！　なに言ってんだよ、コイツは！

　暴れ馬を落ち着けるように、僕は両手を前に出して、

「落ち着いてくれ！　ここまでの説明によれば治療者になるってことは……おまえと触れあわなきゃいけないんだろ？」

「ええ。ＰＥＡフエニル・エチル・アミンは『恋のトキメキ』を感じたときに分泌される。だから、私がそういう気分になるように『いちゃいちゃ』してもらうわ」

「できるわけないだろ、そんなこと！」

「『病気』だのなんだの。重たい単語も出たけれど、あまり深刻に考えなくてもいいわ。『いちゃいちゃしないと、あたいヘンになっちゃうよ～』って感じのえっちな体質の女の子に出で逢あったとでも思ってもらえれば結構よ。エロゲーとかギャルゲーとか、そういう低俗な作品が大好きな沢渡くんにとってはご褒美でしょう？」

「ご丁寧に一人称まで変えるな！　僕はやらないんだよ、そーゆーの！」

　愛まな火びのヤツが、ゲームが好きだから横でプレイしてるの眺めてることはあるけどさ。

「拒否は許さないわ。あなたの意向なんて汲くむ気はない。私が白と言ったらカラスも白なのよ」

「完全にギャングの論理だな……」

「獅し子し神がみグループには遺伝子工学を研究するバイオ系企業も多数含まれているわ。カラスを白くするぐらい造作もないことよ」

「ギャングよりタチが悪いじゃねえか！　……というか、どうして僕なんだ？　男子生徒は僕以外にもいっぱいいるだろ？」

「自慢じゃないけれど、私はあなた以外の男子生徒と喋しやべったことがないの」

「本当に自慢にならない……！　僕とだって挨拶ぐらいしかしてないだろうが。……悪いけど、僕にはおまえといちゃいちゃすることなんてできないんだよ」

「なんの不満があると言うの？　こんな美少女と好き放題いちゃいちゃできるというのに」

　自分で美少女とか言ってるし……。確かに、間違っちゃいないんだけどさ。

「好きあってもいないのに男女がいちゃいちゃするなんて倫理的に許されないだろう？」

「あくまでも治療が目的よ。それとも、あなたは人工呼吸をするとき舌を入れる派なの？　心臓マッサージをしながらついでに胸を揉もむ派なの？」

「入れないし、揉まないよ！　どんな派は閥ばつだ！」

「好き合う必要はないわ。行為があれば好意がなくてもいいのよ。言うなれば、身体からだだけの関係ね」

「なんか、それって……いやなんでもない」

「セフ○っぽいわね。セ○レならぬ、『いちゃフレ』というところかしら」

「僕は言い淀よどんだのに！　女の子がそういう言葉を言うんじゃない！」

　……こうなっては、仕方ない。

　照れくさいからあまり言いたくはなかったが、決定的な理由を説明するとしよう。

「悪いな、獅し堂どう。なんと言われようとも、僕はおまえといちゃいちゃすることはできない」

　治ち療りよう者しやにはなれない最も大きな理由。

「僕には恋人がいるんだよ」

　どうだ。

　さすがに、カノジョがいるとわかれば諦めてくれるよな。

　しかし、獅堂は動じなかった。

　眉一つ動かさず、さらりと言い放つ。

「知っているわ。あなた、Ａ組の飛鳥あすか井い愛まな火びと交際しているのでしょう？」

「……え？　なんで知ってんだ？」

「あなたのようすを見ていればわかるわ。たとえ授業中でも、飛鳥井さんからのメールが来るたびに百面相しているものね。ひょっとして交際はうまくいってないのかしら？」

「……うるせえよ。というか、なんで愛火からのメールをおまえが知っているんだ」

「あなたの言葉をそっくりお返しさせてもらいましょう。『伊だ達てにこの一年間、隣の席に座っているわけではない』。隣に座っているからスマホの画面が見えてしまったの。授業中は電源を落としておく決まりなのに、そうまでして彼女と連絡を取り合いたいなんて……あなたたちはラブラブなのね」

「別にラブラブとか、そういうんじゃねえよ。幼なじみの腐れ縁をこじらせただけだ」

「ふふふ、頬ほおが赤くなっているわよ。大人びた顔立ちのくせに、意外と照れ屋なのかしら」

「……うるせえって言ってんだろ」

　僕を嬲なぶるようにひとしきり眺め回したクラスメイトは、気だるげに長い髪をかき上げた。

「恋人がいる方が、私にとっては好都合なの。嫌がらせだけが理由じゃないわ」

「嫌がらせであることは認めんのかい。……どうして好都合なんだ？」

「家訓によって、『治ち療りよう者しやとの関係は、病気が治癒したら断たねばならない』と決まっているのよ。病気を利用して、悪い輩が獅し堂どう家に近づかないようにという配慮でしょうね」

　なるほど。それはありそうな話だ。

「高校を卒業する頃には治療は終わり。お祖じ父いさまによって私たちは強制的に離ればなれにされるわ。もしも、万が一にでも、私と沢さ渡わたりくんが好き合ってしまったら……悲しい想おもいをするでしょう？　間違いが起こらないように、あなたは飛鳥あすか井いさんと恋人生活を満喫してくれればいいわ」

「あくまでも、治療を目的と割り切れってことか……」

「それに、もう一つメリットがある。あなたと私は恋人同士のようにいちゃいちゃすることになるわ。治療を通して沢渡くんの『いちゃいちゃスキル』も上昇することでしょう。飛鳥井さんとの交際がうまくいってないのなら、私とのふれあいであなたも練習をしたらいいのよ。きっと飛鳥井さんとの交際もうまくいくようになるわ」

　……一瞬だけ、魅力的な提案のようにも感じた。

　…………。

　……。

　いやいや、なにを考えてる。そんなのダメに決まってんだろ！

　なんとかして断ろうと口を開きかけたとき、僕の言葉を遮るように獅堂が言った。

「――ねえ、沢渡くん」

　唇を指先でそっと撫なでて、恨みがましい視線を向けてくる。

「さっきのキスは……私のファーストキスだったの」

　……マジかよ。

　実は、僕にとっても初めてのキスだったりするのだけれど……。

　男と女じゃ価値が違いすぎるよな。

　致死性の毒みたいに罪悪感が僕の胸に広がった。

「責任、とってちょうだいね」

　結局、断り切ることができずに僕は理事長室を後にした。



　　　×××



　翌日。一時限目。一年Ｂ組の教室。

「ふゎう……」

　谷たに沢さわ先生（定年間近のお爺じいちゃん先生だ）が行う漢文の授業を華麗に聞き流しつつ、僕はあくびをした。

　眠いな……。

　教師の目を盗んでカバンからフリス○を取り出す。何粒かまとめて口に放り込みガリガリと噛かみ砕くだく。強烈なミント味が僕の頬ほおをひっぱたいてくれたが眠気を追い払うことはできなかった。

　――昨日はまったく寝付けなかった。

　獅し堂どう吹雪ふぶきの治ち療りよう者しやになって彼女といちゃいちゃしなくちゃいけない――そのことで思い悩んでしまったのだ。

　視線だけを動かして、隣の席を窺うかがう。

　獅堂はシャープペンシルを走らせ、サラサラと板書していた。

　朝からずっとこんな調子。軽く朝の挨拶をしてみたけれど、いつも通り返事はなかった。

　昨日の獅堂とのやりとりが幻だったんじゃないかと思えてくる。

　でも、夢じゃないんだよな。

　背中にはスタンガンの痕が残っていたし。

　獅堂の唇の柔らかさを、今でも鮮明に思い出すことができるし……。

　ふと愛まな火びの顔が思い浮かんできて、慌てて首を横に振る。

　授業に集中するのを諦めて漢文の教科書を閉じた。

　カバンからスマホを取り出す。授業中はＯＦＦっておくのが決まりなんだが、机の下で隠してこっそりと電源を入れる。

　メーラーを立ち上げ、愛火にメールを送ることにした。

　普段はアプリのチャット機能でやりとりすることが多い。でも、授業中はメールの方が目立たなくていいんだ。



　ねむい



　件名もない。絵文字もない。大した意味もない。たった三文字のメール。

　送信ボタンを押す。

　送信画面の棒グラフが伸びていくさまを眺めつつ、僕は黙もつ考こうする。

『恋愛』について、改めて考えた。

　――僕は飛鳥あすか井い愛まな火びと交際をはじめた。

　バレンタインの告白を経て、僕たちの関係は『幼なじみ』から『恋人同士』に変わったのだ。

　しかし、これからどんな風に愛火と付き合っていけばいいのか、僕は未いまだに理解できないでいる。

　幼なじみの頃と比べてなにが変わったんだろう？　なにを変えなきゃいけないんだろう？

　色恋沙汰に疎うとい僕にとっては謎が多すぎる。

　ただ、漠然と。

　感覚的には『恋人になる』のは『キャッチボールをはじめる』ことに似てるんじゃないかなあと思った。

　ボールを投げて、キャッチして。投げ返して、受け止めて。

　恋愛というのは、二人でキャッチボールをして盛り上がってる状態をそう呼ぶんじゃないだろうか。

　翻ひるがえって、片思いとは片恋の異性に一方的にボールを投げる行為だ。受け止めてもらえずに地面を転々とするボールを見ていれば、そりゃあ切なくもなる。

　で、想像してみる。

　自分とキャッチボールしている最中に相手がよそ見をしていたら、どうだろう？

　たぶん、相当ムカつくんじゃないだろうか。

　ましてや、キャッチボールの相手が別の誰だれかに向かってボールを投げはじめたら「ふざけんなよ！」って怒鳴りたくなる。人によっては悲しくなって、キャッチボールを終わりにしたくなるかもしれない。

『浮気をする』ってのは、つまり、そういうことなんじゃないかと僕は思う。

　どんな風に球を投げ合ったらキャッチボールが盛り上がるのかわからない。

　でも、少なくとも、愛火の投げるボールをちゃんと受け止めると決めた。

　どんな投球をしたらアイツが喜ぶかわからないけど、できる限り投げ返してやろうって決めたのだ。

　……ん？

　そのとき、手の中でスマホが震えた。

　愛火から返事が返ってきたようだ。アイツ、授業中にケータイいじってたのかよ。先生に叱られても知らないぞ。ま、僕も人のこと言えないんだけどさ。

　メールを開く。



　起きろー！　眠ったら死ぬぞー



　ニコニコマークの絵文字がアニメーションしてる。

　冬山かよ。

　苦笑しながらスマホの画面を無意味に撫なでた。投げ返してくれたボールを慈しむように、指先でメールをスライドさせる。

　僕は愛まな火びが好きだ。

　最高の親友だと思ってる。最高の恋人になれるかどうかは、まだわからないけれど……。

　少なくとも、愛火にはこのメールの絵文字みたいなニコニコ笑顔でいて欲しいと願ってるんだ。

　幼なじみが悲しむ可能性が一％でもあるのなら――悪いな、獅し堂どう。やっぱ、無理だ。

　僕には浮気なんてできないよ。

　それが一晩中悩み抜いて出した結論だ。



　そのとき――頬ほおに風を感じた。



　窓際の席にいる獅堂が、うっすらと窓を開けていた。

　教室に忍び込んできた空気はひんやりと冷たい。晩冬の風がミントで冷やされた鼻の奥底にツンと染みる。

「…………」

　僕はそっと、漢文の教科書を閉じた。

　思い切り冷たい空気を吸い込んで。肺が潰れるくらい息を吐き出して。



　漢文の教科書を窓の隙間から放り投げた。



　青空の下、鳥みたいにはためく教科書。赤い表紙が蒼そう穹きゆうに映えて、とても綺き麗れいだ。

　――一年間、ありがとう。

　飛んでいった教科書に胸の中で礼を言った。

　僕の突然の行為に驚いて、獅堂はこちらを睨にらみ付つけてきた。

　ただの景気づけだよ。僕なりに気合いを入れただけさ。

　心の中で返事をしつつ――ぎごごごっ。

　机を引きずって、獅堂の席にくっつけた。

　物音に気付いたクラスメイトたちが僕の方を見て、同時に顔を引きつらせる。誰だれもが『なにを馬鹿なことしてるんだ！　死にたいのか！』って顔をしてた。

「……どうかしましたか、沢さ渡わたりくん」

　谷たに沢さわ先生がフガフガと尋ねてきた。

「すみません。教科書を忘れたのに今気付きました。獅し堂どうさんに見せてもらおうと思いまして」

　なにか言いたげにフガフガしていたけれど、お爺じいちゃん先生はふむと頷うなずいた。漢文の授業を再開する。

　クラスメイトは相変わらずざわついていた。不安そうにこちらを窺うかがっている。

　だが、獅堂が一睨にらみすると、誰だれもが慌てたように視線を逸そらした。

　みんな、心配しなくていい。退学にされたりはしないはずだ。

　教室にいる連中が顔を背けたのを確認した後で、隣席のクラスメイトは怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「……どういうつもり？」

「どうもこうもあるか。おまえ、気分が悪いんだろ？」

　春めいてるとはいえ、今日は肌寒い。

　窓を開けたのは、冷たい風に当たりたかったからだろう。

「…………」

　獅堂は返事をしなかった。

　この沈黙は――彼女なりの肯定だ。

　僕は無言で頷き返す。

　よし、わかった。なら――『治療』するしかない。

　僕は浮気をしないと決めたはずだ。

　この行為は愛まな火びに対するいきなりの裏切り行為のように思う人もいるだろう。

　でも、矛盾はしていない。

　僕はこれからも愛火と二人で楽しくキャッチボールを続けてやるさ。

　ボールという名の『想おもい』を投げ合って、恋人としての日々を過ごそうと思う。

　いつか僕たちがキャッチボールに飽きてしまう、そのときまで。

　だけど――だけどさ！

　僕には獅堂を放っておくこともできない。

　隣の席でコイツはずっと苦しんできたんだ。

　誰ともコミュニケーションを取らず、たった一人で耐えてきた。

　灰色すぎる高校生活を送っていたクラスメイトが助けを求めてきたんだぜ？

　しかも、獅堂が耐えきれなくなってしまったのは、僕が不用意に声を掛けて……キスしちゃったせいなのだ。

　見捨てることなんてできるわけがない。

　これは浮気じゃない。『想い』がこもっていなければ浮気にはならない。

　獅し堂どうとの『いちゃいちゃ』は純然たる治療行為なんだ！　僕は間違ってねえ!!

　…………。

　……。

　苦しいかな。

　でも、そう言い張るしか僕が取り得る選択肢はなかったのだ。

　治療をはじめても恋人を悲しませたりはしないと誓おう。あくまでも、メインは愛まな火び。僕のカノジョは愛火なのだ。

　治療を通して、僕の『いちゃいちゃスキル』がレベルアップするだろうと獅堂は言っていた。愛火との交際にも良い影響があることを信じよう。

　獅堂の方に身体からだを寄せて、できるだけ小さな声で耳打ちをする。

「いちゃいちゃしてやりたいんだが……どうしたらいいかな？」

　すると、獅堂はフンと小さく鼻を鳴らした。

「……もう十分よ」

「え？」

　黒板の方を向いて授業に耳を傾けている。無表情でノートにシャーペンを走らせた。

　真面目に授業を受けているように、僕の目には見えたのだけれど。

「肩――さっきから触れているわ」

　肩を寄せ合うこと。

　それだって、恋人同士の立派ないちゃいちゃだったようだ。










　　　生管棟の幽霊部室





　レオ高には『生徒管理棟』――略して生管棟という校舎が建っている。大たいし正よう初期に建てられた趣おもむきある洋風の木造建築だ。

　エントランスに精せい緻ちなタイルの装飾が施ほどこされていたり、窓にはステンドグラスがはまっていたり。建てられた当時はモダンな建造物だったことを窺うかがわせる。

　生徒管理棟という名前がついているのはここが文字通り『生徒によって管理されている校舎』だからだ。

　伝統的に獅し子し神がみ学がく園えんは生徒会が大きな権力を持っている。特に風紀委員なんかは校紀を乱す生徒を独断で懲罰する権限があるそうだ。

　で、生徒会の権力の象しよう徴ちようとなっているのが生徒管理棟である。

　どんな事件が起ころうとも生管棟内で発生した場合は教師は手出しをしない取り決めになっているらしい。生徒会によって裁かれることとなっているのだ。

　生管棟には、主に各クラブの部室と生徒会の委員会室が入っている。

　一階は運動部の部室。愛まな火びが所属するラクロス部の部室もココにある。

　二階は主に文化部用。美術部や吹奏楽部、軽音部などのメジャーどころから、オカルト研究会やらアニメ同好会などの小規模な研究会の部屋も並んでいたりして。ちょっとしたカオス空間だ。

　三階には生徒会関係の部屋が並んでる。生徒会長室や風紀委員室などなど。

　獅子神学園生徒会は全校生徒の憧れの存在だ。ウチのクラスにも二年生になったら、生徒管理棟の三階で生徒会活動に従事したいと夢見てるヤツもいるんじゃないかな。

　とまあ、そんな感じで。

　愛火に聞いた噂うわさ話ばなしやなにやらを頭の中で再構成しつつ、僕は生管棟の階段を上っていた。

「なあ、獅し堂どう」

　前を歩いている獅堂に声を掛ける。

　放課後になるなり、彼女は僕に生管棟に来るように命令してきたのだ。

「なにかしら？」

「僕は帰宅部だし、委員会活動もやってない。生徒管理棟に入るのは、入学式直後にやったオリエンテーション以来だ。だから、ココについてはあまり詳しくないんだが……それでもツッコミを入れさせてくれ」

　薄暗い階段の踊り場に描かれた『４』というタイルの装飾を指さして。

「なぜ四階が存在するんだ？　ここは三階建てのはずだろ？」

「ほとんどの生徒はそう思っているでしょうね。でも、本当は四階建てなの」

　獅し堂どうは鍵束のついた鉄の輪を振った。甲高い金属音が隠し階段に響く。

「獅堂家の人間だけが入れる秘密の空間なのよ」

　外観からでは四階があることはまったくわからない。心持ち屋根が大きいかなあと感じる程度だ。

　僕たちが上っているこの階段も巧妙に隠されていた。生管棟の裏手の壁に隠し扉があって、そこから入ってきたのだ。

　階段の先に古めかしい木製の扉。

『恋愛心理研究会』

　そんな言葉が刻まれたブロンズのプレートが掛かっている。

「私のお城へ、ようこそ」

　獅堂が扉を開いて――驚いた。

　扉の向こうには、だだっ広い空間が広がっていた。

　一年Ｂ組の教室と同じくらい。いや、もっとデカいかな。

　バレエの練習場みたいにしっかり磨かれた板張りの床。年季の入った漆しつ喰くいの壁。屋根裏に近いからか、天井は吹き抜けのようになっている。部屋の奥には二つの扉。さらに向こう側にも部屋が続いているようだ。

　洋風の豪邸の一室といった趣おもむきである。

　部屋のようすを見渡して、獅堂は自嘲気味に肩を竦すくめた。

「なにもないでしょう？」

　部屋には家具らしきものがほとんどない。

　存在するものと言えば、中央に据えられた小さなダイニングテーブルと椅子が一脚。それから部屋の隅に置かれたキングサイズのベッド。綺き麗れいにベッドメイキングされている。

　家具と呼べるようなものは、それだけ。ひどく寂さみしい雰囲気だ。

　僕は忙しい両親に代わって沢さ渡わたり家の家計を預かっているから、どちらかといえば貧乏性である。こんなもったいないスペースの使い方はできないな。

　呆ぼう然ぜんとしつつ、獅堂に尋ねる。

「『恋愛心理研究会』とかってプレートが掛かってたけど……あれは？」

「ひいお祖ば母あさまが作ったクラブだそうよ。当時は部室として登録をしていたようね。もちろん、今はそんな部は存在しないわ。幽霊部員ならぬ、幽霊部室ってところかしら」

　部屋の中へと入ってみる。ホコリっぽさは微み塵じんもない。

「床もやけに綺麗だな。普段から使っているのか？」

「ええ。昼休みはここで過ごしているの」

「…………」

「沢渡くん。そんな気の毒そうな顔をしないでもらえるかしら。『昼休みを一人で過ごすことが可哀かわい想そうだ』なんて、誰だれが決めたの？　偏った価値観を押しつけないでちょうだい」

「気の毒になんて思ってないよ。僕もみんなでワイワイ食事するのは苦手だからな」

　黙って味わっていても気まずくならない相手とまったりメシを食うのが一番いい。

「ただ、昼休みのたびに教室から出て行かなきゃいけない生活は大変そうだなあと思ったんだ」

「そんなことはないわ。一人の方が妄想が捗はかどるもの。ウィンナーを囓かじるとき、周りに他人がいたらニヤニヤできないでしょう？」

「食事のときぐらいはエロ妄想をやめてくれ！　ニヤニヤすんな！」

「あら、私はウィンナーの美味しさに頬ほおをほころばせているだけよ。どこがえっちな妄想だと言うのかしら？」

「くっ……！」

　言葉に詰まった僕を獅し堂どうは無表情で眺めている。

　下ネタでからかうの、やめてもらえないかな。マジで。

　ひとしきり僕の醜態を楽しんだ後で、獅堂は部屋の奥にある扉を顎でしゃくるようにして指し示した。

「あの扉の先にはトイレやバスルーム。簡単なキッチンもあるわ」

「へえ、バスルームまであるのか？　ここで暮らしていけそうだな……」

「沢さ渡わたりくんは『生徒管理棟の七不思議』を聞いたことがあるかしら？」

「ん？　ああ、詳しくは知らないけどな。『真夜中になるとエントランスホールにある理事長の銅像が動く』だとか『二階の奥にある女子トイレの個室がどうのこうの』とか。そんなのだろ？」

　どの学校にもそういうオカルトじみた噂うわさはあるものだ。特にこの生管棟は古い建物だから、そういう七不思議が作られやすいのだろう。

「七不思議の一つに『人ひと気けのない風紀委員室から女の叫び声が聞こえてくる』というものがあるでしょう？　あれは私が原因なの。お風呂の下辺りに風紀委員室があるのよ。お風呂でゴニョゴニョしていたら、ついつい声が出てしまって……風紀委員たちを怖がらせたなら申し訳ないことをしたわ」

「ゴニョゴニョの部分は絶対に聞き返さないからな！」

「お風呂で自慰行為をしていたら、ついつい声が出てしまって……怖がらせたなら申し訳ないことをしたわ」

「聞き返してないのにわざわざ言い直しやがった!?」

「もちろん、冗談よ。私はそんなはしたないマネしないわ」

「あのなあ、獅堂……性的な発言は慎んでくれないか。心臓に悪いんだよ」

「性的な行動がお好みなのね？　さすがは沢渡くん。不言実行とは恐れ入るわ」

　面白くもなさそうにフンと鼻を鳴らして、獅し堂どうは説明を続ける。

「世話係が奥に待機しているわ。紹介しましょう。六む連つれ、来なさい」

　部屋の奥に向かって呼びかけた。

　バスルームやキッチンへと繋つながっているドアが開き、執事服姿の小柄な人物が姿を現す。

「紹介するわ。この部屋の管理をしている執事の六連よ」

「え？　六連くんが執事なのか？」

　名前は確か――六連晶あきら。愛まな火びと同じ一年Ａ組に所属してる生徒だ。

　Ａ組と僕の通うＢ組の男子生徒は合同で体育の授業を行う。

　体育の授業中、準備運動やらキャッチボールやら――さまざまな場面で二人組を作らされることがある。そんなとき、僕は六連くんとペアを組むのだ。

　先生が『二人組を作れー』と指示しても六連くんは所在なげに立ち尽くしてるだけだった。だから、僕の方から声を掛けてペアを作るようになったというわけ。

「世話係として、我が家の執事を入学させているの。あなたにスタンガンを食らわせたのも彼女」

「……おい、待て。今、なんつった？　『彼女』だと？　『彼』の間違いじゃないのか？　六連くんは男だろ？」

「いいえ。男子生徒として学校に通っているけれど、六連は女よ」

「マジかよ……!?」

　あらためて執事さんを見やる。

　長めな髪を後ろで束ねている。小柄で華きや奢しやな身体からだつき。女の子だと言われれば、ちっこくて可愛かわいい美少女執事さんに見える。

　しかし、恐ろしく目付きが悪かった。敵意むき出しの瞳で僕を睨にらんでくる。

　ぐるるるるるっ！　――そんなうなり声さえ聞こえてきそう。

　こんな怖い顔してるヤツだっけ？　体育の授業中は無表情だった気がするんだが……。

　六連くんは忌いま々いましげに僕に頭を下げた。

「……沢さ渡わたりさま。以後、よろしくお願い致します死ね」

「おい！　語尾に物騒な単語がついてるぞ！」

「失礼しました。つい口が滑ってしまいましたヒネるぞ。なにかご用件がありましたら、なんなりとお呼びつけください爆発しろくたばれ」

「口が滑りすぎだろ！　本音がダダ漏れだって！」

　親の敵を見るような視線で僕を突き刺してくる。そんなに怒られるようなことした覚えはないんだけどな……。

　呆あつ気けにとられる僕を無視して、獅堂は説明を続ける。

「お茶を煎れたり掃除をしたり――そういった雑用は六連がやってくれるわ」

「何なりとお申し付けください。あと死ね」

　抑揚の乏しい声でそう言って頭を下げ、執事少女の六む連つれくんは部屋の奥へと戻っていく。

　獅し堂どうはガランとした部屋を見渡した。

「これまで私は昼食を取るためにしか、この部屋を使ってこなかったわ。だから、テーブルと椅子が一つずつしかないけれど、必要な家具があれば用意します。……さしあたって、ソファのようなものが必要ね。座れる場所がベッドしかないもの。少しずつ環境を整えていきましょう。説明は以上よ。なにか質問はあるかしら？」

「一番重要な説明が抜けてるな」

　獅堂と向かい合い、僕は質問をする。

「どうして僕をこの部屋に連れてきたんだ？」

「この隠し部屋を作ったひいお祖ば母あさまは、ここを『ラブラボ』と名付けたわ」

「ラブラボ……？」

「恋愛心理研究会の研究室。ラブサイコロジカル・ラボラトリーの略で、ラブラボ」

「妙に語呂がいいな」

「語感が『ラブホ』と似ているわね」

「おまえのたった一言で猛烈に呼びづらくなったぞ……」

「ラブラボは青春症候群の治療のために用意された部屋なの。ひいお祖母さまも、お祖じ父いさまも。……そして、お母さまも――みんなラブラボで治ち療りよう者しやといちゃいちゃしたそうよ。私が高等部に入学したのに合わせて完全にリフォームされたから、なんの痕こん跡せきも残っていないけれど」

「つまり、ここは他の生徒の目を逃れて、治療者と触れあうための場所なのか」

「そう。言うなれば、ヤリ部屋ね」

「女の子がそんな単語を使うな！」

「言うなれば、ヤリ衾ふすまね」

「なにが攻めてきてるんだ!?」

「ラブラボ以外にも、獅し子し神がみ学がく園えん高等部には獅堂家の人間だけが立ち入れる場所があるわ。第一校舎の屋上とか、第二校舎の地下室とか。そういう場所を使って、あなたは私といちゃいちゃするのよ」

　いちゃいちゃ――か。

　日本語が誇る多彩なオノマトペの中でも、とびきり頭が悪そうな単語だ。

　しかし、今の僕にはとんでもない犯罪行為のように聞こえた。

　人目を忍んで。しかも、付き合ってもいない女子と密会するなんて……かなりアレだよな。倫理的に。

　罪悪感がじわりと胸に湧いてくる。

　脳裏に愛まな火びの顔が浮かんだ。幼なじみは眉を吊つり上あげ、頬ほおを膨らませている。そんなに怒らないでくれよ、愛火。浮気なんかするつもりはないからさ。

　後頭部の髪を掻かきつつ、重ねて問いかける。

「いちゃいちゃって、具体的になにをすればいいんだ？　おまえの身体からだの問題なさそうなとこに軽く触れればいいのか？　肩とか腕とかさ」

「単純な肉体的接触だけでＰＥＡフエニル・エチル・アミンが分泌されるのなら、きっと楽だったでしょうね。お金を払って男を買えばいいのだもの」

「その言い方はどうかと思うが……。ただ単に触るだけじゃダメなのか」

「沢さ渡わたりくんは『恋愛は、ただ性欲の詩的表現である』という言葉を知っているかしら？」

「聞いたことあるような気がする。……芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけだっけ？」

「正解。この言葉はイイ線いってるけど、ちょっと間違えているわね」

「文豪相手にえらい上から目線だな」

「正確に言うなら『詩的表現は、性欲を恋愛に変える』のよ」

「さっぱり意味がわからん」

「同じ押し倒されるにしても『真夜中に野っ原で覆面男に押し倒されること』と『クリスマスに素敵なホテルで意中の男性に押し倒されること』。女の子が感じるドキドキ感は変わるでしょう？」

「……つまり、ただエロいだけじゃなく恋人らしい振る舞いが含まれる方が、より大きな恋愛のトキメキが生まれるというわけか？」

「そう。性的な行為を繰り返しているだけでは、すぐにＰＥＡが分泌されなくなるわ。詩的表現――言い換えるならロマンチックさが治療においてはとても重要なの。言うまでもなく、この場合は野っ原の方が断然燃えるわよね？」

「そっちかよ!!」

　大変なカミングアウトをしやがった。

　表情一つ変えずに冗談を言って（ジョークだと信じたい）、獅し堂どうは長い髪を手で払った。

「私はね、沢渡くん。発病してからの三年間、一日も休むことなくえっちな妄想を繰り返してきたわ」

「ちょっと自慢げに言ってるけど威張るようなことじゃないからな？」

「百戦錬磨なこの私を満足させるには普通に押し倒すだけでは足りない。治療効果を高めるために、シチュエーションにもこだわってちょうだいね」

「獅堂を押し倒す前提で話を進めてることに異議を申し立てたい！」

「性行為というのは恋人同士が行うわかりやすいいちゃいちゃよ。遅かれ早かれ、そういった行為もすることになると思うわ」

「ちょ、ちょっと待て！　さすがにそれはマズいだろ!?　僕には恋人がいるんだぞ!?」

「沢さ渡わたりくんのようなイケてない男の子が相手だというのが、唯一の問題点だけれど……格下の相手に陵辱されちゃうシチュエーションというのも燃えるわ。それにあなたが相手なら別のメリットもある」

「メリットってなんだよ？」

「沢渡くんは性的な経験が豊富なのでしょう？　そういう顔してるもの。私を満足させてくれそうだわ」

「…………」

「まさか、その顔で童貞ってことはないわよね？」

「…………」

「まさか、妙に大人びた顔立ちのくせに童貞ってことはないわよね？」

「……………………………………………………………………………………経験はないよ」

「え？　なに？　聞こえないわ」

「…………………………………………………………………………………………僕は童貞だ」

「全然聞こえない。もっとハッキリ言ってちょうだい」

「僕は童貞だよ！　年上に見られることも多いけど経験豊富ってわけじゃねえんだ！」

　頭痛を感じて僕はこめかみを手で押さえる。

　獅し堂どうを癒いやしてやりたいと思う。だからこそ、治ち療りよう者しやになることを決意したんだ。

　でも、あんまりエロいことは、僕にはできないぜ……？

　たとえ治療が目的だろうと、越えてはならない一線ってものがあると思うしな。

　獅堂に手を出したら、それは愛まな火びに対する裏切り行為だ。

　だが、僕の恥ずかしすぎる童貞宣言を聞いても獅堂は平然としていた。

「うすうす気付いていたわ。ただ、あなたに童貞だって言わせたかっただけよ」

「しまいにゃ怒るぞ、このやろう」

「気分を害したのなら謝るわ。いきり立つのは股間だけにしてちょうだい」

　そんなひどい下ネタを挟まれたら、怒る気も失うせるぞ……。

　やれやれ、治療者になるなんて早まったかな。今後がどうなるか心配でならない……。

　深いため息を吐いた僕にクラスメイトが尋ねてきた。

「なにか他に疑問点はあるかしら？」

「いや、特にないけど……」

「ないようなら早速初日の治療をはじめていきましょうか」

　獅堂はベッドに向かって歩いていった。

　純白のシーツの上に座り、制服のリボンに手を掛ける。



「では、沢渡くん。セックスをしましょう」



「はあ!?　待て待て待て!!　展開が急すぎるだろ!?」

「『思い勃ったが吉日』という言葉もあるでしょう？」

「音的に間違ってないが、どことなく卑ひ猥わいなニュアンスを感じる！　もっと話し合おう！」

「もう質問はないのでしょう？」

「質問はあるよ！　まだ尋ねたいことが山ほどある！　わからないことがいっぱいだあ！」

　とりあえず、この流れを断ち切るためにそう言い張ってみたものの……。

　獅し堂どうは制服のリボンを解いた。シャツのボタンを外し胸元をはだけさせる。

　ほっそりとした首元や綺き麗れいな鎖骨が目に飛び込んできて、僕は思わず生唾を飲み込んでしまった。

　うぐっ、白いブラ紐ひもがチラ見えしている!?

　僕にとっては刺激が強すぎるって！　童貞なめんな！

　ベッドに腰掛けたまま、獅堂は小鳥のように首を傾かしげる。

「この期に及んで、なにを聞きたいのかしら？」

　もう疑問点なんてない。でも、このままなし崩しにえっちな展開に入るのだけは避けなきゃマズいぜ。愛まな火びに顔向けできなくなるしな……。

　迷った末に僕はテキトーな質問を口にした。

「あ、あれ！　あそこのドアは、どこに繋つながってるんだ？」

　部屋には計三つのドアがある。

　一つは入り口。もう一つは部屋の奥にある、お風呂やキッチンへと続く扉。

　残るもう一つのドアを指さして尋ねた。ここについては説明されてないからな。

「さあ？　開けたことがないわ」

「マジで？　一年間使ってて一度も？」

「ええ。この部屋は昼休みを過ごすために使っているだけだもの。食事をして、読書をして、妄想して――その程度ね。ウォークインクローゼットに繋がっていると説明を受けた気がするけれど……」

　彼女もドアの向こう側が気になったようだ。

　はだけていた制服を整え、リボンを結び直してベッドから立ち上がった。

　ドアノブに手を掛けるが扉は開かない。

「鍵が掛かっているわ」

　鍵束を取り出し、獅堂はクローゼットの鍵を選び出した。

　解錠して、改めてドアノブを回す。木製のドアが音もなく開いた。

　部屋の中を覗のぞき込こんで――獅堂は固まる。

　吊つり目がちな瞳が見開かれている。無表情な彼女にしては最大限の驚きの表情だ。

　いったい中にはなにがあるんだ？

　彼女の肩越しにクローゼットを覗のぞき込こんで――僕も固まった。

「なんだ、これ……？」

　メイド服。ナースルック。チャイナ服。ゴスロリドレス。体操服、スクール水着に競泳水着。セーラー服。ブレザーとチェックのミニスカート。幼稚園児のスモック。小学生低学年女子が着てそうな赤い吊つりスカート。修道女、尼さん、ＯＬ風、フライトアテンダントにレースクイーン。

　アニメ系の衣装も豊富だ。そっち方面の知識は乏しいのでなんの作品なのかは判別できないが、普通の学校じゃあり得ないぐらい派手な色合いのセーラー服やら、テカテカした素材の戦闘用ドレスみたいなものが用意されてる。あ、こっちにあるトラ縞じまのビキニやプラグスーツなら、僕でもなんの作品だかわかるな。

　一〇畳ほどの広さを持つウォークインクローゼットがさまざまな衣装で埋め尽くされていた。カラフルな色彩の洪水に目が痛くなりそうだ。

　獅し堂どうはハンガーに吊られている割かつ烹ぽう着ぎの裾すそに手を触れた。エプロンだけでも、白のフリルつきのものやひよこマークのついた某管理人さん風、前掛けのみのタイプなど、ありとあらゆる種類が取りそろえられている。

「これはコスプレ衣装ね……」

「見たところ、全部新品みたいだぞ」

「しかも、既製品じゃないわ。一つとしてタグがついてない。オーダーメイドで仕立てられたものよ……」

　クローゼットの壁一面を埋め尽くすように引き出しがついている。

　その一つを開けてみるとさまざまな靴が入っていた。上履き。ローファー。ピンヒール。看護師さんが履く白いサンダル。小学生の女児が履くような赤い靴などなど。

「見て。こちらの棚にはウィッグが入っている」

　赤い髪や青い髪。ブロンドやブルネット。金髪や緑色のツインテール。バリエーション豊富なカツラがガラス戸の向こう側に陳列されていた。コスプレ趣味のある女の子だったら狂喜乱舞してしまうような空間だ。

「どうして、こんなものがあるんだ……？」

「わからないわ……」

　首を横に振りつつ獅堂も手近な引き出しを開ける。

　なにかの箱の上に封筒が置かれていた。

　表には筆文字の達筆で『吹雪ふぶきちゃんへ』と書かれている。

　獅堂ははやるような手つきで便せんを取り出した。

　頭を突き合わせ二人で手紙を読む。



　吹雪ふぶきちゃんへ。

　高校入学おめでとう！

　このクローゼットにあるものは、ぜーんぶ氷ひ雨さめおねえさんからの入学祝いでーす！

　ダーリンと楽しく使ってね　足りないものがあったら、なんでも用意してあげるわ♪

　でもでも、あんまりえっちばっかりして、勉強がおろそかになったらダメなんだぞっ！　ぷんぷん！



「氷雨おねえさんって……誰だれ？」

「理事長室に写真が飾られていたでしょう？　場違いな女性の写真が」

「ああ、覚えてるよ。あれが『氷雨おねえさん』なのか……。親戚かなにかか？」

「…………。まあ、そんなものね」

　獅し堂どうは眉をひそめただけで、多くを語ろうとはしなかった。ひょっとしたら、獅堂は『氷雨おねえさん』が苦手なのかもしれない。

　獅堂は手紙から視線を外し、引き出しの中に詰められた箱を見やった。

　箱の中身をつまみ出して――再び硬直する。

「なっ、なっ、なっ……!?」

　箱から取り出した拍子にスイッチが入ってしまったようだ。

　えーっと。

　箱に入っていたものを詳しく描写するのは憚はばかられるので、音だけで表現したいと思う。



　うぃん。うぃん。



「きゃあっ!?」

　子どもみたいな悲鳴を上げて、獅堂はソレを放り投げた。驚きのあまり、その場にへたり込んでしまう。

　クローゼットの床に転がったソレは、モーター音を響かせてしゃくとり虫みたいに蠢うごめいている。

「沢さ渡わたりくん、早くスイッチを止めなさい」

「止めろったって、どうやって!?」

「知らないわよ、そんなこと！」

　ソレから伸びているコードの先に、スライド式のスイッチらしきものがついていた。

　大慌てでスイッチを引ひっ掴つかみ、思い切りスライドさせる。



　ぉんっ!!　ぐぉぉんっ!!



「ちょっと、沢さ渡わたりくん！　よりパワフルかつエクストリームな動きになっているわ！」

「すまん、逆だった!!」

　スイッチを逆方向に動かすと、ようやくソレは動きを止めた。

「そ、そんなもの、さっさとしまってちょうだい！」

「あ、ああ。わかった」

　箱の中に元通りにしまおうとしたけれど、くそっ。動揺しちゃって手が震える。うまく中に入れられないよ。

　箱の中に押し込もうとグリグリしていたら、獅し堂どうの悲鳴が響いた。

「誰だれが空き箱に出し入れしろと言ったの!?　箱に欲情するなんて度どし難がたい変態ね！」

「断じて違う!!　そんなつもりはないよ！　勘違いしないでくれ！」

　卑ひ猥わいな物体を箱の中へと押し込み、引き出しを勢いよく閉めた。

　額に滲にじんだ汗を手のひらで拭う。

「「ふぅ……」」

　と、僕の漏らした安あん堵どの息に、もう一つの吐息が重なった。

　クラスメイトの横顔を見て……え？　うおっ!?

















　思わず、二度見。

　獅し堂どうの顔が朱に染まっていた。

　相変わらずの無表情なのに耳の先まで真っ赤になってる。

　僕の視線に気付いた獅堂は悔しそうに顔を背けた。

「そーゆー器具について妄想したことは多々あるけれど……実物を見たのは初めてなの。だから、動揺してしまったわ」

「おまえが『きゃあ！』なんて悲鳴を上げるとは意外だったよ。下ネタ連発してるから、てっきり経験豊富なものだとばかり思ってたんだが……」

「……………………………………………………………………………………経験はないわ」

「え？　なんだ？　聞こえないぞ」

「………………………………………………………………………………………私は処女よ」

「なんだって？　もっとハッキリ言ってくれ」

「私は処女です！　実践経験は一切ありません。笑いたいなら笑うといいわ」

「す、すまん。とんでもないセリフを繰り返させちゃったな。別に笑ったりしないさ」

　むしろ、へたり込んで顔を真っ赤にしている獅堂の姿は妙に可愛かわいい――って、なにを考えてるんだ僕は。

　クローゼットの床にアヒル座りをしたまま、獅堂は気持ちを落ち着けるように深呼吸をした。改めて部屋の中を見回す。

「今の今まで気付かなかったけれど……どうやら氷ひ雨さめおねえさまは治ち療りよう者しやとのえっちが楽しくなる道具をプレゼントしてくださってたようね。コスプレ衣装もそーゆープレイに使えということなのでしょう」

「前代未聞の入学祝いだな、おい」

「……ねえ、沢さ渡わたりくん。お願いが二つあるわ」

「なんだ？」

「さっき私をドキドキさせるために性行為をしろと言ったでしょう？」

「ああ」

「……白状するわ。私にとっても、あれは相当に無理をした発言だったの。勇気を振り絞ったのよ」

「そうだったのか……」

「あのセリフは撤回します。妄想には自信があったのだけれど……私には性行為は早すぎるようだわ。性的な器具を見ただけで、こんなにも動揺してしまうのだもの。沢渡くんの愚息と対面したら私は卒倒してしまうかもしれない」

「愚息とか言うな！　対面させる気は端からねえよ！」

「でも、治療のために私といちゃいちゃしてもらう。それは変わらないわ」

　床にへたり込んだまま獅し堂どうは上目遣いに僕を見つめてくる。未いまだにほんのりとほっぺが赤かった。

「できれば、初歩的なことからはじめてもらえるかしら？　恋人同士がどんな風にいちゃいちゃするのかわからないけれど、詩的表現が伴ともなえば――恋仲らしいロマンチックな雰囲気さえあれば、ＰＥＡフエニル・エチル・アミンは分泌されるはずだから」

「望むところだ。僕にとっても、その方がありがたい。というか、それ以外には協力できないからな。……それで、もう一つのお願いっていうのは？」

　獅堂は再び顔を背けた。そっぽを向いたまま、こちらへ手を伸ばしてくる。

「びっくりしすぎて腰が抜けたの。起こしてもらえると助かるわ」

「――はは」

　僕は小さく笑って獅堂の手を掴つかんで立たせてやった。

　いちゃいちゃすることはできなかったけれど、その日は解散することになった。



　翌日。獅堂に呼び出されてラブラボへ行ってみると、いくつかの変化があった。

　一つはソファが増えていたこと。

　高級そうなアンティークの応接セットが置かれていた。

　そして、もう一つは――ウォークインクローゼットのドアが厳重に封印されていたこと。

　ドアには巨大な南なん京きん錠じようがつけられていた。

　錠前を付け加えるために扉にごっつい金属パーツも追加されてたんだが……打ち込まれた釘くぎや木ネジがあらぬ方向にひん曲がってる。獅堂が自分でやったんじゃないかな、これ。

　治ち療りよう者しやなんて、僕にやっていけるのかどうか心配だったのだけれど――不思議だな。

　固く閉ざされたドアを見た途端に、少しだけ不安が解消された気がした。










　　　幸せなら手を繋つなごう





「『今日のいちゃいちゃ』を設定するっていうのは、どうだろう？」

　翌日の放課後。ラブラボのソファに座り、執事少女の六む連つれくんが煎れてくれた紅茶を一口すすった僕は獅し堂どうにそう切り出した。

　紅茶の善よし悪あしなんてよくわからないんだが、そんな門外漢の僕でもわかるほど六連くんのお茶は美味しかった。煎れ方が上手なんだろう。お茶を出すときに「お茶をどうぞ。これを飲んだら速やかに死ね」とか言わなきゃ、素直に褒められるんだけどな。

　対面に座ってる獅堂もティーカップを傾ける。

「今日のいちゃいちゃ？　なにかしら、それは」

「僕と獅堂は、これから週に何度かはこの部屋でいちゃいちゃすることになるんだろ？　毎回なにかしらのテーマを決めて触れあった方がいいと思ったんだよ」

　獅堂に任せてしまうとえっちな展開になりかねない。愛まな火びを裏切らないためにもそういう事態は絶対に避けたかった。

「バラエティ番組のワンコーナーみたいなネーミングはどうかと思うけれど、テーマを決めるのは良い考えね」

「だろ？」

「方向性を定めておかないと沢さ渡わたりくんの青臭い性欲が暴走して歯止めが利かなくなってしまうもの。勢い余って押し倒されてしまったら困るわ」

「頼まれたって暴走なんざしないよ。心配するな」

「押し倒されたら拒めないから困るわ」

「そっちの心配かよ!?」

「今日の下着は可愛かわいくないから困るわ」

「…………」

「沢渡くん、あなたもとても困っているようね」

「ああ、リアクションに困ってるよ」

「『どんなぱんつだろうと僕は構わない。オナカに入ってしまえば同じだ』――とか、いつものようにキメ顔で豪語すればいいじゃない」

「そんなセリフ、一度だって言った覚えはないぞ！」

「綿やシルクはともかく、ポリエステルを消化できるというのは素晴らしい能力だわ。学園異能バトルの主人公みたいで素敵ね。ぱんつを消化できる程度の能力」

「おい、主人公！　その能力でどうやって戦う気だ!?」

「仲間たちが必死に戦う隣で、一心不乱に女児のぱんつを貪り食って敵味方問わずにドン引きさせるのよ」

「精神攻撃だった……！　つうか、下着を食べ物扱いする発想は人としてどうかと思うぞ？」

　ティーカップをテーブルに置いて、改めて獅し堂どうの顔を見やる。

　獅堂は相変わらずの無表情だった。周囲の空気を凍り付かせそうなクールな雰囲気。

「あら、沢さ渡わたりくん。どうしたのかしら？　そんな『赤子に手をひねられたような顔』で私を見つめて」

「どんな顔だよ。それを言うなら『キツネにつままれたような顔』とか、そんなんだろ。赤ちゃんに手をひねられるなんて、ちょっと微笑ほほえましい光景じゃないか」

「手をひねられて喜ぶなんて沢渡くんはマゾなのね。わかりやすいように、明日から『Ｍ』と書かれた赤い帽子を被って登校しなさいな」

「国民的キャラをさらりと冒涜するな！　……獅堂が言うところの『赤子に手をひねられたような顔』になってたとしたら、それは驚いたからだよ。獅堂とはほとんどお喋しやべりとかしたことがなかったけど、冗談をポンポン言うヤツだったんだな。もっと寡か黙もくかと思ってた」

「心外ね。妹やお祖じ父いさまとはよく話すわ」

「へえ、妹さんがいるのか」

「獅し子し神がみ学がく園えん中等部に通っているの」

　優雅に足を組みかえて、獅堂は続ける。

「それに、私は脳内では饒じよう舌ぜつよ。卑ひ猥わいな単語を発しまくっているわ。授業中に手を挙げて、先生に指され――クラスメイトの視線を一心に浴びながら淫いん猥わい極きわまる単語を叫んだらどうなっちゃうかしら？　という妄想をしょっちゅうするわね」

「うわあ、最低の妄想だ」

「おちん――」

「言うな！」

「――ミルク出りゅうううう!!　らめえええ!!」

「だから、言うなって！　しかも、真顔で！」

「沢渡くんは『ホモ・ルーデンス』という言葉は知っているかしら」

「『ホモ・サピエンス』なら知ってるが、ルーデンスってのは聞いたことないな」

「ホモ・サピエンスは現代人のことね。『知識の人』という意味よ。人類はさらに進化して、ホモ・ルーデンス――『遊びの人』となったという考え方があるの」

　卑猥な下ネタから、急にアカデミックな内容に会話がシフトした。獅堂は引き出しが多いな。ついていくのも大変だ。

「遊びは人間にとって本質的なことよ。それは私にも言えることだわ。人付き合いを一切断っていると……有り体ていに言うととてもヒマなの。だから、くだらない冗談や言葉遊びを頭の中で繰り返しているのよ」

「なるほど。饒じよう舌ぜつさの理由が少しわかった気がする」

「でもまあ、男子生徒とこんなにお喋しやべりできていることに私自身も驚いているわ。沢さ渡わたりくんはとても話しやすいわね。あなたの数少ない長所よ」

「一応、褒め言葉と受け取っておくよ。せっかく治療をしてるんだ。僕だけじゃなく他のクラスメイトともコミュニケーションを取れるようになったらいいんだけど」

　獅し堂どうはすぐには返事をしなかった。

「……そうね」

　冷たい声で一言答える。どことなく諦め気味にも聞こえる口調だった。

　よし、と気分を変えるように僕は膝を叩たたいて、

「話が盛大に逸それたな。『今日のいちゃいちゃ』を決めようか。恋人同士の初歩的な触れあいからやってみるんだよな？」

「沢渡くんが決めてちょうだい」

「僕が決めちゃっていいのか？　二人で話し合って決めた方が――」

「面倒だから私が決めるわ。では、今日のいちゃいちゃ。テーマは、おっぱいを揉も――」

「すみません僕に決めさせてください！」

　慌ててそう言ったものの、完全にノープランだった。

　いったい、なにをしたらいいんだろう？

　悩んだ末に今朝方の出来事を思い出した。

　今朝は愛まな火びと一緒に登校したのだ。



　　　×××



「きゃうううう、寒い!!」

　通学路になっている土手沿いの道へと上がった途端に、一緒に登校している愛火が奇妙な悲鳴を上げた。

　川縁の道から見えるものと言えば、河川敷にある野球場、草むら、鉄橋、四両編成の電車、そして住宅街。

　絵に描いたような田舎だから風を遮るような高い建物なんて存在しないんだ。冷たい川風が吹き付けてくる――って、おいこら。

　愛火が僕の背中に隠れやがった。

「人の身体からだを風よけにするんじゃないよ」

「いいじゃん。由ゆう吾ごって無駄に背中が広いし。有効活用してあげてんの」

　と、そのとき一際強い風が吹き抜ける。

　風が冷たい。頬ほおが切れるようだ。あまりの寒さに背筋が震えた。

「んっ!!」

　僕の右斜め後ろ。背中に隠れるようにして、愛まな火びは足踏みをするように足をジタバタさせた。こすり合わせた両手の指先は、寒さのせいで白っぽくなってる。

「はあ……。こんなに寒いのに、学校の桜のつぼみが膨らみはじめてるなんておかしくない？」

「聞いた話じゃ、校庭には早咲きの桜と遅咲きの桜が両方植えてあって、卒業式と入学式の頃にそれぞれ満開になるらしいぜ」

「そうなんだ。あっ、言われてみれば、去年の入学式のときも桜が咲いてた気がする。二人でお花見したよね」

「おまえ、入学式の日は一日中不機嫌だったけど……夜中に二人で花見に行ったら機嫌直してくれたんだよな。あのときはどうしてムクれてたんだっけ？」

「……由ゆう吾ごと別のクラスになったからだよ」

「そんな理由だったのかよ」

「あたしにとっては一大事だったの！　すっごいブルーになったんだから。……ねえ、由吾。今年も桜が咲いたらお花見しようね」

「おう。いいよ」

「えへへ、約束したからね」

　にっこりと微笑ほほえむ愛火。彼女の弾んだ気持ちを表現しているみたいに、首に巻いたマフラーとミニスカートが川風に躍った。

　幼なじみの笑顔を見ているうちに、僕の心は眼下を流れる川かわ面ものように穏やかになる。

　一緒に登校しようって誘ってよかったな……。

　しみじみと、そう思った。

　獅し堂どうとの関係は愛火には喋しやべれない。他言禁止って言われてるからな。

　浮気をしているつもりはないが、やっぱり負い目も感じてる。別の女の子といちゃいちゃしてるわけだし。

　ほんの少しでも二人でいる時間を増やすために、一緒に学校に行こうって誘ったんだ。

　愛火と話しているとすごく落ち着く。毒にも薬にもならないような会話だけれど心地よかった。

「あれ？　由吾、なんで笑ってんの？」

「いや、笑ってないぞ」

　僕は慌てて表情を引き締めた。気付かないうちに、頬が緩んでいたかもしれない。

　そのとき、再び強い風が吹き抜けた。電線がホイッスルのように甲高く鳴る。

「ああもうっ、寒すぎ！　手が痛くなっちゃうよ！」

　愛まな火びはぎゅっと目を閉じた。手をすり合わせ、息を吐きかけている。指先がプルプル震えていた。

　……あれ？　そう言えば……

「なあ、愛火。おまえ、どうして手袋してないんだ？　忘れたのか？」

　幼なじみは分厚いコートにマフラー。もこもこしたイヤマフ。ミニスカートの下には黒いストッキングと完全防備をしている。それなのに手だけはむき出しだった。

「ん？　カバンに入ってるけど？」

「いや、それじゃダメだろ。ちゃんとつけろよ。しもやけになっても知らないぞ」

「帰りはつけてるってば。部活で遅くなると夜は寒いし」

「朝も寒いんだからつけたらいいじゃないか。温かいぞ」

　手袋をつけた自分の手を広げてみせる。僕は手がデカいので、紳士用の大きめ手袋ってのを使ってる。デザインがオッサンくさいのが非常に残念ではあるが、手がかじかむよりはマシなんで我慢してつけているのだ。

　唇を尖とがらせて、愛火は小声で呟つぶやいた。

「温かいのはわかってるわよ。んもうっ、本当に鈍感なんだから……」

　チラチラと僕の手袋を窺うかがった後で、愛火は名案を思いついたみたいに小さく手を叩たたいた。

「由ゆう吾ごの手袋貸してくんない？　右手だけでいいからさ」

　右手の手袋を外して、幼なじみに渡してやる。

「わ、おっきい。ぶっかぶか。グローブみたい」

　僕の手袋をはめて、グーパーを繰り返す愛火。

「僕でもちょい大きめだからな。愛火にはデカすぎるだろ」

　某ネズミキャラみたいに、幼なじみの手が大きくなって見える。

「でも、すっごく温かいね」

「おかげで僕の手が寒いよ」

　軽口で返すと、愛火はコホンコホンと咳せき払ばらいをした。

「あ、あたしもまだ左手が寒いんだけどな～？」

　躊躇ためらいがちにそう言って、愛火は僕の隣に近づいてきた。

「ゆ、由吾の右手が寒いならあたしが温めてあげても……いいけど？」

　……あー、なるほど。

　色恋沙汰に疎うとい僕でも、愛火がなにを言わんとしているのか理解できた。

「手袋してなかった理由は、それか？」

「……無理なくスムーズな展開ってのをあたしなりに追求した結果が、これだったの」

　無理なくスムーズに――僕と手を繋つなぎたくて寒い思いをしてたのか、コイツは。

「せっかく恋人同士になったんだもん。手を繋つないで登校したかったんだよ。なかなか言い出せなかったけど……」

　言われて、気付いた。

　ウチの学校のカップルたちも、登下校中に手を繋いでるな。

　手を繋ぐってのは、恋人同士の定番のいちゃいちゃ行為なのだ。

　横目で幼なじみの手を見やった。僕の右手の近くで、左手の指先をもにもにさせてる。小さくて可愛かわいい手だ。

　……ううむ。手を繋いで歩くなんて、すごく照れくさいな。

「由ゆう吾ごがイヤなら別に繋がなくてもいいよ。あ、あたしだって、それほど繋ぎたいわけじゃないし……」

「イヤじゃねえよ。……ただちょっと緊張してるだけだ」

　愛まな火びの左手へと、僕の右手を近づけた。

　だが、その手を握ることができない。指先が強こわばって思うように動かなかった。

　どんだけ緊張してるんだ、僕は。

「なあ、愛火。二人で一緒に、せーので握り合わないか？」

「わ、わかったよ」

「「――せーのっ！」」

　二人で小さく気合いを入れて――そっ。

　お互いに指先をちょこっと引っかけた。

「繋いじゃった。……ドキドキしちゃうね」

「ああ。心臓がバクバクいってるよ……」

　躊躇ためらいながら、愛火の指先を僕の指で包む。

　幼なじみの手はとても小さかった。握りしめたら壊れてしまいそうだ。

「愛火の指、氷みたいだな。冷え切ってるじゃないか」

「由吾の手、あったかい。いっぱい体温を奪っちゃお」

　愛火も僕の手をぎゅっと握り返してくる。

　コイツと手を繋ぐのは初めてじゃない。

　子どもの頃、一緒に夏祭りに行ったときなんかは人混みで迷子にならないように手を繋ぎ合っていた。

　あのときはこんなにドキドキしなかったと思うんだけどな……。

　一年近く通い続けた通学路を二人で手を繋いで歩いていく。

　見慣れたはずの景色も、いつもと違って見えた。冬枯れた風景が妙に新鮮だ。さっきまで凍えるほどに寒かったのに、寒さも和らいで感じた。

　僕たちを追い越すように、チャリ通の生徒が通り過ぎていく。

「手を繋つないでるとこ、見られちゃったね」

　真っ赤な顔で、愛まな火びははにかむ。

「恥ずかしいけど、嬉うれしいかも」

　照れくさそうな幼なじみの笑顔は、とてもキュートで。僕の心臓はさらに高鳴ってしまう。

　と――もぎゅっ、もぎゅっ。

　僕に呼びかけるように、愛火は繋ぎあった手に二度ほど力を込めてきた。

「ん？　どした？」

「手の繋ぎ方、変えていいかな？」

「他に繋ぎ方なんてあるのか？」

　愛火は僕の指に指を絡ませてきた。お互いの手を組み合わせる。

　幼なじみの小さな手のひらが、僕の手にくっついた。

「部活の友だちに聞いたの。恋人同士って、こんな風に手を繋ぐらしいんだよ」

　ラクロス部と言えば我が校の綺き麗れいどころが勢せい揃ぞろいしている部活として有名だ。

　よもやそんな美少女たちが恋愛の情報交換をしてるとは。クラスの野郎どもが知ったら、その情報だけで色めき立ちそうだな。

「これって『恋人繋ぎ』って繋ぎ方なんだって」

「へえ、初めて聞いたよ」

　ちょっぴり得意げに小鼻を膨らませて、愛火は続ける。

「由ゆう吾ごと違って、あたしは研究に余念がないからね。それじゃ、これも知らないでしょ？」

　手を繋ぎあったまま、愛火はその手を僕のコートのポケットに入れた。

　二人の手がポケットの中で繋ぎ合わされる。

「冬の日限定の必殺技『イン・ザ・ぽっけ』よ。こうしていれば手の甲も冷たくならないのだ！」

「『のだ！』じゃねえよ。確かに温かいんだが……これって、その……かなり照れくさくないか？」

『恋人繋ぎ』＆『イン・ザ・ぽっけ』のダブルの効果により、僕たちの手のひらはぴったりと密着していた。

　指同士も絡め合ってるから、幼なじみの小さな手の感触を如実に感じることになる。

　愛火も僕と同じ気持ちだったようだ。ほんのちょっぴり声をうわずらせて。

「そ、そうね。温かいというより、熱くなってきちゃうかも」

「離したかったら、いつでも手を離していいぞ」

「それは……お断りよっ」

　ぷいっと顔を背けて、幼なじみは小声で呟つぶやいた。

「ようやく夢が叶かなったんだもん。そう簡単に手を離すわけにはいかないよ」

「手を繋つないで登校することが、夢だったのか？」

「……ん」

　幼なじみの表情は幸せそうに蕩とろけていた。

　僕と手を繋げたことが、幸せで堪たまらないみたいに。

「恋人同士として、初めて手を繋げたね……」

　まったく……。手を繋いだぐらいで、なんでそんなに嬉うれしそうな顔ができるんだよ……。

　呆あきれながら、僕は視線を背けた。

　首に巻いたマフラーを口元まで引き上げる。

　寒かったからじゃない。幼なじみの幸せそうな笑顔が、あまりにも可愛かわいくて。

　赤く染まってしまった顔を隠したかったのだ。



　　　×××



　再び、ラブラボ。

　対面のソファに座っていたはずの獅し堂どうが、気付けば僕の隣に移ってきていた。

「それで？　それからどうしたの？　早く教えてちょうだい！」

















　身を乗り出して、僕の顔を覗のぞき込こんでくる。

「うおっ、すごい食いつき方だな!?」

「実体験が聞けるチャンスなんて、めったにないもの。さあ、続きを話しなさい」

「続きって言われても……学校の近くまで愛まな火びと手を繋つないで歩いていって、」

「ふむふむ」

「人が増えてきたから手を離して、」

「ふむふむふむふむ」

「おしまい」

「……え？　おしまい？　むしろ、そこからが本番でしょう？」

「いや、終わりだよ」

「私はね、沢さ渡わたりくん。クラスの男子生徒がたまに発する『かーらーのー！』という前フリが大嫌いなの」

　クラスメイトの中でも、リア充グループに属してるヤツが言ってるな、それ。

「自分では面白いことが言えないのを棚に上げて、他人にボケを要求して悦に浸ひたる――そういう小こ狡ずるい言葉よ。思考停止の典型例だわ。しかし、ここはあえて言わせてもらいましょう。手を繋いで、かーらーのー!?」

「だから、なんもないよ」

「そのままいかがわしい施設にしけ込んだに違いないと思ったのに……」

「そんなことするわけないだろ!?」

「手を繋ぐというのは、男女交際の進展度を示すＡＢＣという三段階評価において、Ｂ判定に相当するものでしょう？」

　ＡＢＣて。今どき、そんな言い方をするヤツいないだろ。

　確か、Ａがキスで、Ｂが身体からだに触ることで、Ｃが――まあ、いいか。

「手とはいえ異性の身体に触れたのだから、次はもうＣに突入するしかないでしょう？　それとも沢渡くんはインなんとかポテンツなのかしら？」

「それ、一文字たりとも隠れてないからな！」

「インなんとかポであることは認めるのね？」

「認めたわけじゃない。その点に関しては男として断固否定させてもらう」

「では、あくまでも自分はギンギンだと主張するのね？　いえ、主張というより怒張――」

「ストップ！　あんまり直球すぎる発言は控えてくれ。……なにを期待しているのかわからんが、手を繋ぐってのはもっとプラトニックなものだろ。親愛の情を示してるっつーか。スキンシップの一種だな」

「ピュアな恋愛のことを『プラトニック・ラブ』と言うけれど、語源となっている哲学者のプラトンは同性愛者で、なおかつ小児性愛者だったそうよ。沢渡くんと同じ性癖の持ち主だったようね」

「嫌すぎる豆知識を披露しつつ、僕を変態扱いするんじゃない！」

　ゲンナリとする僕の隣で獅し堂どうも気が抜けたようにソファにもたれかかった。露骨にがっかりした雰囲気だ。ぬるくなった紅茶をまずそうにすする。

「せっかく実体験が聞けると思ったのに。つまらないわ……」

　僕と愛まな火びがエロいことをするなんて想像もつかない。だから、そっち方面の期待をされても困るんだけどな……。

「性的な接触でないとしたら手を繋つなぎ合う意味なんてわからない。……手以外の部分ならば繋ぎ合わせるメリットがあると思うのだけれど」

「手以外？」

「例えば、沢さ渡わたりくんと私の粘膜部分を繋ぎ合わせるとか」

「また下ネタか！」

「粘膜と言われたら性器しか思い浮かばないなんて、沢渡くんは本当に卑ひ猥わいね」

「繋ぐことができる人体の粘膜なんて、他にねえだろ……！」

「あるじゃない。たとえば、唇とかね」

　獅堂はちょっぴり薄めの唇を人差し指でなぞる。

「…………」

　いろいろと思い出しちゃうから、そういうこと言わないで欲しい。

「しかし、手を繋ぎたがるというのは意味不明よ。なんのメリットがあるの？　『二人の手のシワとシワが合わさって、私たちは幸せでーす』というダジャレでのアピールかしら？　それぐらいしか可能性は考えられないわね」

「むしろ、その可能性が一番ないだろ」

「だったら、なんのために繋ぐの？　手なんか繋いだら歩きづらいじゃない。何者かに攻められても咄とつ嗟さに対処できないわ」

「何者かに突然攻撃される事態なんて、めったにねえけどな」

　やれやれとため息を吐きつつ、僕は提案をした。

「恋人同士が手を繋ぎたがる理由なんて、僕にもわからないよ。でも、手を繋ぐってのは恋人たちが行う初歩的ないちゃいちゃだってのは間違いないと思う。今日のいちゃいちゃ――テーマは『手を繋ぐ』ってことで試してみようぜ」

「まあ、いいでしょう。試してあげるわ」

　隣に座っている獅堂が、僕に向かって左手を広げて。

「沢渡くん。――お手」

「獅堂。おまえはある種の天才だと思うよ。たった一言で、こんなにも手を繋ぎたくない雰囲気を作り出すなんて。いやはや凄すさまじい才能だ」

「そんなに褒められても困るわ。あなたに相応ふさわしい言葉を選んだだけなのに」

「褒めてねえよ！　というか、僕に相応しいってどういう意味だ！」

　文句を言いつつ、右手を伸ばして獅し堂どうの指先を軽く握る。

　――ぎゅっ。

　彼女の指はしなやかで、ひんやりと冷たかった。

「手を繋つないだ気分はどうだ？　少しはドキドキできそうか？」

「……男の子と触れあっているという事実だけで、私の心拍数は増加するわ。でも、それだけね。手を繋いでいるからといって、特別なロマンティックさだとか、トキメキだとか、そういった感情は発生していない。積極的に手を繋ぎたがる理由は見あたらないわ」

「まあ、僕たちは好きあっているわけじゃないからな。医者が患者の手をとって触診したようなもんだし。……じゃ、次は『恋人繋ぎ』とやらを試してみるか」

　僕の右手と獅堂の左手。お互いの指が交互になるように組み合わせた。

「これが、恋人繋ぎなのね」

　ガラス玉みたいな表情のない瞳で獅堂は繋ぎあった手を見下ろす。

「どうして、そんな風に呼ぶのかしら？」

「さあ？　名前の由来まではわからないよ。……考えてみるに、恋人以外の関係では、この繋ぎ方をしないからじゃないか？　たとえば、親子とか」

「確かにそうね。子どもと手を繋ぐときは、こんな風に指を組み合わせたりしないわ」

「学校内で他人と手を繋ぐシチュエーション――フォークダンスだとか男子の組体操だとか。そういう場合も、恋人繋ぎにはしないよな」

　前者は手を添えるだけ。後者は手首を握り合う。

「恋人同士が手を繋いで歩くという行為でのみ発生するのね、この繋ぎ方は」

「たぶんな」

　獅堂は繋ぎあった手を持ち上げて、小鳥のように首を傾かしげた。

「ねえ、沢さ渡わたりくん。あなたは私と恋人繋ぎをして、どんな気分かしら？」

「そりゃあまあ……多少はドキドキしてるよ。女子と手を繋ぐ機会なんて、めったにないことだからな。しかも、恋人繋ぎをすると手のひらは密着するし、肩を寄せ合うことになるし」

「実に童貞らしい意見ね」

「うるせえよ」

「処女である私もあなたに同意するわ。心拍数がさらに高まっている。けれど、異性にパーソナルスペースを侵されていることによる動揺に近いわね。やはり恋のトキメキは感じられない」

「ついでに、必殺技『イン・ザ・ぽっけ』も試してみるか？」

「いいわ。やってみましょう」

「じゃあ、ポケットに手を突っ込んでみよう。コートは着てないから――」

　僕は自分の身体からだを見下ろした。冬服の制服に身を包んでいる。

「とりあえず、僕のジャケットのポケットでいいか？」

　すると、獅し堂どうはフンと鼻を鳴らした。

「そんなことだから、あなたは『若年寄』なんてあだ名で呼ばれるのよ」

「一度だって呼ばれたことねえぞ！　勝手にあだ名をねつ造するな！」

「見た目が大人びているからといって、若者らしいアグレッシブさを失ってしまってはいけないわ。ジャケットなんてつまらない。別のポケットにしましょう」

「そりゃまあ構わんが……他のポケットってどこに入れるんだよ？」

　制服についてるポケットっていったら、ジャケットの左右、胸ポケットと内ポケット。それから、スラックスの左右についてるポケットぐらいか。

　獅堂は無表情のまま、提案をしてくる。

「ズボンの真ん中のポケットはどうかしら？」

「真ん中？　そんなところにポケットなんて――って、これはポケットじゃねえよ！　チャックはついてるけども！」

「そのチャックの奥に、沢さ渡わたりくんのポケットモンス○ーが潜んでいるんでしょう？」

　アメリカではそんな風に呼ぶらしいですね。その部分のことを。

「卑ひ猥わいな言い方をするな！　ここに手を入れるなんて絶対ダメ。他のポケットにしてくれ」

「あら、残念」

　さして残念でもなさそうにそう言って、獅堂はもう片方の手で黒髪を払った。

「それでは……私のスカートのポケットではどうかしら？」

「スカートのポケット……？」

　レオ高の女子の冬服は、ブレザーとフレアスカートだ。

「そもそも制服のスカートってポケットがついてんのか？」

　獅堂はスカートの裾すそを摘んだ。スカートからは黒いニーソックスに包まれた綺き麗れいな脚が伸びている。

「ついているわ。スカートのヒダに隠すように片側だけ」

「へえ、ポケットは一つだけなのか。初めて知った」

「あなたは無知なのね、そんなことも知らないなんて」

「女子の制服の構造を熟知してる男子高校生なんて嫌すぎるだろう」

「では、私のスカートのポケットの中で手を繋つないでみましょう」

「いやいや、ちょっと待てよ！　僕は同意はしてないぞ！　おいこら!?」

　止める前に、獅堂はスカートのポケットに繋いだままの手を突っ込んでしまった。

　ソファに座ったまま、ポケットに手を入れたから手首がおかしな方向へと曲がってしまう。体勢的にかなりキツいな――って、問題はそこではなくて!!

　ポケットは、薄手の布地で作られてた小袋がスカートの内側に吊つり下げられているような構造になっている。

　そんなところに手を突っ込めば！

　僕の手の甲が！

　獅し堂どうのふとももに！

　当たりまくってしまうわけで――!!

　とびきり柔らかくて、かつしなやかなふとももの感触に心拍数がかち上がってしまう。

「……スカートをまくり上げられるという妄想はしたことがあるけれど、スカートのポケットに手を入れられるというのは想像したことなかったわ。新感覚のプレイね」

「新しすぎるだろ！　たぶん、日本全国探してもこんなことした男子高校生はいないと思うぞ！」

「『沢さ渡わたりくんに、スカートに手を突っ込まれた』とお祖じ父いさまに報告しておくわ。そっと涙を拭いながら」

「やめてくれ！　『ポケット』って単語を省くだけで非常にいかがわしい感じになるから！」

「その後、『汚されちゃった……』と死んだ魚のような瞳で呟つぶやきながら、熱いシャワーを小一時間ほど浴び続けるわ」

「理事長先生に殺されちゃうよ！　退学じゃ済まない話になるだろ!?」

　ふとももに当たらないように、なんとか手を動かそうとした。

　だが、スカートのポケットは小さい。二人分の手を受け入れられるサイズじゃないんだ。動かす余地なんてなかった。

　無理して動かそうとすると――

「あっ、ダメよ、沢渡くん。あんまり手を動かしたらスカートがまくれ上がってしまうわ」

「す、すまん！」

「わざと？」

「違うって!!」

「……んっ」

「なんでヘンな声出してんだよ!?」

「ふとももに手が当たってこそばゆいのよ」

「す、すまん！」

「わざと？」

「断じて違います！　本当にごめんなさい！」

「…………」

「…………」

「……ところで、沢さ渡わたりくん」

「なんだよ」

　手を突っ込んだせいで大きく膨らんでいるスカートを、獅し堂どうはじっと見下ろして。

「あなたをからかってやろうと思って、スカートのポケットに手を入れようと提案したの。慌てふためく沢渡くんの姿が見られて、大変に愉快な気持ちになれたわ」

「そいつはよかったな。おかげさまで僕は最低の気分だ」

「でも、改めて考えてみるに……スカートのポケットに手を入れられるなんて、とても恥ずかしいわね」

　ポッと獅堂の頬ほおが仄ほのかにピンク色に染まる。

「い・ま・か・よ！　今さらそんなこと言うな！　やる前に気付いてくれ！」

「いえ、ふとももに手が触れるであろうことは想定していたわ。けれど、ポケット越しに、下着にまであなたの手が触れるということには気が回っていなくて」

「……？」

「あなたの手首が、さっきから私の下着のサイドに触れているわ」

　言われてみると、ふとももとは微妙に違う布地の感触がある。レースのようなヒラヒラ感が僕の手首に――。

　獅堂の顔が薄紅色から朱色に変わる。

「沢渡くんをからかうためとは言え、大それたことをしたと反省しています」

　僕の背中に冷や汗が伝った。心臓はバクバク。繋つなぎ合ってる手にもヘンな汗をかいてしまう。

「もうやめよう。ポケットから手を出すぞ」

「そうね。それがいいわ」

　スカートがまくれないように気をつけながら、手を引っこ抜こうとした。

「あ、あれ!?　おかしいな？」



　手が、抜けなくなっていた――……。



　狭いポケットに無む理り矢や理りに二人分の手をつっこんだせいだ。

　引っ張り出そうとしてもスカートが引っかかってしまう。

「あ、ダメよ！　あんまり引っ張ってはスカートが脱げてしまうわ！」

「じゃあ、どうしたらいいんだよ!?　びくともしないぞ、これ！」

「ところで、沢渡くん」

「今度はなんだ!?」

「トイレに行きたくなったわ」

「今は我慢してえええ!?」

　結局、六む連つれくんを呼んで助けてもらうまで、僕たちはたっぷり一〇分ほど『イン・ザ・ぽっけ』の恐怖を味わうこととなったのである。アホか。



　午後六時過ぎ。生管棟。隠し階段。

『今日のいちゃいちゃ』を終えた僕と獅し堂どうは、一緒に恋愛心理研究会の部室を出た。

　明かり取りの窓の向こうは、もう真っ暗だ。完全下校時刻である午後七時も近いから部活動に勤いそしむ生徒たちも帰宅の準備をはじめていることだろう。

　階段を下りながら、獅堂が口を開く。

「大変な目に遭ったわね」

「頼むから、もう二度と僕をからかうために無む茶ちやはしないでくれ」

「……それは約束しかねるわ。あなたの落ち着き払った雰囲気が気にくわないの」

「だからって、自爆してりゃ世話ないだろ……」

　そんなことを喋しやべりながら二人で並んで階段を下っていく。

　と、頭上でチカチカと光が明滅した。蛍光灯が切れかかっているらしい。

　ふぅと小さく息を吐いて、今日のまとめをするみたいに獅堂は口を開いた。

「『手を繋つなぐ』という行為の意味は最後までわからなかった。恋のトキメキは感じられなかったわね。けれど……退屈せずには済んだわ。それだけが救いよ」

　幾度か明滅して、蛍光灯が切れてしまう。

　下の階の踊り場にも明かりがついているから真っ暗闇ということはないけれど、辺りが薄暗くなってしまった。階段の段差がうまく見えないな。

「獅堂の暇つぶしに貢献できて光栄だよ。次はぜひ治療に役立ちたいもんだ」

　肩を竦すくめつつ――僕は獅堂の手を握った。

　ぴくんとクラスメイトが身体からだを震わせる。

「な、なにかしら？」

「足下暗いから。つかまってろ」

　獅堂の手を引いて階段を下りていく。

　彼女が転ばないように一段ずつ。

「……なるほど。これならば理解が可能ね」

「ん？」

「いいえ、なんでもないわ。私が転ばないようにしっかりと手を繋いでいなさい」

　獅堂はそっと僕の手を握り返してくるのだった。










　　　六む連つれ晶あきら





　翌日の放課後のこと。

　ラブラボへ向かったのだが部屋には誰だれもいなかった。ソファとテーブルしかない広間は、がらんとしている。僕より先に獅し堂どうは教室を出たはずだ。てっきり先について待ってると思ったんだが……どこかに寄ってるんだろうか？

　首を捻ひねりつつもソファに腰掛ける。

「来たね、沢さ渡わたり由ゆう吾ごくん」

　僕を待ちかまえていたかのように、キッチンへと続くドアから執事服に身を包んだ六連晶が姿を現した。銀色のお盆にお茶を載せている。

　これまで僕はずっと六連くんのことを男子生徒だと思ってた。一緒に体育の授業受けてたしな。だが、女の子だと明かされてからは、女子にしか見えないのは不思議なもんだ。

　ちっこくて可愛かわいらしい男装の美少女。ただ、目付きだけがやたらと鋭かった。手負いの獣みたいなヤサグレた瞳で僕を睨にらみ付つけてくる。

「よ、よお、六連くん」

　視線の鋭さに気け圧おされながらも、僕は軽く手を挙げた。

「生管棟に来る途中で隕いん石せきにでも当たって砕くだけ散ればよかったのに」

「そんなスペクタクルな死に方はお断りだ！」

　いきなりひどい言葉を投げかけられた。なぜだかわからないが、僕は六連くんに嫌われている模様。

「飲みたまえ」

　がしゃんと激しい音を立てて、僕の目の前にティーカップを置く。獅堂と一緒にいるとき、六連くんがそんな粗相をしているのを見たことがない。たぶん、わざとやってるな。

　紅茶からは芳かぐわしい香りが漂っていた。紅茶を嗜たしなむ趣味なんて僕にはないんだが、六連くんの紅茶は美味しいと思う。

　……ただ、剣けん呑のんな瞳で睨まれてると果てしなく飲みづらい。

　躊躇ためらっている僕に気付いた六連くんは、銀色のお盆を小脇に抱えて吐き捨てた。

「心配しなくてもいい。毒は混入していない。下剤ぐらいは入れてやろうかと思ったけれど、やめておいた。安心して飲むがいいよ」

「そんなこと考えてたのか！　ますます飲みづれえよ！」

　だがまあ、せっかく煎れてくれた紅茶が冷めてしまったら申し訳ない。

　……ええい、ままよ！

　意を決して一口すする。……やはりうまい。

　湯気と一緒に安あん堵どの息を吐き出しつつ、ソーサーにカップを戻した。

「んで、今日は獅し堂どうは？」

「吹雪ふぶきさまはもうお屋敷に帰られた。海外に行ってらっしゃった寒かん一いち郎ろうさまがお戻りになられたのだ」

　寒一郎さまってのは、獅し子し神がみグループの総帥にして我が校の理事長先生だ。

「へえ、お祖じ父いさんと会ってるのか。それじゃ、ラブラボに来たのは無駄足だったな。それならそうと教えてくれりゃいいのに」

「ぼくから吹雪さまにお願いしたんだ。きみに話があるから、ラブラボをお借りしたいとね。寛大なる吹雪さまは快く応じてくれたよ。『沢さ渡わたりくんと性行為をしたら、詳細に報告なさい』というお言葉と一緒に」

「なんつーか、獅堂らしい大変心温まるお言葉だな……。まあ、いいや。話があるなら聞くぜ。おまえもソファに座れよ。立ち話もなんだし」

「いや、立ったままでいい。使用人であるぼくがご主人さまのソファに座るなど許されることではないからね」

　執事さんとしての矜きよう恃じがあるようだ。

　……仕方ない。僕も六む連つれくんの前に立った。

「きみまで立つことはないだろう」

「女の子を立たせたまま僕だけソファに座ってるなんて居心地が悪いだろ」

「…………。いちいち女扱いしないでくれ。ぼくは男子生徒として学校に通っているんだ」

「女の子だって知っちゃった以上は男扱いもできないって。で、話ってなんだ？」

　六連くんは細っこい肩を竦すくめた。

「沢渡由ゆう吾ご――きみについて調査させてもらった」

「僕について調べた？」

「吹雪さまの治ち療りよう者しやになると決まった段階で、獅堂家によってきみの身辺は徹底的に調べ上げられている」

　獅堂家は超がつく大金持ち。そこの跡取り娘に近づく男の身辺調査をするのは、当然と言えば当然か。あまり良い気分はしないが。

「それとは別に、学校でのきみをぼくなりに調べさせてもらったんだ。ぼくが男子生徒として学校に潜入しているのは、吹雪さまに悪い虫がつかないよう監視するためだからね。不届きな輩が近づいたなら徹底的に排除する」

　男子の動向を窺うかがうには男子生徒の方が都合がいいんだろう。

「世話係だけじゃなく護衛役も兼ねてるってことか」

　コクリと六連くんは頷うなずく。

　そこで、ふと気になって尋ねてみた。

「どうしておまえは隣のクラスなんだ？　獅し堂どう家の権力を使えば同じクラスになるぐらい簡単だろ？」

「中等部まではずっと同じクラスでお世話をさせて頂いていたよ。けれど、高等部からは隣のクラスになったんだ。吹雪ふぶきさまの自立心を養うためだと寒かん一いち郎ろうさまは仰おつしやられていた」

「はあ……」と気の抜けた返事をすることしかできない。

　そこで、六む連つれくんはあからさまな舌打ちをした。

「ぼくなりに調べた結果――きみの悪い噂うわさは聞かなかった。生徒たちの評判はおおむね良好なようだ。きみの素行が悪かったなら排除するための口実になったのに……実に残念だ。死ね」

「物騒な単語が語尾についてるって！」

「つい口が滑って本音がこぼれ出てしまったんだ。臓物をぶちまけて野垂れろ」

「『野垂れろ』なんて動詞初めて聞いたぞ！　どうして僕をそんなに敵視するんだ!?」

　六連くんの袖口からなにかが飛び出した。

　テレビのリモコンみたいなサイズの黒い物体が僕の鼻先に突きつけられる。

　先端には銀色に光る電極。

　――バチッ!!

　僕の目の前で激しい火花が飛んだ。

　これって確かスタンガンとか言うヤツだよな。

「そ、そんな物騒なもん振り回すなよ。危ないだろ……」

「…………」

　六連くんはスタンガンを突きつけ僕を睨にらみ続けている。

　どうしてこんなに怒ってんだ、コイツは。

「あ、ひょっとして……女の子なのに六連くんって呼んでるのがいけなかったのか？　呼び方を変えるよ。六連さんがいいか？　晶あきらちゃんってのは……ちょっと馴なれ馴なれしいか。ウチのクラスの連中を呼ぶみたいに名字を呼び捨てにした方がいいかな」

「……これまで通り『六連くん』で構わないよ。そんなことを怒ってるわけではない」

「それじゃ……ああ、そうか。体育の授業では、僕たちはペアを組んでたよな。女の子だって気付かずにストレッチのときに身体からだに触っちゃってたよ。すまん。謝らせてもらおう。これからは気をつける」

「そのことを怒っているわけでもない！　いちいち女扱いはするな！」

　――バチッッッ!!

　スタンガンが再び激しい火花を散らした。顔のすぐ近くで電撃が迸ほとばしるのはかなり怖い。

「それじゃなにに怒ってるんだ……？」

「……きみみたいなつまらない男が吹雪さまの治ち療りよう者しやに決まったのが許せないんだ」

　頬ほおを引きつらせて六む連つれくんは歯は噛がみする。

「幼い頃からずっと吹雪ふぶきさまにお仕えしてきたぼくこそが治ち療りよう者しやに相応ふさわしいのに……！　くたばれ！　目を噛んで死ね！」

「おまえは獅し堂どうの治療者になりたかったのか……？」

　執事としてご主人さまの健康を祈っているのかと思ったら――違った。

「そうとも。ぼくは愛する吹雪さまの治療者になれる日を夢見ていたんだよ」

「……え？　愛する吹雪さま？　執事としてご主人さまを敬愛してるってことか？」

「敬愛なんてレベルじゃない。吹雪さまを心の底からお慕い申し上げている。使用人としてあるまじき行為だとはわかっているさ。でも、ぼくは吹雪さまが愛いとおしくて仕方がないんだっ!!」

「……えーっと。おまえは女の子なんだよな？」

「だから、どうしたんだい？」

「つまり、平たく言うと、レズビ――」

　――バチッッッッッッ!!

　青白い電撃が目の前でスパークした。マジで危ねえから!!

「ぼくの滾たぎる想おもいは性別なんて超越している。確かにぼくは女だが、一人の人間として吹雪さまを愛しているんだよ！」

















　六む連つれくんは夢見るように遠い目をした。

「はあ、吹雪ふぶきさまはお美しい。爪の先から髪の毛の一筋に至いたるまで、なにもかもが完璧だ。ああ、吹雪さま美しいよ！　ぎゅっとしたい！　ぺろぺろしたい！　くんかくんかしたい！　きみもそう思うだろう!?」

「そのテンションで僕にパスされても困るけど……。まあ、綺き麗れいだとは思うよ」

「そう！　吹雪さまは美の女神の化身といっても過言ではないほどの美しさなんだ！　特にお美しいのは、あのお御足。吹雪さまの足で踏んづけてもらえるのなら、ぼくは悪魔にでも魂を売ろう……！」

　うっとりと瞳を潤ませて暑苦しく力説する六連くん。

「いや、ちょっと待て。……おまえは獅し堂どうに踏んづけてもらいたいのか？」

「そうとも。吹雪さまに踏まれるなんて、最高のご褒美だよ。ピンヒールでグリグリして頂けたら、もはやこの世に未練はない」

　華きや奢しやな肩を両手で抱いて息を荒らげる。

「踏まれるだけじゃなくて乗馬ムチのようなもので叩たたいて頂くのもいいね。ロープで縛り上げてくださればなおよしだよ」

「『なおよし』じゃねえよ。全然よくないだろ！　おまえは変態か！」

　――バチッ!!

「痛いてえ!?　なにすんだよ!?」

　コイツ、僕のふとももにスタンガンを当てやがった!!

「失礼なことを言うからだよ。ぼくは変態ではない。ただちょっぴり、吹雪さまに虐げられるのが好きなだけだ」

　……それを世の中では『変態』と呼ぶんじゃなかろうか。

　再び、六連くんは僕を射殺そうとするかのような眼まな差ざしを向けて。

「治ち療りよう者しやとしていちゃいちゃできるきみが、ぼくは『うらめやましい』んだよ！」

「うらめやましい？」

「羨ましくて、恨めしいという意味だ。治療の一環として吹雪さまにイジメて頂けるなんて……想像するだけできみが妬ましい。嫉妬で人が殺せるとしたら、沢さ渡わたりくんは一〇〇回は死んでるはずだ。ていうか、死ね！　今すぐ死ね！　死ねなう！」

「死ねなう、て」

　呆あつ気けにとられて、ツッコミもままならなかった。

　つまり、六連くんは――『男装執事少女』で『百ゆ合り属性』で『イジメられるのが好き』という超ド級にアレげな女の子だったのか……。

「……沢渡由ゆう吾ごくん。きみは吹雪さまが選んだ治療者だ。残念ながら使用人であるぼくもきみのことを認めざるを得ない。だけど、覚えておきたまえよ。なにか悪さをしたときは、容赦なく沢さ渡わたりくんを排除するからね」

　大きく息を吐いた六む連つれくんは、スタンガンを袖に引っ込めた。テーブルの上に載ったティーセットを片付け始める。

「話は以上だよ。今日は帰っていい。できることなら土に還ってくれ」

「……ああ、それじゃあな」

　戸惑いながらも僕はソファの傍らに置いてあったカバンを手にした。

　カミングアウトの強烈さに、軽い幻惑感のようなものを感じつつ出口へと向かう。

　と、背中に声が飛んできた。

「あ、そうそう。これからも体育のときは、ぼくとペアを組んでくれたまえよ。沢渡くんに触れられるなんて虫むし酸ずが走るが、ぼくには友だちがいないからね。これまで通り頼む」

「……お、おう」

　ストレッチのときとか、不用意に身体からだに触っちゃったりしないよう気をつけなきゃ……。

　そう思った僕の心を読んだみたいに、六連くんが口を開いた。

「沢渡くん。準備体操で前屈をするとき、きみはずいぶんと手心を加えてぼくの背中を押しているね。ぼくの身体が華きや奢しやだから手加減しているつもりなのだろう。だが、その配慮は不要だよ。今後は全力で背中を押してくれたまえ」

「いや、そんなことしたら股関節が痛いだろ？」

　男装の美少女が、きりっとした表情で答えた。

「構わないよ。ぼくは痛いのが嫌いじゃないからね。恋敵に痛めつけられる屈辱感もそれはそれでなおよしだよ」

「なおよし、じゃねえよ……」

　絶句。

　明日も確か体育の授業があるけど、サボっちゃおうかなあ……なんて、そんなことをつい考えてしまう僕なのだった。










　　　服装の乱れで、心が乱れ





「ハァ……ハァ……」

　とある放課後のラブラボ。

　ソファに座っている僕は、隣に腰掛けている獅し堂どう吹雪ふぶきの制服に手を伸ばしていた。

　緊張のあまり息が荒くなってしまう。喉が渇いてツバも飲み込めない。

　爆弾処理班のような慎重な手つきで、獅堂のシャツのボタンに触れた。

　制服のリボンは外されており、既にシャツのボタンも三つ目まで開けられている。

「あなたをからかうためとは言え、大それたことをしたと反省しているわ」

　頬ほおを染めた獅堂が、微かすかに声を震わせた。さすがの彼女も服をはだけているのは恥ずかしいようだ。

「あんまり見つめないでちょうだいね、沢さ渡わたりくん……」

　ちょっぴり胸を張るようにして、こちらに身体からだを向けてくる。大きく開いたシャツの胸元から白いレースの布地が垣かい間ま見みえた。

　クラスメイトのブラチラに僕の鼓動がさらに速くなる。心臓が爆発しそうだ。

「わかってる……。手早く済ませるからな……」

　小さく頷うなずき返し、僕は再び指先を動かした。

　額に脂汗が滲にじむ。口の中がカラカラで舌が喉に張り付いていた。

　緊張のあまり指先が震えるのを感じながら、ゆっくりとシャツのボタンを――……。



　恋人のいる僕が、どうして獅堂とこんなコトをしているのか。

　それを理解してもらうためには、『今日のいちゃいちゃ』の内容を知ってもらう必要があるだろう。



　　　×××



　獅し子し神がみ学がく園えんの女子の制服は、デザインが可愛かわいいことで有名だ。

　制服目当てでウチの高校を目指す女の子も多いと聞いたことがある。

　愛まな火びも初めて制服に袖を通したときは大はしゃぎで、何枚もキメポーズの写メを送りつけてきたほどだ。未いまだに僕のスマホの写真フォルダには入学式前夜の愛火の写真が大量に保存されてる。

　で。

　一方の男子の制服はというと――これといって特徴のないシンプルなデザインだ。

　校章の入ったブレザーにスラックス。白いシャツと学年ごとに色の違うネクタイ。

　凝ったデザインの女子制服に比べてちょっと手を抜きすぎじゃないかとツッコミたくもなるが……あんまり奇抜な制服で街を歩きたくもないので、これはこれでよかったと思っている。男子生徒からの評価もおおむね良好のようだ。

　なんで、こんなことを考えているのかと言えば――。

　三時限目と四時限目の休み時間のこと。

　教室移動するため、僕は化学の教科書と筆記用具を持って廊下に出た。

　すると、タイミングよく隣のＡ組から愛まな火びが出てきた。

　我が幼なじみは音楽の教科書を抱えて、クラスメイトとお喋しやべりしてる。音楽室へ向かうところなんだろう。

　校舎内で愛火に会うたびに、つくづく思う。

　ウチの学校の制服が愛火にはめちゃくちゃ似合っていた。特にチェック柄のミニスカートが元気のいいコイツにはハマっているのだ。

「あっ、由ゆう吾ご！　おいす～！」

　僕に気付くと愛火は満面の笑みを浮かべて、大きく手を振ってきた。

　……って、なにを僕は愛火に見み惚ほれてるんだ。

　気を取り直し、片手を上げて返事をする。

「おっす。そっちも教室移動か」

「そ。次は音楽。由吾はっと……うわあ、化学か。化学なんてつまんなくない？　そんな授業やめて、由吾もこっちのクラスに遊びに来なよ。あたしの美声を聞かせてあげるからさ」

「はは、そうしたいのは山々だけどな。できるわけないだろ、そんなこと」

「だーよーねー。仕方ないから、あたしの美声はカラオケで聞かせてあげることにしよう。また一緒に行こうね。由吾の歌も聴きたいな。なんだっけ、あの曲。サビが『ぼえっ』て歌詞のヤツ」

「そんな曲唄うたったことないよ！　なんで僕の歌声がジャイアソなんだ！」

「あはははは！　冗談だよ、由吾ってば意外と歌うまいもんね」

「意外とは余計だって」

　愛火は微妙にテンションが高かった。心なしか頬ほおが緩んでる。なにがそんなに嬉うれしいのか僕にはわからないけれど。

　と、愛火は僕の胸元を見つめて「あっ」と小さく声をあげた。

　隣に立っていたクラスメイトに謝る。

「聖きよ乃の、ごめんね。先に音楽室、行っててくんない？」

「にひひ、昼間からラブラブですのぅ。まぶしいぜ、まなっち。太たい陽よう拳けんの三倍ぐらいまぶしいぜ！」

　聖きよ乃のと呼ばれたふんわりと髪の長いクラスメイト（確か愛まな火びと同じラクロス部だったはずだ）は、グッと親指を立ててウインクした。

「頑張るんだよ。代返が必要だったらメールしてねん。ちゃんと避妊はするんだぞ？」

「ななな、なに言ってんの!?　そんなことしないし！」

「にひひひひ、照れなくてもいいんだよぅ。大好きな幼なじみとようやくカッポーになれたんだもんね。溜たまりにたまったラブパワーを爆発させちゃいなよ！　なにがあったか後でツイートするように！」

「呟つぶやくわけないでしょ、そんな恥ずかしいこと！」

「ほいじゃま、ごゆっくり～み～♪」

　ニマニマ笑いを浮かべた聖乃さんは、手を振りながら去っていった。

　ヘンな喋しやべり方かたのコだな……。

　呆あつ気けにとられつつ、僕は愛火に尋ねる。

「……彼女には付き合ってること教えてるのか」

「うん。聖乃にはいっつも恋愛相談してもらってたしね」

　赤くなってしまった顔を手で扇あおぎつつ、愛火は僕の腕を掴つかんだ。

「ま、いいや。由ゆう吾ご、ちょっとこっち来て！」

「おい、どこに行くんだよ？　第一校舎はそっちじゃねえだろ」

「いいから！　早く！」

　愛火に引っ張られ、廊下の端まで連れて行かれた。

　辺りを見回しつつ、階段の下のちょっと袋になっている場所へと連れ込まれる。

　掃除用具入れが設置されたその場所は校舎の端ということもあって人ひと気けがなかった。

「ここに立ってて！　大人しくしててね！　じっとしてなきゃダメだよ！」

　壁を背にするように僕を立たせ、幼なじみは僕と向かい合わせになった。

　愛火は僕のネクタイの結び目に手をかけて。

「ネクタイ、曲がってるから直してあげるね」

　ぎこちない手つきで僕のネクタイを直し始めた。

　ちょっぴり頬ほおを染め、愛火ははにかむ。

「昨日の登校中にね、部活のセンパイがカレシのネクタイを直してあげてるとこを見たのよ。なんていうか、その……し、新婚さんみたいで羨ましかったから、あたしもやってみたくなって……」

　自分のセリフに自分で照れてしまったのか、幼なじみの顔がますます赤くなる。

　嬉うれしはずかしって表情でネクタイの結び目をイジっていた。

「ちょっと緩めだね。きちんと締め直さなきゃ。由吾ってばダラしないんだから」

「キッチリ締めてるヤツの方が少ないだろ。……直すのは構わんよ。あんまりキツく締めすぎないでくれ」

「了解。任せといて！」

　威勢のいい返事をしたものの、愛まな火びの手つきはぎこちなかった。

　ネクタイを締めるのは、慣れるまでは結構難しい。今じゃ目をつぶっててもできるけど、入学したての頃は僕も毎朝四苦八苦してたからな。

「あれ？　あれれ？　こっちを引っ張れば締まるんじゃなかったかな……。ちゃんと練習したのに……」

「こんなこと、いちいち練習したのか」

「いつかカレシのネクタイを締め直してあげる日のために、ラクロス部のみんなで特訓したのよ。友だちが練習用のネクタイを部室に持ってきてね。お互いに結びっこしたの。そのときはうまくできたんだけどな……」

　眉をハの字にしつつ、愛火は僕のネクタイと悪戦苦闘を続ける。

　ネクタイを結ぶことに集中しすぎたのか、だんだんと僕の胸元へ顔が近づいてきた。

　すぐ目の前に愛火のつむじがある。フローラルなシャンプーの香りが僕の鼻を蠱惑的にくすぐった。

　近づきすぎているせいで、幼なじみの無駄に大きな膨らみが僕のみぞおち辺りに押し当てられている。ふにっと柔らかな感触を制服越しに感じてドギマギしてしまった。

　こ、このポーズは……まるで愛火に抱きつかれてるみたいじゃないか。

　…………。

　……。

　ヤバい。めっちゃドキドキしてる。

　鼻息が聞こえてしまわないように、僕は息を忍ばせた。耳の奥で鼓動がバクバクと大きな音を立て始める。

　幼なじみにくっつかれていたら、なんだか意識が遠くなってきた。

　自分でも気付かないうちに僕の両手が動き出す。

　愛火の肩へ向かって、ゆっくりと腕を持ち上げていく。

　幼なじみの両肩に僕の震える指先が触れそうになった――まさに、その瞬間。

「よしっ、できた！」

　愛火の元気な声が響いた。

　……うおっ!?

　僕は超高速で両手を降ろす。恐らく腕の速度は光を超えていたに違いない。

「ん？　どしたの？」

「ななな、なんでもないよ」

　おいおい、なにを考えてるんだよ、僕は。

　コイツを抱き寄せようとするなんて、どうかしてるぜ。

　焦る僕に気付かず、幼なじみはまだネクタイをイジっていた。

「う～ん、微妙に歪ゆがんじゃってる？」

　顎を引くようにして、僕は自分のネクタイを見下ろした。

　明らかに結び目がおかしいな。締め上げすぎてて首も苦しいし。

「ちょっと待って！　もう一度やり直すから！」

　愛まな火びがネクタイを解こうとしたとき、始業のチャイムが鳴り響いた。

「どうしよ！　授業はじまっちゃった！」

「このままでいいよ。ありがとうな、愛火！　教室移動するぞ！」

「うんっ！」

　僕たちは二人並んで廊下を駆け出した。

　化学室についても鼓動が激しく高鳴り続けていたのは――廊下をダッシュしたことだけが理由ではないと思う。



　　　×××



「服装の乱れは、心の乱れ」

　放課後。ラブラボにつくなり、ソファに座って文庫本を読んでいた獅し堂どうが僕に向かって口を開いた。

「この命題は『真』であると言える？」

「いきなり難しい質問をしてきたな」

　獅堂の隣に腰掛けると、僕の到着を見計らっていたかのように六む連つれくんが煎れたてのお茶を持ってきてくれた。

　音もなくティーカップをテーブルに置き、一礼をして去っていく。獅堂が一緒にいるときはお行儀のいい執事さんだ。

「ありがとう、六連くん」

　紅茶を一口すすった後で、獅堂の質問に答えた。

「その言葉はおおむね正しいんじゃないか？　身なりがしっかりしている人は中身もちゃんとしている気がするぞ」

「そうかしら？　一〇〇％そうだとは言い切れない気がするわ。手て練だれの詐欺師ほど、服装を整えているものでしょう？」

「……うーん、言われてみれば、確かにそうだな」

「悪の魔王的なキャラクターも妙に衣装にこだわっているわね。しかも、喋しやべる言葉は丁寧語」

「それは、わかる！　悪役のレベルが上がるほど言葉遣いが丁寧になるんだよな」

　乱暴なセリフ回しのキャラは、たいていの場合はやられ役の三下だ。大魔王は『ひゃっはー！　ぶっ殺してやる！』なんて言わない。

「外見的特徴がしっかりしているからって、中身がちゃんとしてるとは限らないな」

「服装の乱れは、心の乱れ――この命題は『偽』ね。では、次の命題は真と言えるかしら」

　紅茶を一口飲んで、獅し堂どうは続ける。

「服装のみだらは、心のみだら」

「考察するのもバカらしい！　オヤジギャグと大差ない発想だからな!?」

「私にとって、この命題は『真』よ。みだらな格好をしているときは間違いなく心もみだらだから」

「人のツッコミを聞いてねえし……」

　僕の反応を窺うかがうように唇の端に薄ら笑いを引っかけて。

「普段はパジャマで寝ているのだけれど、たまにスケスケのネグリジェを着用することがあるの。そういう場合は、いつも淫夢を見てしまうわ。服装がみだらだと頭の中までえっちな妄想でいっぱいになってしまうようね」

「…………」

「私の寝姿、想像した？」

「……してねえよ」

「ネグリジェを着るなんてウソ。でも、眠るときはパジャマを着るのは本当。ピンク色の可愛かわいらしいパジャマよ。お気に入りのウサギさんのぬいぐるみを抱っこして寝んねするの」

「…………」

「私の寝姿、想像した？」

「……し、してねえって」

　獅堂は無表情のまま唇の端を曲げて嗤わらっている。ピンクのパジャマでおやすみするってのも、たぶん僕をからかうためのウソだろう。うっかりウサギさんを抱きしめて眠る獅堂を想像しちゃうから、そういう戯言たわごとは勘弁して欲しいぜ。

　熱めの紅茶を一息に飲み干して、僕は話題を逸そらしに掛かった。

「それにしても……どうして突然、そんな話題を振ってきたんだ？」

　すると、獅堂は自分の制服のリボンを指さした。首に注目しろというジェスチャーだ。

「沢さ渡わたりくん。ネクタイの結び目がおかしいわ。四時限目からずっとヘンだったわね。隣の席から見ていて気になって仕方がなかったの」

「ああ、これか。そんなにヘンか？」

「ええ、とっても。私は服装が乱れている生徒があまり好きではないわ。とてもだらしないでしょう？」

　我が校の女生徒は誰だれもがスカート丈を詰めて短くしてる。愛まな火びもかなり短めだ。

　でも、獅し堂どうのスカートは校則通りの長さだった。かといって、野や暮ぼったい感じはない。むしろ、彼女にあつらえたように制服が似合ってる。

「仕方ない。直すか」

　僕はネクタイを緩めて結び直そうとした。

「……結び目がおかしいことに気付いていたの？」

「ん。まあな」

　休み時間の出来事――愛火にネクタイを直してもらったことを話してやった。

「……呆あきれたわ。飛鳥あすか井いさんに結び直してもらった記念に、あえて結び目をそのままにしていたのね」

「恥ずかしい言い方をしないでくれ。別に、そんなつもりはねえよ」

「デートに行った想おもい出に、映画の半券を宝物としてとっておくような類のセンチメンタリズムでしょう？」

「違うって！　勘違いするな！」

　せっかく結んでもらったのに自分ですぐさまやり直すのは、アイツの厚意が無駄になる気がした。だから、しばらくそのままにしておいたら、直すのを忘れてしまっただけだ。

「言い訳しなくてもいいのよ。沢さ渡わたりくんって、想像以上に飛鳥井さんのことが好きなのね」

「…………」

　反論はできなかった。愛火のことは……まあ、好きだしな。

「その調子で飛鳥井さんといちゃいちゃしてちょうだい。あなたがいちゃいちゃのエキスパートになってくれた方が治療が捗はかどるわ。それに、カノジョと愛し合っているほど私のドキドキも増すと思うの……」

　獅堂は僕のすぐそばに腰掛け直した。首元に手を伸ばしてくる。ネクタイにそっと手を触れた。

「浮気をしているみたいで、ちょっと燃えるわ」

「そういうこと言うなよ。ただでさえ僕は罪悪感を感じてるんだからさ」

「禁忌を犯すことこそが、エロチシズムの源泉だとバタイユも言っているわよ？」

　ネクタイを握って、ゆっくりと引っ張る。

「……っ！」

　思わず、息を呑んだ。獅堂にキスをされたときと似たような体勢。

　あのときもネクタイを引っ張られて、顔を引き寄せられたのだ。

　薄紅色の唇が熱い吐息を漏らす。

「飛鳥井さんとは、もうキスをした？」

「……まだだ」

「二度目のキスも、私が頂いてしまおうかしら」

　獅し堂どうの唇が僕の唇に近づいてくる。

　吐息が掛かりそうな距離でクラスメイトは唇を開いた。

「……なんてね。あなたたちの恋路を邪魔するつもりはないわ。治ち療りよう者しやとして今後も心のこもらないいちゃいちゃを続けてくれれば、それでいい」

「悪い冗談はやめてくれ。ヘンな汗をかいたよ……」

「ごめんなさい。今日は少し、発作が起こりそうな感じだったから」

　妙に積極的だったのは、それが理由だったのか。

　獅堂はネクタイを離そうとしなかった。結び目へと手を伸ばしてくる。

「って、いつまでネクタイを掴つかんでるんだ」

「せっかくだから、このまま『今日のいちゃいちゃ』をはじめましょう。テーマは『ネクタイを直してあげる』。どうかしら？」

　愛まな火びによれば、ネクタイを直してあげるのは定番のいちゃいちゃ行為らしい。

　軽く胸を張るようにして、僕は緩んでいるネクタイを獅堂の方へ向けた。

「ああ、いいよ。今日はそれでいこう」

「それでは、結び直してあげましょう。せっかく私が直してあげるのよ。せめて家に帰るまではそのままでいてちょうだいね」

　獅堂は結び目に指を入れて、ネクタイを解いてしまった。

「締め直すだけじゃないんだな。おまえ、ネクタイ締められるのか？」

「残念ながら、代表的な二つの結び方しか知らないわ」

「二つ知ってれば十分だろ」

　プレーンノットだとか、ウィンザーノットだとか。いろいろとネクタイの結び方はあるようだが、僕は一種類しか知らない。

　シャツの襟にネクタイを通しつつ、獅堂は口を開いた。

「私が知っているのは『スクウェア・ノット』というものよ」

「へえ、初耳だな。どんな結び方なんだ？」

「日本語で言うと『かた結び』というんだけど」

「殺す気か！　かた結びじゃ首が絞まっちゃうだろ！　もう一つの結び方にしてくれ！」

「私が知っている、もう一つの結び方は『ハングマンズ・ノット』というものよ。日本語で言うと『首つり結び』ね」

「殺す気だ！　完全に殺す気だ！」

「『亀甲結び』にもチャレンジしてみたいのだけれど、ネクタイでは短すぎるわね。残念だわ。亀甲結びで下校する沢さ渡わたりくんが見られるところだったのに」

「ネクタイが短くて本当によかった！　亀甲結びで帰宅したら妹が号泣してるところだ！」

　獅し堂どうにネクタイを結んでもらおうという考え自体が間違っていたのかもしれない……。

　猛烈な後悔を覚えつつ、僕は獅堂に提案した。

「僕が結び方を教えるから、その通りにやってくれ」

　ネクタイを結ぶ手順を教えてあげた。

　一度見せただけで獅堂は理解したらしい。

「では、その通りに結んであげましょう」

　そう言いつつ獅堂は立ち上がった。ソファに座ったままの僕の後ろへと回り込む。

「向かい合ってネクタイを締めるのは難しいわ。後ろからやらせてもらうわね。絶対に振り返ってはダメよ」

　左右が反転するから他人のネクタイを結ぶのは混乱するんだな。靴くつ紐ひもとかもそうだ。履いたまま靴紐を結ぶのは簡単なのに、脱いだ状態で結ぼうとすると意外と難しかったりする。

　納得する僕なのだったが――重要な事実を忘れていた。

　学年主席の頭脳を持つ獅堂が、たかがネクタイ如ごときで混乱するはずがないのだ。

　――カチャリ。

　襟の辺りから金属音が聞こえた。

　気がつけば、僕の首にトゲトゲのついた首輪が装着されていた。首輪から繋つながる太い鎖を獅堂が握っている。

「おい、なんだよこれ!?」

「首輪よ」

「見りゃわかるって！　どうしてこんなもんつけた!?」

「ネクタイなんて、現代社会の奴隷であるという象しよう徴ちようよ。ネクタイのカリカチュールとして、あなたに首輪をつけてみたの」

「唐突に社会風刺を織り込むな！　どっから出したんだ、そんなもん！」

「氷ひ雨さめおねえさまの衣装部屋に置いてあったわ。こんなこともあろうかとソファの下に忍ばせておいて正解だったわね」

「用意周到すぎる！　つーか、あの部屋は完全に封印すべきだ！　南なん京きん錠じようなんて外してドアに板を打ち付けろ！　ノブをもげ、ノブを！」

「嫌がることはないわよ、沢さ渡わたりくん。首輪がとっても似合ってる。どこに出しても恥ずかしくない変態だわ」

「褒められても、これっぽっちも嬉うれしくない……！」

　と、キッチンへ繋がるドアがうっすらと開いているのに気付いた。

　ドアの隙間から、六む連つれくんがこちらを覗のぞいている。プルプルと震えつつ、血涙を迸ほとばしらせていた。顔には『うらめやましい！』と書かれているようだ。

　唇がもごもご動いているのは、きっと呪じゆ詛その言葉を呟つぶやいているんだろう。

　首輪をつけられるなんて、ドＭの六む連つれくんにとってはご褒美かもしれないけどさ。そんな暑苦しい目で僕を見ないでくれ。

「さあ、今日のいちゃいちゃは終了ね。自宅につくまではその格好でいてちょうだい」

「ちょっと待てよ！　勝手に終わらすな！」

「首輪をつけて帰宅するあなたを想像すると、胸がドキドキするわ。これって『蛮』かしら？」

「それを言うなら『恋』、もしくは『変』だ！　漢字にしなきゃわからないボケ方をするな！　首輪を外して、ちゃんとネクタイをつけてくれ！」

「つくづく我わが儘ままな人ね……」

　呆あきれたように獅し堂どうはため息を漏らして、後ろから僕の首に手を回してネクタイをつけてくれた。

　――蝶ちようネクタイだった。

　金色の布地に赤い水玉模様という派手にもほどがある一品。

「って、おい！　こんな恥ずかしいネクタイで学校を歩けるか！」

「蝶ネクタイが恥ずかしいのなら、いっそ制服を脱いでしまえばいいわ。あなたの裸体に注目が集まるから、誰だれも蝶ネクタイには気付かないでしょう」

「なんの解決にもなってねえ!?　むしろ事態が極限まで悪化してるし！」

「全裸に蝶ネクタイ＆靴下。確かあなたの母国の正装だったわよね？」

「僕の出身地をどこだと仮定しているのかわからんが、そんな変態国家は今すぐ滅びるべきだ！」

　靴下を残しているあたりが、マニアック度を増している。

「……おいこら、シャツのボタンを外そうとするな!?」

　その後も、女子制服のリボンをつけられたり、ハワイのレイを掛けられたり、金メダルを授与されたり。

　ツッコミ力検定の試験でもしてるのかって勢いで、獅堂に弄もてあそばれてしまった。

　ようやく普通にネクタイを締めてくれたのは、三〇分も経たってからのこと。

　ツッコミ疲れてぐったりしている僕の横に座った獅堂は、涼しげな無表情で僕のようすを眺めていた。

「ふふふ、ネクタイを締めるだけでも、ずいぶん盛り上がったわね」

「世の恋人たちは、絶対にこんなことしてないと思うけどな……」

「でも、私はとても楽しかったわ。たまになら、あなたのネクタイを直してあげてもいいわよ」

「喜んでもらえたのはなによりだが、二度と僕のネクタイには触れないでくれ。もうこりごりだよ……」

　そこで、獅し堂どうは小首を傾かしげた。

「あら？　『もうこりごりだよ～！』だなんて、どうして終わりっぽい空気を醸し出しているのかしら？」

「……へ？　もう終わりだろ？　ネクタイは結び直されたんだし」

「まだ半分しか終わってないわ」

　そう言うと、獅堂は自分の制服のリボンに手を伸ばした。

　しゅるしゅるとリボンを解く。ついでにシャツのボタンを三つ目まで外してしまった。大きく開いた胸元から、一瞬だけ白いブラがチラ見えする。

　首が千切れそうなほどの勢いで、僕は顔を逸そらした。

「お、おい!?　なんで脱ぎだすんだよ!?」

　獅堂は僕に解いたリボンを差し出して。

「沢さ渡わたりくんも、私のリボンを直してちょうだい。それでおあいこでしょう？　ついでにシャツのボタンも留めてもらえると助かるわ」

「……なっ!?」



　――そして、冒頭へと繋つながるのである。

　女の子の服の『ボタンを留めること』と『ボタンを外すこと』。

　この二つは真逆の行為だが、端から見るとよく似ている。そして、恋愛経験が乏しい僕にとって両者は同じぐらいに緊張する行為だった。

　獅堂の身体からだに触れないように気をつけながら、ボタンを留めていくときも。

　彼女の首に手を回して、慣れない手つきで制服のリボンを結んであげるときも。

　僕の心臓はずっと早鐘のように打ち続けていたのだ。

　つまり、獅堂の服装の乱れで、僕の心が千々に乱れた――というお話。










　　　風邪をひいてよかった





　体温、三八度三分。頭痛。関節痛。喉の痛み。悪寒。咳せき。鼻水。

　以上が、僕の身体からだに現れた症状だ。

　内科医である父さんの見立てによれば紛まがうかたなき風邪だそうで。『ははは、最近流行のタイプだぞ。さすがは高校生。はやりものには敏感だな』なんてお褒めの言葉をもらった。こんなことを言う親父おやじが病院じゃ頼りになる先生だと思われてるなんて信じがたい。

　で、三月のはじめの日曜日。

　せっかくのお休みだってのに、僕は自室のベッドで朝から寝込んでいた。

　元来身体は丈夫な方なので、こんなにひどい風邪をひくのは珍しい。知らないうちに疲れが溜たまっていたのかな。

　……ああ、くそっ。頭がガンガンする。寝返りを打つだけで節々が痛む。ツバを飲み込もうとすると喉は焼けるようだし、鼻は詰まってて息苦しい。

　ベッドと机とテレビとゲーム機ぐらいしか置いてない殺風景な六畳間の風景がグニャグニャと歪ゆがんで見えた。

　ボヤけた視界で目を凝らし、窓の外を眺める。窓の向こうは春めいたいい天気。まさにお出かけ日和だ。こんな日に寝込んでなくちゃいけないなんて最悪だな。

　ため息を吐こうとした拍子に――

「ゲホン、ゲホン!?」

　思い切りむせてしまった。今日の体調では自らの不運を嘆くことすら満足にできないようだ。大人しく寝てろってことか……。

　グッタリとベッドに突っ伏していたら――コンコン。

　躊躇ためらいがちなノックの音が響いた。

「由ゆう吾ごー？　あたしー。入ってもいい？」

　愛まな火びの声だ。我が幼なじみはウチの近所（徒歩三分）に住んでる。ほぼ毎週のように我が家に遊びに来るのだ。

「どうぞ。僕はパジャマだけど、それでもよければ……ケホケホ」

　心配げに眉をハの字にした愛火が、ドアの隙間から顔を覗のぞかせる。

「由吾……。大丈夫なの？」

「問題ないよ。これぐらい平気だって――痛っ！」

　愛火の前で寝転がってるなんて格好悪い。上半身を起こそうとしたら全身の関節が悲鳴を上げた。

　幼なじみが慌ててベッドサイドに駆け寄ってくる。

「起き上がらなくてもいいよ。寝てて寝てて!!」

　仕方なく布団にゆっくりと横になった。

　愛まな火びはコートを脱いだ。床に転がってる猫形のクッションを引き寄せて（愛火が僕の部屋に置いてったものだ）、その上にアヒル座りでちょこんと腰を下ろす。

　ふわふわした白いセーターに赤いボックスプリーツのミニスカート。黒のニーソックス。めったに被らない帽子を被り、これまた珍しくほんのりとメイクもしているようだ。

　バッチリとおめかししている幼なじみは――おかしいな。めちゃくちゃ可愛かわいく見えた。風邪のせいで僕の目までやられているらしい。

「ごめんな、愛火。ドタキャンしちゃって。この埋め合わせはちゃんとするから……」

　本当なら今日は愛火と遊びに行く予定だった。彼女が妙に可愛い格好をしているのも、お出かけする予定だったからだ。

　しかし、僕の体調が思わしくなかったんで中止にしてもらった次第である。

　昨日の夜、アプリでチャットしてたときも『付き合いはじめて、初めてのデートだね♪』なんて喜んでたから本当に申し訳ない……。

　愛火は怒らなかった。真剣な顔で首を横に振る。

「気にしなくていいよ。風邪ひいちゃったのは仕方がないもん。むしろ倒れちゃったのがお休みの日でよかった」

　両肩の辺りで拳をグーにして、愛火は気合いを入れた。

「今日はあたしが由ゆう吾ごを看病してあげる。それが、こひ、こひゅ、こひゅびとのつとめだと思うし！」

　恋人という単語を発するには、まだ照れがあるようだった。

　恋人に看病されるなんて僕も照れくさい。それにコイツに風邪が感染っては困る。気持ちだけ受け取って丁重に断ろうと思ったのだけれど……あ、ダメだ。あまりの体調の悪さに説得する気力もない。

「悪わりぃな……」

　そう答えるのが精一杯だった。

「それじゃ、まずはお熱を測ろっか」

「体温だったら、さっき測ったぞ……？」

　僕の言葉をスルーして愛火は帽子を脱いだ。マットレスに手をついて、横たわる僕に顔を近寄せてくる。

　前髪を持ち上げ、そっと目を閉じて――こつんっ。

　僕の額におでこをくっつけてきた。

「お、おいっ……」

「ちょっと黙ってて」

　幼なじみの鼻先が僕の鼻に触れてる。微かすかな吐息が僕の唇に掛かった。

　まるでキスをしているかのようなポーズ。

　すぐ近くに愛まな火びを感じて否いや応おうなく僕の心臓が鼓動を速める。顔が熱くなってくるのが自分でもわかった。

「体温がどんどん高くなってる……」

　僕におでこをくっつけたまま幼なじみが不安げに呟つぶやいた。

　そんな熱の計り方をされたら体温が上がるに決まってんだろ!!　――声を出す気力がないのでココロの中でツッコんでおく。

「熱がかなりあるみたいだね。氷枕を用意してあげるよ」

「それは嬉うれしいな……。どこにしまってあるか、わかるか……？」

「もちろん。由ゆう吾ごのウチに何度遊びに来てると思ってるの。すぐに用意するから、ちょっと待ってて」

　勢いよく立ち上がった愛火は、ミニスカートを翻ひるがえして部屋から駆けだしていった。

　ほどなく氷枕を手に幼なじみが戻ってくる。

　氷枕をタオルで巻いて、枕の代わりに頭の下に敷いてくれた。

　頭を氷枕に載っけてみる。火照った身体からだに冷たさが心地よかった。脈打つような頭痛も少しは治まった気がする。

「ありがとう。すげえ助かる……」

　枕を直すついでに布団をかけ直してくれた愛火が優しげな笑みを浮かべた。

「えーっと、次は……そだ。由吾、ごはんは食べた？」

「ゲホゲホ……いや、まだだよ。あんまり食欲なくてさ」

「少しは食べなきゃ、お薬も飲めないじゃない。リンゴでもむいてあげよっか？」

「リンゴなら食べられそうだな……。でも、ウチにはリンゴの買い置きなんてなかったと思うぞ」

「それなら問題ないよ！　あたしのウチにあったと思うから取ってくる！　ちょっと待ってて。眠たかったら、寝ててもいいからねっ」

　愛火は再び部屋を飛び出していった。

　幼なじみが廊下を走る音を遠く聞きながら、僕はしみじみと思った。

　顔を合わせば憎まれ口が飛び出してくる我が幼なじみだが、実はああ見えて世話焼きタイプなんだ。風邪をひいて弱ってるときは愛火の優しさが骨身に染みてくる。

　アイツのそういうとこに惚ほれたんだなんて、恥ずかしいことは言うつもりはないけどさ。

　そこで、僕の意識は途切れた――……。



　…………。

　……。



「――ねえ、由ゆう吾ご。起きられる？」

　ウトウトと微睡まどろんでいた僕の耳に、幼なじみの声が届いた。

　ゆっくりとまぶたを開く。

　愛まな火びは床に敷いたクッションに座って、僕の顔を覗のぞき込こんでいた。剥むいたリンゴの載ったお皿を膝の上に抱えている。

「リンゴむいてきたけど、どうかな？　食べられそう？」

「それじゃ、少しだけもらうよ……」

　関節の軋きしみを堪こらえつつ身体からだを起こし、ベッドの縁に腰掛ける。

　幼なじみも隣に座ってきた。申し訳なさそうに眉をハの字にして。

「あんまり綺き麗れいに剥けなかったんだけど……」

　お皿の上に載ったリンゴは不ふ揃ぞろいに切り分けられていた。ちょっぴり皮が残っている。

「ウサギの形に切ろうと思ったら失敗しちゃったのよ」

「昔から、愛火って料理が苦手だよな」

「うっさいな。これから練習するし。カレシの方が料理が上手なんて悔しいからね」

「僕も言うほど上う手まくはないぞ。料理をしょっちゅう失敗して一いち琥こに泣かれるほどだ」

　ちょっぴり頬ほおを染めて幼なじみは付け加えた。

「このリンゴ、見た目はかっこ悪いけど……あ、あああ、愛情が籠もってるから味は美味しいと思うっ」

「…………」

　体温が上がっちゃうような冗談はやめてくれ。

　そんな願いもむなしく、幼なじみはさらに熱が出そうな行動に出た。

　愛火は小さなフォークを握りしめ、リンゴに突き刺す。僕の口元へと運んで。

「はい、あんっ」

「お、おい、それは……」

「当然でしょ？　看病してあげるときは、普通はこうするの。ほら、口開けて。あんってしてっ」

　猛烈に照れくさいんだが……。

　でも、僕のためを思ってくれているのがわかるので、無下にはできなかった。

　おずおずと口を開く。

　緊張しているのか。微かすかに手を震わせながら、愛火はリンゴを食べさせてくれた。

　――しゃくっ。

　リンゴを一口囓かじる。ひんやりと冷たくて、甘酸っぱくて、蜜もたっぷりで。食欲なんてまるでなかったけれど、焼けつくように痛む喉をリンゴはすんなりと落ちていった。

「どう？　美味しい？」

「うん。うまいよ」

「よかった。食べられるだけ食べてみてね」

　愛まな火びに『あんっ』をしてもらって、リンゴを三切れほど食べた。

　父がくれた薬を飲みベッドに横になる。

　幼なじみは布団をかけ直し、その上からぽんぽんと優しく叩たたいた。

「もうちょっとだけ眠ったらいいよ」

「そうするよ。おかげで結構落ち着いてきた。愛火は帰ってもいいぜ。せっかくの休みなんだし、友だちと遊びにでもいって来いよ」

　クッションに座った愛火は、僕のベッドに頬ほお杖づえをついたまま首を横に振る。

「んーん。今日はここにいるよ。由ゆう吾ごを看病してあげたいの」

　シーツに頬をつけて愛火は笑顔を浮かべた。

「こんな風にしてると、昔のことを思い出さない？　由吾とあたしが出で逢あった頃のこと」

「……そうだな。立場が逆だけど」

　僕と愛火が初めて会ったのは、まだ小学校に入る前。

　出逢いの場所は、両親が働いている病院だ。

　理由は忘れてしまったけれど、幼稚園の帰りに母親に病院へと連れて行かれた。仕事場で用事を済ませている母の目を盗んで、僕は病院の中を探検したのだ。

　そして、小児病棟の一室で僕は愛火と出逢ったのである。

「ちっちゃい頃はあたし、しょっちゅう入院してたっけ。身体からだが弱くてさ」

「今じゃ、元気が有り余ってるのにな」

「現在進行形で風邪ひき中の由吾は、元気なあたしを見習うべきだよ」

　うにうにと愛火は僕のほっぺを突っついて。

「入院するのが心細くて泣いてばかりいたあたしに、由吾は声を掛けてくれたんだよね」

　小児病棟のベッドの上で愛火は膝を抱え、声を押し殺して泣いていた。

　涙を流す女の子が放っておけずに、僕は話しかけたんだ。



　――どうして泣いてるの？

　――ここには友だちもいないし。ママもいないし。一人でいるのはさみしくて。

　――だったら、もう大丈夫だよ！　ぼくが一緒にいるからさみしくないよね！



　それが愛火とかわした最初の会話。

　以来、僕は毎日のように愛火のお見舞いに行くようになった。

　駄菓子屋で買ったお菓子だとか、ガチャガチャで出したオモチャだとか、道ばたに咲いてた花だとか。お見舞いの品を手に愛まな火びの元を訪れた。

　少しでも愛火に笑顔になって欲しくて、幼稚園で起こった出来事とかを一生懸命喋しやべりまくった気がする。

　声を潜めて、愛火は寝込んでいる僕に語りかけた。

「あのときも、こんな風にヒソヒソ声で喋ってたよねっ」

「確か病室が相部屋で……隣のベッドに気難しい女の子がいたんだっけか？」

「そうそう。あたしがギャン泣きしてたら、すごく怒られちゃったの」

　だから、初めて邂かい逅こうしたときの愛火は声を殺して泣いてたんだろう。

　退院後、愛火がご近所に住んでいることがわかって。僕たちは幼なじみの関係になったんだ。

　……よもや、恋人同士にまで発展するなんて思いも寄らなかったけどな。

「ねえねえ、由ゆう吾ご。アレ、覚えてる？」

「アレって？」

「由吾がやってくれた、病気が治っちゃうおまじない」

「……そんなのあったっけ？」

「うわ、覚えてないんだ！　幼稚園で絵本を読んで覚えてきたとかいって、あたしに試してくれたじゃない！」

「すまん。ぜんぜん記憶にない」

「ひっど～い。あたしにとっては、忘れられない想おもい出なのに……忘れてるとか超ショックなんだけど！」

「六歳の頃だぞ？　全部覚えてるわけないだろ……」

「んもう、しょうがないな」

　大きな胸を抱えるように、愛火は腕組みをした。ダメな生徒を叱る教師みたいな口調になる。

「由吾の風邪が治るように、今からあたしが試してあげるよ。ちゃんと思い出してよね。……じゃ、目を閉じて」

「こんな感じか？」

　ベッドに横になったまま僕はまぶたを閉じた。ゴソゴソと近くで動く気配がある。

「絶対に目を開けちゃダメだからね。そのまま閉じてて！」

　キツく厳命した後で、愛火は黙り込んだ。

「……はぅぅ」

　躊躇ためらうような吐息が聞こえてきた。

　なにをするつもりなんだろう。幼なじみはしばらく押し黙っていた。

　長い長い沈黙の後で、わずかにベッドが軋きしんだ。

「早くよくなりますように――」

　続けて感じる、柔らかな感触。



　――ちゅっ。



　僕のオデコに温かななにかが触れた。

　驚いてまぶたを開く。

　眼前に愛まな火びのピンク色の唇。

　頬ほおを真っ赤に染め、瞳をぎゅっと閉じて、愛火は僕のおでこにキスをしていた。

　ゆっくりと顔を離した幼なじみは、僕が目を開けてることに気付いた。

「って、目を閉じててって言ったじゃない」

　恥ずかしそうに僕のオナカ辺りを、布団の上からぼふぼふ叩たたいてくる。

「すまん。びっくりしちゃってさ。……おまじないって、コレのこと？」

　こんなこと、マジで僕がやったのだろうか。まるで覚えてない。子どもの頃とはいえ、大それたことをしでかしたもんだ。

「えへへ、きっと効くと思うよ。あたしも無事に退院できたもん」

















　もちろん、おまじないのパワーで劇的に回復――なんてマンガじみた奇跡は起こらない。

　だけど――

「早くよくなってね。来週こそはデートしよう！」

　幼なじみの照れくさそうな笑顔を見ていたら、少しだけ気分がよくなったような気がした。



　　　×××



　月曜日。四時限目の授業中。ラブラボ。

　キングサイズのベッドに、僕はグッタリと横たわっていた。体温が高い。頭は割れそうだし、喉は焼けつきそう。体調は最悪だ。

　ベッドサイドに置かれた椅子に座っている獅し堂どうが僕をジト目で見つめる。

「沢さ渡わたりくん。私は寡か聞ぶんにして知らないのだけれど、あなたが行っているのは『なにプレイ』と呼べばいいのかしら？」

「ゲホゲホッ……プレイってなんの話だ？」

「体調不良なのに無理をして学校へ来る――これは明らかなマゾヒズムだわ。咳せき込こむたびに性的快感を得ているに違いないわね。近寄らないで、変態が伝染るわ」

「変態は伝染らねえよ！　ていうか、僕は変態じゃねえよ！」

「変態でないとしたら、あなたは愚か者ね。あなたはきっと『草くさ津つの湯でも治らない病気』に違いないわ」

「それって『恋の病』の比ひ喩ゆだろ」

「失礼。言葉が足りなかったわ。あなたは『草津の湯に頭の先まで三〇分ほど浸つからなきゃ治らない病気』ね」

「そんなことしたら確実に溺れて死ぬって！」

「つまり、『死ななきゃ治らない病気』という意味よ。……そんな状態で登校するなんて、どうかしているわ」

　いつにもまして冷たい言葉だった。まるで、怒っているようにも聞こえる。

「ゲフンゲフン……なにをそんなに怒ってるんだ？」

「別に怒ってないわ」

　いや、どう考えても怒ってるだろ。無表情だけど、その眼まな差ざしは恐ろしく冷たい。

「……僕も後悔してるんだから責めないでくれ」

　二日目になっても熱は下がらず体調は悪いままだった。学校を休もうかとも思ったんだが……迷った末に朝イチで医者に寄って、二時限目の途中から授業に参加することにしたのだ。

　結果的に、その判断は間違いだった。

　三時限目の授業中にあまりにも体が怠だるくて目を回してしまった。机に突っ伏してダウン。

　そしたら獅し堂どうがいきなり挙手をし、冷たい声で「沢さ渡わたりくんが体調が悪いようなので保健室へ連れて行きます」と言い放った。

　獅堂は有無を言わさず僕を立たせて教室を出て。

　保健室ではなく、ここ、ラブラボへと連れて来られた次第である。

　生徒から恐れられている彼女が、そんな発言をしたことにクラスメイトたちはざわめきまくっていたっけ。

「はあ、今日は教室に軽く顔出すだけにして、さっさと早退するべきだったな……」

「気持ち悪いわ。あなたはどれだけ学校が好きなのかしら？　どんな藪やぶ医い者しやでも今日は欠席すべきだと言うと思うわよ」

「僕も休もうと考えたさ。でも、今日は週明けだから――」

　途中まで言いかけて、やめた。

　僕が風邪をおして登校したのは獅堂の治療のためだ。

　月曜日に学校を休んでしまうと土曜日を含めて丸三日間いちゃいちゃしないことになる。僕が欠席したせいでコイツが苦しむ羽目になっちゃ悪いからな。治ち療りよう者しやを引き受けた以上はきちんと責任を果たしたかったのだ。

「……いや、なんでもねえ。おまえの言う通り、僕はたぶんとびきり馬鹿なんだろうな」

　恩着せがましいことを言うのは格好悪いから、そんな風に誤ご魔ま化かした。

　だが、獅堂はわずかな言葉で僕の真意に気付いてしまったようだ。

「……驚いた。そんな理由で登校したのね。あなたは愚かな上に極度のお人ひと好よしだわ」

　ジト目をしていた獅堂の表情が微かすかに緩んだ。

　優しげにも見える眼まな差ざしで僕を見つめて、呆あきれたような吐息を漏らす。

「さらには、ドＭの露出狂で、ロリ好きかつショタコンで、足フェチのおっぱい星人で、なおかつ女装趣味の死姦愛好者ネクロフイリアだなんて――本当に救いがたい人ね」

「そんなに言葉を重ねてるのに、僕の性癖に当てはまってるのは一個もないってのは驚きだな」

「沢渡くんの性癖はなんなの？」

「僕はノーマルが好きだ」

「『ノーパン』や『ノーブラ』というのはよく聞くけれど『ノーマル』というのは初耳ね。それは、なにを履いてない状態を指すのかしら？」

「着衣の話はしてないからね!?」

「ちなみに、私はいまノーブラよ」

「ゲホッ……!?」

　横たわったまま、思わず獅し堂どうの制服の胸元に目をやってしまう。体調が悪くても、つい眼球が動いてしまうのは男の悲しい性だな。

「もちろん、冗談よ。ちゃんとつけているわ。でも、あなたが望むなら後で外しておきましょう。今日だけは特別に」

「僕の望みは心穏やかにいさせてもらうことだけだ。そういうリアクションに困るジョークは勘弁してくれよ……」

　咳せきをするたび喉が焼けるように痛んだ。頭もクラクラする。ＨＰが減っていくのを如実に感じた。

　額を手で押さえながら僕は上半身を起こす。

「ここまで付き添ってくれてありがとう。少し横になったら楽になったよ……。獅堂は授業に戻ってくれ。僕は早退するよ」

「いいえ、あなたはここで寝ていなさい。私が看病をするわ」

「いや、授業をサボるのはマズいだろ……？」

「あなたと違って私は成績優秀なの。しかも、私の祖父は学園の理事長。誰だれも咎とがめる者なんていないでしょう」

「でも、さすがにそれは……」

　なおも言い返そうとすると、獅堂は僕の肩をそっと押してきた。ベッドへ寝かしつけようとする。

「いい機会だから、あなたを看病してあげたいの。あんまり抗あらがうようだとこのまま押し倒してしまうわよ？　性的な意味で」

　ああ、そうか……。

　熱でぼんやりした頭で僕は納得した。

　僕だけじゃなくて、今日は獅堂も苦しいんだ。青春症候群のせいでいちゃいちゃしたい気分なんだろう。

　看病ってのも恋人同士のいちゃいちゃ行為の一種だ。昨日の愛まな火びとの触れあいはドキドキ感は少なかったけれど心温まるものだったからな。

　気付かなかったよ。早く言ってくれりゃいいのに……。

　今日のいちゃいちゃ。テーマは『看病』ってことだな。

　僕は大人しく枕に頭をつけた。

「そういうことなら、もう少し休んでいくよ。……ただ、本気で体調が悪いからさ。アグレッシブすぎる自分流アレンジはなしにしてくれよな」

「ええ、わかったわ」

　思いの外、素直に頷うなずく獅堂。

「制服のままでは休まらないでしょう。まずは着替えなさい」

　そう言うと、コスプレ部屋から男物のパジャマを持ってきてくれた。

　とんでもない格好をさせられるんじゃないかと身構えたんだけど、特に奇抜なデザインでもなかった。普通の青いパジャマ。あのクローゼットには男性用の着替えまで充実しているようだ。

　しかも、僕が着替え終えるまで彼女は部屋を出ていてくれた。

　いつものアイツなら『私の前で着替えるなんて、あなたは露出狂なのね』なんてからかってきてもおかしくないのに……。

　その後の看病も至極真っ当だった。

　濡ぬれタオルを額に掛けてくれたり。喉の痛みを抑えるために蜂蜜のたっぷり入った温かい紅茶を出してくれたり。

　昼休みには六む連つれくんに頼んで、獅し堂どうはおかゆを作ってもらった。

　ベッドサイドに用意されたのは、おなかに優しそうなたまごがゆ。小さな土鍋からいい香りが立ち上り、僕の鼻をくすぐった。

　椅子に腰掛けて獅堂が語りかけてくる。

「沢さ渡わたりくん、性欲はある？　失礼、言い間違えたわ。食欲はある？」

「絶対わざと間違えただろ……」

「……本当は私がおかゆを作ってあげようかとも思ったのだけれど、料理はしたことがないの。お茶を煎れるのが精一杯。あなたの体調をこれ以上悪くしないために自重したわ。食事はできそう？」

「食欲なら多少はあるよ」

　おかゆを頂こうと、僕はベッドで上半身を起こす。

　すると、獅堂はレンゲでおかゆをすくった。

　熱いおかゆをふーふーして、僕に差し出してくる。

「はい、どうぞ」

「…………」

「どうしたの？　ハトが豆殺法でも食らったみたいな顔をして」

「豆鉄砲食らうよりも驚きレベルが上っぽいな、豆殺法。……獅堂がそんなことをしてくれるなんて、びっくりするに決まってるだろ」

「熱くてぬるぬるした白濁液をあなたの口に含ませるのが、そんなに不自然かしら？」

「おかゆをそんな風に呼ぶのは、明らかに不自然だけどな。……おまえは熱いおかゆを無む理り矢や理り食べさせて、バラエティ番組的なリアクションを楽しむぐらいのことは平然とやるヤツだと認識してたんだ」

「失礼な発言ね。私だってＴＰＯぐらいはわきまえているわ。病人の沢渡くんにそんなマネはしません。早くお食べなさい」

　獅し堂どうは僕の口元にレンゲを突きつけてくる。僕はおずおずと口を開いた。

　難しいオペを執刀する外科医のような手つきで、獅堂はレンゲを僕の口に運んだ。緊張してるのか微かすかに手が震えてる。

「はむっ……」

　食べさせてくれたおかゆはとても美味しかった。六む連つれくんは料理の腕前もいいらしい。具合が悪くてもこれなら食べられそうだ。

　もう一さじおかゆをすくい、獅堂はふーふーした。薄紅色の唇をすぼめ真剣な顔で熱々のおかゆに息を吹きかける。

　僕を気遣ってそんなことをしてくれるクラスメイトの姿は妙に可愛かわいくてドギマギしてしまいつつ、尋ねてみた。

「獅堂は誰だれかの看病とかしたことがあるのか？」

「なぜそう思うの？」

「手慣れてるというか、いつものいちゃいちゃみたいに突拍子もないことをしないからさ」

「看病をしたことはないわ。でも、看病をされたことならあるの」

　獅堂は僕の口元におかゆを差し出した。

　口を開いて、おかゆを食べさせてもらう。

「幼い頃、私は身体からだがあまり強くなかったの。しょっちゅう体調を崩していたのよ。そんなときはいつも、氷ひ雨さめおねえさまが私を看病してくださったの」

「へえ、そうなのか」

　理事長室に写真の飾られてた美女を思い出す。氷雨おねえさんって人は入学祝いにエログッズを送っちゃうような突拍子もない女性のようだが優しいところもあるんだな。

「氷雨おねえさまにして頂いたのと同じことを繰り返しているだけ。……よもや、私が誰かの看病をすることになるとは思わなかったけれど」

　獅堂に食べさせてもらって、小さな土鍋に入ったおかゆを平らげた。

「ありがとう。うまかったよ」

「どういたしまして。薬を飲んで少し休みなさい。私はソファで本を読んでいるから、なにかあったら声を掛けて」

　彼女の言葉に甘えることにした。薬を飲んでベッドでまぶたを閉じる。

　薬の効果なのか、体調が悪いせいなのか。僕はすぐに眠りの淵へと転げ落ちた――……。



　…………。

　……。



「うぅ……ん……？」

　すぐ近くで、なにかがゴソゴソと動く気配を感じて僕は目を覚ました。ベッドが微かすかに軋きしんでいる。

「なっ……!?」

　ゆっくりとまぶたを開いた僕は、驚きのあまり鼻水を噴出するかと思った。

　ベッドの上に獅し堂どうがいた。

　シーツをまくり上げ、今まさに僕の隣に潜り込もうとしている真っ最中。

　しかも――なんだよ、その格好は!?

　獅堂は制服の上着とスカートを身につけていなかった。着ている衣服はシャツだけ。シャツの裾すそから下着が今にも見えてしまいそうだ。

　僕が起きていることに気付いた獅堂は、頬ほおを微かに赤く染めた。鋭い眼まな差ざしで僕を睨にらみ付つけてくる。

「……沢さ渡わたりくん。あなたは意地悪ね。私が何十分も躊躇ためらい続けてる間は、ぐっすり眠っていたのに。ようやく勇気を出してベッドに潜り込もうとした瞬間に目を覚ましてしまうなんて……。ＳなのかＭなのか、ハッキリして欲しいわ」

「そもそも、なぜベッドに入ろうとしてるんだよ!?　とんでもない格好してるし！」

「そんなこと、決まっているでしょう？」

　獅堂はフンと鼻を鳴らして、シーツの中に入った。相変わらず僕を睨めつけたままだ。

「あなたを看病するためよ。氷ひ雨さめおねえさまが、私が風邪をひいたときはよく添い寝をしてくださったの。誰だれかと一緒に寝て、たくさんの汗をかくと熱が下がるのだそうよ」

　獅堂はシーツの中に一瞬だけ視線を移した。白いシャツしか身につけていない身体からだを見下ろして。

「氷雨おねえさまはハダカで添い寝してくださったわ。私も服を脱ごうかと思ったのだけれど……ハダカになるのは恥ずかしくて。妥協の結果が、この格好よ」

　いや、シャツ一枚だって十分に恥ずかしいだろう!?　綺き麗れいな脚が大胆に露出しているし、開いた胸元からは華きや奢しやな鎖骨が見えてるし。凄すさまじく刺激的な格好だ。

「あまりこちらを見ないでちょうだいね」

　そう言うと、シーツの中でもぞもぞと動いて、獅堂が僕の方に近寄ってきた。

　僕の腕にそっと手を伸ばしてきたけれど――指先が触れる直前で手を止める。

　無表情な顔をますます朱に染めて、獅堂はうつむいてしまった。

「あなたに抱きつかなくてはいけないのだけれど……恥ずかしくてできそうにないわ。妄想の中でなら、何度も男に跨またがっているというのに」

「相変わらず最低な妄想だな……。無理にくっつく必要ないぞ。気持ちだけでありがたい」

「いいえ。ここまで来ては引き下がれないわ。看病を最後まで続けたいの」

　僕の方にさらに近寄ってきて、上目遣いに頼んでくる。

「私に背中を向けてくれないかしら。後ろからならくっつける気がするのよ」

　獅し堂どうのヤツ、今日はよっぽどいちゃいちゃしたい気分なんだな……。

　恋人でもない女の子と添い寝するなんて。しかも、シャツ一枚という服装で密着するなんて倫理的に問題がある。

　でも、背中ならまだ罪状は軽い気がした。

　これは治療行為なんだ。獅堂を救うためなんだ――そう自分に言い聞かせて、僕は寝返りを打った。獅堂に背中を向けて横になる。

「……さあ、どうぞ」

　すぐ後ろから深呼吸をする声が聞こえてきた。

　すーはー。すーはー――幾度も呼吸を整えて。

「……落ち着きなさい。これはただの治療行為よ」

　そんな風に獅堂も自らに言い聞かせて。

　長い長い逡しゆん巡じゆんの後で――そっ。

　僕にくっついてきた。

　パジャマの背中を指先で摘み、肩けん胛こう骨こつの辺りにおでこを寄せてくる。

　彼女の身体からだは微かすかに震えていた。長い黒髪がシーツに擦れてサラサラと音を立てる。

　獅堂の温かさと吐息を背中に感じて僕の鼓動は高鳴ってしまう。頭痛も喉の痛みも感じない。全ての神経が背中に集中した。

　緊張しているのは獅堂も同じようだ。

　僕の背中にくっついたまま、クラスメイトはうめくような声を上げる。

「どうしましょう。添い寝をするだけで、こんなに恥ずかしいなんて……思いも寄らなかったわ……」

　シーツの中で僕たちの二つの鼓動が重なり合った。二人の体温が高まっていく。

　震える声で獅堂が言葉を発した。

「治療のためとはいえ大それたことをしてしまったわね。私まで高熱で倒れてしまいそうよ……」

　発言は過激だが、実は彼女はかなりウブなのだ。同どう衾きんして男の子に抱きつくなんて獅堂にとっては刺激が強すぎるんだろう。

　僕をからかうために彼女はしょっちゅう無む茶ちやをする。恥ずかしくなって後で後悔することもしばしばだ。今回もそのパターンだな。

　少し呆あきれてしまいつつ、僕は後ろにいる獅堂に声を掛けた。

「あのなあ、獅堂……。いちゃいちゃするときはもっとマイルドな方法を選んだ方がいいよ。今回も明らかにやりすぎだ」

　すると、訝いぶかしげな声が返ってきた。

「なにを言っているのかしら？　私はいちゃいちゃしているつもりはないわ」

「……え？　そうなのか？　僕はてっきり、看病にかこつけていちゃいちゃしているものだとばかり思ってたんだけど」

「いいえ。風邪をひいたあなたをただ純粋に治療しようと思っただけよ」

　驚いて、僕は寝返りを打った。獅し堂どうの方へ向き直る。

　クラスメイトは顔に掛かった髪を手で払って、フンと鼻を鳴らした。

「沢さ渡わたりくん。あなたは本当にイケてない男だわ。ルックスも並だし、成績もよくない。なにもかもが完璧な美少女である私と比べたら、虫ケラみたいな生き物ね。本来であれば私と同じ空気を吸うことだって許されない。治ち療りよう者しやとして、この私といちゃいちゃできることを這はい蹲つくばって喜ぶべきよ」

　反論の余地はない。獅堂がなにもかもが完璧な美少女であるのは事実だし、彼女と比べたら僕はつまらない存在だろう。

「でもね、沢渡くん。あなたが治療者を引き受けてくれたこと、一応は感謝しているのよ。沢渡くんのおかげで穏やかな生活ができている。発作を恐れることもなくなったわ――」

　獅堂は僕を見つめて、凜りんとした声で続けた。



「だから、あなたが苦しんでいるのなら、私が治療してあげたいと思ったのよ」



　ウブな彼女にとって添い寝をするなんてかなりハードルの高い行為だ。

　それでも頑張ってチャレンジしてくれたのは、僕を癒いやしたいという想おもいがあったからだったのか……。

　と、獅堂は再び視線を逸そらした。顔を赤く染めてシャツの胸元と裾すそを手で押さえる。

「いつまでもこちらを見つめないでもらえるかしら？　この格好は恥ずかしいの。そんなに視姦されたら、おかしな気分になってしまうでしょう？　さっさと向こうを向いてちょうだい」

「す、すまん！」

　大慌てで僕は後ろを向いた。

　もう一度、彼女は僕の背中にくっついてくる。

　柔らかな二つの膨らみを背中に感じて、心臓が飛び上がってしまった。

　耳元で獅堂が囁ささやく。

「……なんてね。私の感謝の言葉、信じた？」

「え？」

「もちろん、今の発言はウソよ。沢渡くんに感謝なんてするはずがないわ。うぬぼれないでちょうだい」

「なんだよ、冗談なのか。うっかり信じそうになっちゃったよ」

「ちなみに私はいまノーブラよ。約束通り今日だけは大サービスしてあげるわ」

「……それもウソだよな？」

「さあ、どうでしょう？」

　ドキドキな獅し堂どうの看病は、完全下校時刻である午後七時まで続いた。

　薬の効果なのか、はたまた彼女の看病のおかげなのか。その頃には熱も下がっていて、僕は自力で下校することができた。





　とまあ、ここで終わっていればイイ話だったのだけれど、ちょっとしたオチがつく。

　僕を看病してくれた愛まな火びや獅堂には風邪を感染さずに済んだ。

　しかしながら――

「ケホケホ……。まさか、こういう手段でぼくを攻撃してくるとは思わなかったよ……」

　翌日。学校の廊下。大きなマスクを着けた六む連つれくんが、僕を睨にらみ付つけてきた。どうやら彼女に風邪を感染してしまったようだ。

「すまん。まさか、おまえに感染しちゃうとは思わなかったよ」

「謝ることはないよ。油断をしていたぼくも悪いんだ。それに――ゲホゲホゲホっ」

　辛そうに咳せき込こんだ後で、なぜかポッと頬ほおを染める六連くん。

「ああ、喉が焼けるようだ。しかし、喉の痛みというのも、これはこれで悪くないね。恋敵に苦しめられる屈辱感も堪たまらないよ」

「って、なに言ってんだよ!?　風邪ひいて喜ぶんじゃねえ！」

　……ドＭってすげえな。ある意味、究極のポジティブシンキングだと感心してしまう。

「吹雪ふぶきさまが感染してくださった風邪なら、なおよしだったのに……ゴホゴホ」

　咳き込むたびに性的快感を得ることを『なにプレイ』と呼べばいいのか寡か聞ぶんにして知らないのだが……風邪には気をつけようと思う僕なのだった。










　　　そして壊れていく、僕と僕たちの





「こうして放課後に遊びに行くなんて、すげえ久しぶりだな」

　三月のはじめ。とある日の放課後。浜はま松まつ駅えきのコンコースを歩きながら、僕は隣にいる愛まな火びに声を掛けた。

　愛火はラクロス部の練習で忙しいから、放課後はめったに時間が合わない。

　最後に一緒に帰ったのはいつだっただろう。ウチの学校ではテスト直前は部活動禁止になるから、その頃だったかな。

　こんな風に学校帰りに街へと繰り出すなんて、本当に久しぶりだ。

「今日は部活は休みだったのか？」

「…………」

　制服姿の幼なじみは返事をしなかった。カバンを力なく提げたまま、つま先を眺めている。

「おい、愛火。聞いてるか？」

　問い返すと、ようやく僕の声に気付いたみたいにハッと顔を上げた。

「え？　あ、うん。聞いてるよ」

「なんだか元気がないみたいだけど……大丈夫か？」

　愛火が暗い表情をしているなんて、かなりレアだ。なにか心配事でもあるのだろうか。

　すると、愛火は『ぜんぜん平気！』と言いたげに胸を張った。

「ちょっと考え事してただけ。久しぶりの『下校デート』だもん。楽しまなきゃね♪」

　学校帰りに制服のまま遊びに行くのを『下校デート』なんて呼ぶようだ。

　愛火と遊びに行くなんて珍しいことじゃないのに『デート』だって意識すると妙にこそばゆい。

　気分を落ち着けるように咳せき払ばらいをして、幼なじみに問いかけた。

「んで？　どこ行こうか？」

「友だちがオススメのケーキのお店を教えてくれたの。オナカ空いたから食べに行きたいな！」

「ＯＫ。場所はわかるか？」

「ちゃんと聞いてきたよ。ほら、ここ」

　スマホを取り出し、愛火はメーラーを立ち上げた。友だちにお店の場所をメールしてもらったようだ。地図を表示させて僕に見せてくる。

「お、駅から結構近いな。早速行こうか」

　店に向かって二人で歩き出す。駅前は人通りが多かった。カップルらしい制服姿の男女もチラホラと見受けられる。僕と愛まな火びも、あんな風に見えてるんだろうか？

　と、愛火は僕の前に回り込むようにして、顔を覗のぞき込こんできた。

「ねえねえ、由ゆう吾ご。ケーキを食べた後は、ゲームセンターに行きたいんだけど……いいかな？」

「ゲーセン？」

　愛火はゲーム好きだ。だが、ゲームセンターに行きたがるのは珍しい。お目当てのゲームでも導入されたのかな。首を捻ひねりながらも返事をする。

「もちろん、構わないぜ」

「やったっ」

　ミニスカートを翻ひるがえして、愛火はぴょんと跳び上がる。

　相変わらずリアクションの大きいヤツだ。





　評判のケーキで腹ごしらえをした後、僕たちはゲームセンターへと向かった。愛火とは過去に何度か遊びに来たことがある店だ。

　愛火のお目当てはゲームではなく――いわゆる『コスプリ』だった。

　コスプリとは『コスプレプリク○』の略だ。プリントシール機が置いてあるコーナーで無料で衣装を貸してくれる。セーラー服やらナース服なんかを着て、プリク○を撮ることができるサービスだ。

　プリントシール機の並ぶフロアの一角に真新しい貸衣装が並べられていた。カラフルなコスチュームを眺めて、愛火は瞳をキラキラさせる。

「このお店、今までコスプリしてなかったんだよ。新しくサービスがはじまったって聞いたから一度来てみたかったのよね」

　愛火とは何度もプリク○を撮ってる。コスプレして撮ったのも一度や二度じゃない。正直に言えば、僕も一緒にコスプレをさせられたことが一度だけある。

　……でも、言われてみれば、この店にはコスプレ衣装は置いてなかった気がするな。

　僕たちと同じ歳ぐらいだろうか。女の子たちのグループが大騒ぎしながら衣装を選んでる。

　女の子ってコスプレするの何な故ぜか好きだよな……。僕にはわからない感覚だ。

「ん～、どれにしようかな～？」

　その中に交じって愛火も衣装を選びはじめた。ハンガーに吊つり下げられた大量のメイド服やらチャイナ服をためつすがめつしはじめる。

　この一角は男の比率が異様に低い。というか、プリントシール機が置かれたフロアには、そもそも男が数人しかいなかった。

　そこはかとない居心地悪さを感じつつ、僕も愛まな火びの隣で一緒に衣装を眺める。コスプリするときは二人で衣装を選ぶのが常。愛火はいつも『由ゆう吾ごはどれがいい？』って聞いてくる。『どれでもいいよ』なんて答えると地味に機嫌が悪くなるのだ。

　しかし、今日は違った。

「今日はあたしが一人で選んでもいいかな？　由吾はちょっと待ってて」

　異論はない。むしろ、救われたような気分で僕はコスプレコーナーから離れた。

　愛火は恐ろしく真剣な表情で衣装を吟味している。

　三学期のはじめ頃に、二人で一緒に進路調査票を書いたんだが……そのときよりも真面目な顔をしてたんじゃないかと思う。どんだけ重要なんだよ、コスプレ衣装。

　そして、一〇分後。

「……お、お待たせっ」

　着替え終わった愛火を見て、僕は口から魂が抜け出るかと思った。いや、出てきちゃいけないエクトプラズム的ななにかが軽く顔を出していただろう。

　幼なじみが身につけていたのは、メイド服だった。

　しかし、ただのメイド服じゃない。

　フリルがたくさんついたチューブトップ形の露出度の高いタイプだった。綺き麗れいな鎖骨だけでなく、大きく膨らんだ胸元が露あらわになっている。

　見ちゃいけないと思いつつも、ついつい視線が胸の谷間に釘くぎ付づけになってしまった。

　……愛火って、こんなに胸がデカかったのか？

　二つの大きな膨らみが、千せん尋じんの谷を作り出している。チューブトップのメイド服が今にも弾はじけ飛とびそうだ。

　セクシーなのは胸元だけじゃない。スカート丈もとんでもなく短かった。少し翻ひるがえっただけで、今にもスカートの中が見えてしまいそう。

　ニーソックスをはいた健康的な脚が、エプロンつきの超ミニスカートからすらりと伸びている。

　ロング手袋をつけた手で、愛火は恥ずかしそうにスカートの裾すそと胸元を押さえた。頬ほおを真っ赤に染めて尋ねてくる。

「ちょ、ちょっと派手だったかな？　似合ってないかも……」

「そんなことないって。なんつーか、その……すげえ似合ってると思うぜ」

　もちろん、お世辞じゃない。今の愛火を見れば、誰だれもがそう答えるはずだ。現に衣装を選んでる女の子たちやカップルたち――そのフロアにいる全員が幼なじみに見み惚ほれているしな。それぐらい愛火は可愛かわいかった。

「そ、そっか。それならいいけど。……恥ずかしいから、早く撮っちゃお」

　小走りに僕に駆け寄ってきて、愛火が手を掴つかんできた。僕を引っ張って空いているプリントシール機へと駆け込んだ。

　シール機の撮影ブースはカーテンによって個室のようになっている。

　二人きりになったら、少しだけ落ち着いたようだ。赤くなった顔を手で扇あおいで、幼なじみははにかむ。

「えへへ、こんな格好初めてだからドキドキしちゃった」

　……それは僕のセリフだ。つうか、現在進行形で僕はドキドキしてるぜ。

　ほんの少し視線を横に向けるだけで、愛まな火びの胸の谷間や綺き麗れいな鎖骨が見えるのだ。息を弾ませるたびに、大きな胸がたゆたゆと揺れている。動揺するなって方が無理だろ、これ。

「それじゃ、はじめよっか」

「お、おう……」

　二人で割り勘してコインを入れる。

　軽快な音楽が鳴り、スピーカーから可愛かわいらしい声が降ってきた。

『撮影モードを選んでね！』

　画面に二つのモードが表示される。



『なかよし♪　友だちモード！』

『ラブラブ　恋人モード！』

















　僕たちはこれまで『友だちモード』しか選択したことがない。撮影するときのポーズや撮り終えた写真にラクガキするときのパターンに差が出るらしい。

　顔を見合わせる僕たち。

「えーっと、どうする？」

「あ、あたしたち……恋人だもんね」

　愛まな火びはそーっと画面に手を伸ばし『恋人モード』をタッチした。

『スタートボタンを押すと撮影がはじまるよ！　案内に従って、ポーズを決めてね！』

　僕は緊張感が高まるのを感じた。

　プリントシールの撮影がはじまると、大抵の場合はさまざまなキメポーズを要求される。愛火は撮り慣れてるからか、いつも自然とポーズを取っていた。でも、僕はどうしても照れが出てしまって、ぎこちない格好になってしまうのだ。

　せめて珍妙なポーズで写るのだけは避けようと思ったのだが――もぎゅっ

　愛火が僕の腕に腕を絡めてきた。柔らかな感触が僕の二の腕に押し当てられる。

「お、おいっ!?　くっつきすぎだろ!?」

「スタートボタン、押しちゃうよ」

　耳の先まで真っ赤に染めた愛火は、僕の声を無視してスタートボタンをタッチした。



『唇に人差し指を当てて！　ナイショ話のポーズ！』

『二人で並んで、超びっくり！　驚いた顔をしてみて！』



　そんなアナウンスに従ってポーズを取る。



　――３！　２！　１！　パシャリ☆



　カウントダウンと共に、次々とシャッターが切られていく。

　ずーっと愛火に腕を組まれたままだったから、僕はドギマギしっぱなしだった。

　鎮まれ！　鎮まるんだ、オレの心臓！　暴走するんじゃない！

　自分の心臓に伝説の魔物が封印されている――そんな妄想に取とり憑つかれた中学二年生みたいなセリフを脳内で叫んでみるも、高鳴る鼓動は抑えられない。

　あっという間に撮影は進み、最後の一枚となった。

　スピーカーからポーズの指示が響いてくる。



『最後は二人で見つめ合って！　キス顔をしちゃおう！』



　き、キス顔だと!?　『恋人モード』には、そんなポーズの指示もあるのかよ!?

　僕の腕に手を添えたまま、愛まな火びはゆっくりとこちらを向いた。上目遣いに僕を見つめる。

　僕たちは撮影ブースの中で視線を絡め合わせた。

　永遠にも感じられる、数秒間の沈黙の後で。

　愛火は可愛かわいらしく唇を尖とがらせた。

「ねえ、由ゆう吾ご……」

　そっと瞳を閉じて、囁ささやく。



「……キス。ホントにしちゃっても、いいよ」



　幼なじみを見つめたまま、僕は固まってしまった。

　ゴクリ、と。生唾を飲み込む。

　不格好に唇を尖らせてみるも……顔を近づけることはできなかった。

　あまりにも不意打ちすぎて、咄とつ嗟さに反応できなかったのだ。

　僕はずっと『友だちモード』を選択してきたから、すぐには『恋人モード』に切り替えられなかったのかもしれない。



　――３！　２！　１！　パシャリ☆



　そのままシャッターが切られた。

『撮影は終わりだよ！　ラクガキブースに移動してね！』

　軽やかな音楽と共に、アナウンスが流れる。

　ゆっくりとまぶたを開いた愛火は、誤ご魔ま化かすように笑った。

「な、なんちゃって。あたしはキスなんてしたくなかったし。本気でキスしてきたら、ビンタしてやろうと思ってたのに」

「って、冗談かよ。ヘンなジョークはやめろよな」

　組んでいた腕を放して、愛火はため息を吐いた。

「……今日はあたし、頑張ってみたんだけどな」

　消え入りそうな声で続ける。

「あたしって、魅力ないかな……？」

「ん？　なんだって？」

　音楽に掻かき消けされて、僕にはよく聞こえなかった。

　妙に悲しげな顔をしているのが気になったから聞き返そうと思ったのだけれど。

「なんでもないっ！　ほらっ、ラクガキしに行こう！　時間がなくなっちゃうよ！」

　ヘッドドレスのついた頭を横に振って、気分を切り替えたように愛まな火びは満面の笑みを浮かべた。ミニスカートを翻ひるがえし、撮影ブースから飛び出していく。

　その後は、いつもの元気な幼なじみだった。

　二人でペンを使って、プリントシールにラクガキをしていく。日付の入ったスタンプを押したり、模様を付け足したり。

　手慣れたようすでラクガキをしながら、愛火は写真を見て笑った。

「あははは、由ゆう吾ごってばほっぺが真っ赤じゃん！　顔が隠れるようにヒゲつけといてあげるよ！　やだ、似合う！」

「おい、人の顔に泥棒ヒゲをつけるな！　お返しに愛火のオデコに肉と書いてやろう」

「なにすんの！　せっかく可愛かわいい格好してるのに！」

　二人で大騒ぎしながらラクガキをする。

　と、ふいに愛火が提案をしてきた。

「あ、そだ。ケータイに一枚、写真を送れるじゃない？　由吾のケータイに送るヤツ、あたしが選んでいい？」

「おう。構わないぞ」

　プリントシール機にはシールとして印刷されるだけじゃなく、写真データを一枚ケータイに転送できる機能がついているのだ。僕のスマホの写真フォルダには、愛火と撮ったプリク○が何枚も保存されている。

「一人でラクガキしたいから、ちょっと外に出てて！」

　愛火に背中を押されて、ラクガキコーナーから追い出されてしまった。

　一人でブースに残った幼なじみはペンを走らせて、写真にラクガキを続ける。

　ラクガキブースのカーテンの隙間から垣かい間ま見みえた愛火の横顔は、衣装選びをしているときと同じくらいに真剣だった。

　…………。

　……。

　ほどなくして僕のスマホが鳴動した。さっそくプリク○のデータが届いたようだ。

　メールを開いてデータを受信しようとすると、愛火がスマホの画面を手で覆い隠した。

「だーめ！　ウチに帰ってから見るようにね！　あたしが着替えてる間にコッソリ見たりしないでよ？」

　そんなにもったいぶるようなものかよ？　――そう思いつつも、僕は幼なじみに従い写真を確認するのはやめておくことにした。



　そんなこんなで、久しぶりの下校デートは終わった。

　たまに愛まな火びが暗い顔をしているのが気になったけれど、おおむね楽しく過ごせたのではないかと思う。



　　　×××



　翌日の放課後。学校指定の通学路。

　夕焼けによって茜あかね色いろに染まる土手沿いの道に、僕は自転車を走らせていた。

　微かすかに春の気配と冬の匂いが混じり合った川風を切ってペダルを踏みしめる。

　ママチャリの荷台から声が聞こえてきた。

「ほら、スピードが落ちているわよ、沢さ渡わたりくん。もっと漕こぎなさい」

「あんまりスピード出したら危ないだろうが」

　肩越しに振り返る。獅し堂どうが長い黒髪を手で押さえて、横座りに荷台に腰掛けていた。赤いマフラーとスカートの裾すそが風に翻ひるがえっている。

　どうして二人乗りなんかしてるかと言えば、もちろんいちゃいちゃの一環である。

　放課後になるなり、獅堂はこう切り出した。

　――沢渡くん。今日は一緒に帰りましょう。

　昨日は愛火と『下校デート』をした。獅堂も同じことをしたいのかと思ったら、どうやら違うらしい。

　獅堂は普段、お嬢さまらしくリムジンで送り迎えされている。昨日の下校中、車窓から自転車に二人乗りしている我が校の生徒を目撃したんだそうだ。

　そのカップルのマネをしてはどうかと獅堂は提案してきたのである。

　つまり、今日のいちゃいちゃ――テーマは『二人乗り』だな。

　ちなみに、僕は徒歩通学である。獅堂を家まで送ってやるために、わざわざ自宅まで一旦戻って買い物用のママチャリに乗ってきた。僕って偉いよな。然しかるべき機関が僕の頑張りを表彰すべきじゃなかろうか。

　川沿いの風景を眺めやりながら、獅堂は気分よさげな声で言った。

「自転車に二人乗りというのも悪くないわね」

「そうか？」

「ええ。私のためにアクセク働く沢渡くんを間近に眺められるのだもの。実に愉快だわ。子どもの頃の夢だった、ガレー船の船長になれた気分よ」

「どんな子どもだよ!?　そんな夢は川に投げ捨てろ！」

「どんな子ども？　決まっているでしょう。それはそれは可愛かわいらしい幼女だったわ。ただし、口癖が『愚民どもに死の鉄てつ槌ついを！』だったけれど」

「似合いすぎてて冗談に聞こえねえ……！」

「萌もえてもいいのよ？」

「誰だれが萌えるか！　そんなニッチなキャラに惚ほれるような趣味は持ってないよ！」

　くだらないことを喋しやべりつつ、夕日に照らされた道を自転車で走っていく。春が近いからか、夕暮れの風も冷たくは感じなかった。

　後ろから再び獅し堂どうの声が聞こえてくる。

「二人乗りは悪くないけれど、難点が二つあるわね」

「なんだ？　難点って」

「一つめは、おしりが痛くなってしまうことよ。荷台に長い時間座っているのは苦痛ね」

「ああ、そうか。クッションでも持ってきてやればよかったな。忘れてたよ。もし辛かったら立ってもいいぜ。立ち乗りするためのステップバーも着いてるからさ」

　正式名称はなんと言うか知らないけれど、車軸に取り付ける金属製のアレだ。妹と一緒にスーパーに行くために装着してある。

「座ったままで構わないわ。問題は、こんなにおしりを刺激されたら新たな快感に目覚めてしまうかもしれないという点よ」

「それは目覚めさせるな。永眠させといてくれ。……で、もう一つの難点ってのは？」

「あまり効果的ないちゃいちゃではないわね。トキメキは感じないわ」

　荷台に座ったまま、獅堂は足をブラブラさせる。

「そのうえ、危険だから沢さ渡わたりくんをからかって遊ぶこともできない。汎用性に乏しいわね。できることと言えば言葉責めぐらいよ。このノロマな豚野郎、さっさとペダルを漕こぎなさい」

　その言葉、どうせなら六む連つれくんに言ってやってくれ。きっと彼女は喜ぶだろうぜ――心の中でそう前置きしつつ。

「恋人同士で二人乗りするときの定番のセリフがあるんだよ。それを言えば、少しはラブ度があがると思う」

　何度か咳せき払ばらいをして、獅堂に声を掛けた。



「危ないから、しっかり僕につかまってろよ」



「つかまるって、どこにかしら？」

「……たとえば、僕の腰とか？」

「そういえば、昨日見たカップルは男子生徒の腰に女子生徒が手を回していたわね……。後ろから抱きつくような体勢だったわ」

「だろ？　密着することになれば、ドキドキ感も増すはずだ」

「…………」

　獅し堂どうは押し黙った。

　長い逡しゆん巡じゆんの後で――そっ、と。

　僕のオナカに片手が回される。

　脇腹の辺りで獅堂は手を開いたり閉じたりしていた。どんな風に手を置いていいのか迷ってるみたいだ。

　横向きに座ったまま、躊躇ためらいがちに僕の背中に頭をつける。

　抱きつくって感じじゃないけど、かなり密着度があがった。

「こ、こんな感じでいいかしら？」

「お、おう。そんな感じでいいと思うぞ」

　緊張してしまって、声がうわずってしまった。自分で提案しといてなんだけど、女の子と二人乗りするのってドキドキするな……。妹や愛まな火びを乗せるのとは大違いだ。

　背中に同級生のぬくもりを感じつつ僕はペダルを踏みしめた。鉄橋を走る列車の音、豆腐屋のラッパ、公園で遊ぶ子どもたちの声――夕暮れ時の音をＢＧＭにして、自転車は滑るように走っていく。

　しばらく川沿いの道を走っていくと、獅堂が口を開いた。

「沢さ渡わたりくん。前言を撤回させてもらうわ。二人乗りには一つだけ利点があるわね」

「なんだ？　利点って？」

　僕の身体からだにつかまっている獅堂は、その腕に微かすかに力をこめた。

「荷台に乗っていると、顔を見られないで済むのがいいわ」

　悔しげにも聞こえる口調で続ける。

「……私の顔は今、ちょっぴり赤くなっていると思うから」

　それについては全面的に同意しよう。

　ハンドルを握っている僕の顔も、沈みゆく夕日のように赤くなっているに違いない。

「……で、どうだ？　少しはドキドキできたか」

「そうね。悪くないわ。こんなに長時間男の子に身を委ねるなんて――抱きつき続ける機会なんて――めったにないもの」

「そりゃあよかった」

　今日のいちゃいちゃ――二人乗りは成功みたいだな。

「見て、沢渡くん」

　と、獅堂が背中越しに前方を指さした。河原の土手に桜の木が植えられている。三月のはじめだってのに桜がほころび出していた。

「もう桜が咲きそうだわ」

「学校に植えられてるのと同じで、早咲きの桜なんだな」

「卒業式の頃に満開になるそうよ」

　我が校の卒業式は三月の半ばに行われる。正確に言えば一〇日後だな。

「一応、あなたには伝えておくわ。卒業式で私が在校生の送辞を読むことになったの」

「ん？　どうして、おまえが？」

　送辞ってのは、普通は二年生の生徒会長が読むものだ。

「沢さ渡わたりくんと違って、私はとても優秀なの。なにせ学年主席だから。獅し子し神がみ学がく園えんはじまって以来の天才なのよ」

「おまえが優秀だってのに異論はないが、いちいち僕を引き合いに出す必要はないだろ……」

　獅し堂どうは一年時に行われたテストにおいて、ほぼ全教科で満点に近い成績だったそうだ。羨ましい限りである。

「お祖じ父いさまにお願いされたのよ。治療がうまくいっていることを確かめたいんじゃないかしら」

　獅堂は『青春症候群』を発症して以来、ずっと孤独の中にいた。クラスメイトを遠ざけるために学校行事も全て休んでいたのだ。

　しかし、治療をはじめた今は、そんなことをする必要がなくなった。普通の生徒と同じように生活ができる。

「いいことじゃないか。理事長先生もきっと喜ぶぜ。僕も卒業式を楽しみにしてるよ」

「そこで質問なのだけれど、在校生送辞ではどのレベルの下ネタまで許されるのかしら？」

「下ネタを織り込む気か!?　一切許されないに決まってるだろ！　卒業式の厳げん粛しゆくな雰囲気がぶちこわしだ」

「『卒業証書の入った筒をスポンスポン鳴らすことに、私は性的興奮を覚えます』とか、そのレベルならいいんじゃない？」

「絶対にダメだって！　つうか、どんな性癖だよ！」

　言い合いする僕たちを乗せて、自転車は軽快に走っていく。

　陸橋の下をくぐり抜けると目の前に坂が立ちはだかった。

「坂道だわ。降りた方がいいかしら？」

「いや、大丈夫だ。これぐらいサクっと登ってやるよ」

「頑張って、沢渡くん。後ろから応援しているわ。まるでガレー船の船長のようにね」

「それはもういい!!」

　気合いを入れてペダルを漕こぎまくる。

　気分がよかったせいかな。獅堂を乗せたままでも軽々と坂を登りきることができた――。





　獅し堂どうの治療は順調だ。

　これまで通り愛まな火びとも仲良くやれている。

　なにもかもがうまくいっているような気がしていた。

　恋人がいるのに別の女の子といちゃいちゃしなくちゃいけないなんて、一時はどうなることかと思ったけれど。

　治ち療りよう者しやになってよかった。僕の選択は間違ってなかったのだ。



　――そんな風に、勘違いしていた。



　　　×××



　さらにその翌日の放課後。学校指定の通学路。

　黄たそ昏がれ色に染まる川沿いの道を愛火と二人で歩いて帰宅していた。

「それにしても、びっくりしたぜ」

　妙に重たい足取りで僕の隣を歩いている幼なじみに微笑ほほえみかける。

「こんな短いスパンで、また一緒に帰れるなんて珍しいよな」

　おととい、愛火と一緒に下校デートをしたばかりだ。

「今日も部活は休みだったのか？」

　僕の問いに愛火は小さく首を横に振った。

「……ううん。普通に練習してるよ」

「おいおい、だったら出なくていいのかよ？」

「……いいの。今日も部活に出てる気分じゃないからサボっちゃった」

「今日『も』だって？　じゃあ、ひょっとしておとといもサボったのか？」

　暗い表情で愛火は頷うなずいた。二日もサボっちゃったのかよ。

　今にも泣き出しそうな辛そうな顔で幼なじみは小さく唇を噛かんでいた。コイツは明るさだけが取り柄みたいなヤツなんだ。こんな表情は似合わない。

「風邪でもひいたのか？　この間僕が寝込んだときは、おまえに看病してもらったからな。今度は僕が看病してやるぞ」

「体調が悪いわけじゃないよ……」

「それじゃ、どうして部活をサボったんだ？　なにかあったのか？」

「…………」

　愛火はすぐには答えなかった。

　しばらくの間、河原の土手に伸びる長い影を見つめ続ける。

　と、長い沈黙の後で震える声で呟つぶやいた。

「あ、あたし、ラクロス部やめちゃおっかな……」

「はあ？　なに言ってんだよ？　愛まな火び、あんなに頑張ってたじゃないか！　レギュラーになれるかもって張り切ってたのに！　僕も応援してるから頑張れよ！」

「で、でもさあ……」

　愛火は顔を上げた。切なげな瞳で僕を見つめる。

「部活をやめれば、こうして一緒に帰れるでしょ？　由ゆう吾ごと二人でいる時間がもっと増やせるもん……」

「そんなことのために、部活をやめるっていうのか……？」

　茜あかね色いろに染まる土手の上で幼なじみは立ち止まった。僕を睨にらみ付つけて声を張り上げる。

「そんなこととはなによ！　あたしにとっては大事なことなの!!」

　小さく唇を噛かんで、消え入りそうな声で続ける。

「二人でいる時間が増えれば……もっと由吾と恋人っぽく過ごせたかもしれない……。幼なじみじゃなくて、恋人同士になれたんじゃないかな……」

『幼なじみ』と『恋人』。

　この二つの関係にどんな差があるのか、僕にはよくわからない。

　しかし、それ以上に気になる点があった。

　どうしてコイツは過去形で喋しやべってるんだ？

　恋人っぽく過ごせたかもしれない、なんて。

　どうして過ぎ去った日々を語るような口調なんだよ？

　僕の疑問は口にすることはできなかった。

「ねえ、由吾……」

　愛火の瞳に涙が浮かぶ。夕日を浴びて、大粒の滴がルビーのように輝いた。



「由吾は、獅し堂どう吹雪ふぶきさんのことが……好きなの？」



　あまりにも不意打ちなセリフ。僕は言葉に詰まってしまう。

「隣のクラスのあたしだって、獅堂さんのことを知ってるよ。彼女、有名だもんね。冷たい雰囲気だけど、すごく綺き麗れいだし……」

　幼なじみは悲しげな口調で、なおも言い募った。

「あ、あのね……由吾と獅堂さんが屋上にいるところを見たっていう友だちがいるの。ベンチで抱き合ってたみたいだって言ってた……」

　僕たちの姿を誰だれかに見られてたのか……？

　あのとき、僕と獅堂は抱き合っていたわけじゃない。『だ～れだっ？』という、待ち合わせのマネゴトをしていたんだ。だけど、そんなのどうやって説明したらいいんだ？

　愛まな火びは血を吐くような苦しげな声で、言葉を絞り出した。

「それだけじゃないよ。由ゆう吾ごが風邪をひいてたとき、獅し堂どうさんが保健室まで付き添ってってあげたらしいじゃない。そのまま二人は戻って来なかったって聞いた……」

「…………」

　午前の授業中にラブラボに行って、そのまま僕たちは教室へは戻らなかった。

　クラスメイトから見たら怪しげな行動に映ったかもしれない。

「その話を聞いても、あたしは浮気だなんて考えなかったよ。由吾を信じてたもん。なにかの間違いだって、そう思ってた……。二人で『下校デート』したときも由吾は優しかったし……」

　ああ、そうか。愛火がいきなり下校デートに誘ってきたのは、僕と獅堂が浮気しているかもしれないという噂うわさを聞いたからなんだな……。

　不安な気持ちを打ち消すために遊びに誘ったに違いない。あのとき暗い顔をしていた理由がようやくわかった。

「でもね、ラクロス部のセンパイが教えてくれたの。獅堂さんと自転車で二人乗りしてたらしいね……。写メも見せてもらったよ……」

　思わず、僕は手のひらを額に当てた。

　……僕はバカか。どうして誰だれかに見られるって想定をしなかったんだ。獅堂と自転車で二人乗りなんてしていたら目立つに決まってるじゃないかよ。

　油断なんて言葉じゃ足りない。最低の大ポカをやらかしていた。

「写メに映ってた由吾……。すごく楽しそうだった……。二人とも、まるで恋人同士みたいだったよ……」

「いや、それは……違うんだ……」

　屋上で待ち合わせのマネゴトをしたのも。彼女に看病してもらったのも。二人乗りして獅堂を家まで送っていたのも。

　全ては反論の余地なく事実だ。

　僕と獅堂はいちゃいちゃしている。

　事情を知らない人からしたら、恋人同士のように見えるだろう。

　だけど、浮気じゃない。僕たちがしているのは純然たる治療行為。

　いちゃいちゃを補給しなくちゃ日常生活が送れない獅堂のために、仕方なく行っていることなのだ。

『青春症候群』のことは、獅堂から口止めされている。

　それを伏せたまま、誤解を解くにはどうしたらいい？

　僕が置かれている難しい状況を理解してもらうには、なんて説明したらいい？

　ウソはつきたくない。だけど、浮気なんてしていないとわかって欲しい。

　懸命に答えを探す僕を見上げて、愛まな火びは悲しそうに笑った。

「……えへへ、困ったなあ。言い訳すらもしてくれないんだね。どんな言い訳でも信じてあげるつもりだったんだけど……」

「待ってくれ！　これには理由があるんだ！」

「……もう、いいよ」

　愛火の瞳から涙の滴がこぼれ落ちた。

　ぽろぽろ。ぽろぽろ――涙が頬ほおを伝っていく。

「こんなことなら、告白なんてしなきゃよかった……。恋人になりたいなんて思わなければ、ずっと幼なじみでいられたのに……。あたしって、本当にバカだね……」

「――頼むから、泣かないでくれよ。僕はおまえの泣き顔だけは見たくないんだ」

　歩み寄って、指先で涙を拭おうとした。

「や、やめてよ！　優しくしないで！」

　しかし、その手を振り払われた。涙に濡ぬれた瞳で僕を睨にらんでくる。

「優しくされたら、また勘違いしちゃうじゃない！」

　涙で顔をくしゃくしゃにして、幼なじみは苦しそうに声を震わせた。赤い夕日が愛火の顔に暗い影を落とす。

「由ゆう吾ごは優しいから、あたしの告白にＯＫしてくれただけなのに……。また恋人になれるかもって勘違いしちゃうよ……」

　その場の空気に堪こらえきれなくなったように、愛火は歩き出した。

　涙に濡れた顔をマフラーで隠し、ぐすぐすと鼻を鳴らして僕の脇を抜けていく。

「おい、愛火！　待てよ！」

　このまま帰すわけにはいかない。慌てて後を追った。

　だけど、愛火は振り返らずに懇願してきた。華きや奢しやな背中が震えている。

「お願い。今は一人にして……」

　僕は立ちつくすことしかできない。

　心臓を掴つかまれているみたいに胸がひどく痛んだ。





　その夜、幼なじみに何度も電話やメールをしてみたけれど返事はなかった。

　翌日、学校で顔を合わせたとき、僕を見るなり愛火は視線を逸そらした。しかも、声を掛けると辛そうにうつむいてしまう。

　なにを言っても、こう返事をするばかりだった。



「……ごめんね」



　幼なじみの苦しげな顔を見るのは無視されるよりもキツい。

　話しかけることすらも僕にはできなくなった。

　そして、気がつけば。

　幼なじみですらなく、まるで他人みたいな距離感になっていた。



　　　×××



　数日後。金曜日の放課後。

「……すまん、獅し堂どう。なに言ってるか、よくわからないんだが」

　僕は疑問の渦の中へと投げ込まれた。

　愛まな火びとの仲がギクシャクしてしまったこともあって、僕は獅堂といちゃいちゃする気分になれなかった。

　だから、二日間ほど治療を休んだ。

　しかし、あまりに期間を空けすぎては獅堂を苦しませることになってしまう。

　平静を装ってラブラボへ向かった僕の胸に、獅堂の言葉が突き刺さった。



　――沢さ渡わたりくん。もういちゃいちゃしなくても結構よ。



　ソファに腰掛けたクラスメイトは、入学直後のような冷たい顔に戻っていた。ガラス玉みたいな感情のこもらない瞳で僕を見やって。

「難しい言葉を使ったつもりはないけれど、どこがわからなかったのかしら？」

「言葉の意味はわかってるよ。でも、どうして突然、そんなこと言うんだ？　ひょっとして青春症候群が治ったのか？」

「治ってはいないわ。ただ単純に、沢渡くんをクビにしようと思っただけ。あなたを治ち療りよう者しやから解任するわ」

　優雅に脚を組みかえて、獅堂は長い髪を手で払った。

「有り体ていに言ってしまえば、沢渡くんに飽きたのよ」

　……なんて勝手なヤツだよ。

　元はと言えば、僕は獅堂に強引に治療者をやらされたんだ。

　コイツに巻き込まれていなければ、愛火との仲がギクシャクすることもなかったかもしれないのに……。

　カチンときそうになった気持ちを堪こらえて、冷静に尋ねた。

「…………。僕をクビにするっていうなら、それで構わない。僕の方から望んではじめたことじゃないしな。でも、おまえは大丈夫なのか？　今後の治療はどうするんだ？」

「治療は続けるわ」

「誰だれといちゃいちゃするつもりだよ？」

「……あなたではない、どこかの誰かよ」

　獅し堂どうはフンと鼻を鳴らした。どこまでも冷たい声で言い放つ。



「いちゃいちゃするのは誰でもいいの。あなたである理由はない」



「…………」

　僕と獅堂は好きあってるわけじゃない。

　彼女との関係は偶然からはじまった。

　放課後の教室で発作に苦しんでいる獅堂に、僕がたまたま出くわして。

　彼女を無視せずに、声を掛けて。

　堪こらえきれず獅堂が僕にキスをして――。

　そして、いちゃいちゃ生活がはじまったのだ。

　僕でなきゃいけない理由なんて、初めから一つもなかった。

　僕はただ、巻き込まれただけ。獅堂吹雪ふぶきの気まぐれに付き合わされただけ。



　だけど、なぜか胸が軋きしんだ。



　いちゃいちゃするのは、誰でもいい――その言葉がトゲのように僕の心に引っかかる。

「沢さ渡わたりくんのおかげで治療に踏み切れた。そのことは感謝をしているわ。でも、あなたとの関係は今日でおしまい」

　ソファから立ち上がって、獅堂は凍り付くような眼まな差ざしで僕を見つめた。

「最後に言い残すことはあるかしら？」

　心の整理がつかない。よくわからない感情が渦巻いている。

　ぐちゃぐちゃな頭で絞り出した言葉は、

「……本当に大丈夫なんだな？」

　そんな問いだった。

　呆あきれたように獅堂は微かすかに目を見開く。

「最後にする質問も、それなのね。あなたは本当にお人ひと好よしだわ。……私は大丈夫。あなたよりも、もっと素敵な治ち療りよう者しやを見繕っていちゃいちゃするわ。今後は私に関わらないでちょうだいね。声を掛けたら退学にするわよ？」

　お出口はあちらと言いたげに、獅し堂どうはドアを指さした。

　獅堂が『大丈夫だ』と言うなら、僕にできることはもはやなにもない。

　僕は黙って頷うなずいて、ラブラボを後にした――。



　　　×××



　沢さ渡わたり由ゆう吾ごと飛鳥あすか井い愛まな火びと獅堂吹雪ふぶき。



　初カレと初カノ。

　青春症候群の患者と、その治ち療りよう者しや。



　僕を基点とした、二つの関係性――。



　その歪いびつさを僕は忘れていた。

　不安定さから目を逸そらして、『全てがうまくいっている』なんて勘違いしてしまった。



　油断していた僕をあざ笑うかのように。

　僕たちのいちゃいちゃ生活は、唐突に終わりを告げたのである。










　　　僕の犯した、最大の過ち





　数日後の夕方。僕は自宅近くにある公園のベンチに腰掛けていた。

　ブランコと滑り台、それと砂場があるばかりの小さな公園だ。昔はもっとたくさんの遊具があったけど、子どもが遊んでいて怪け我がをしたらしくほとんどが撤去されてしまった。

　高校生になった今見るとショボい公園だと思う。

　でも、幼い頃の僕と愛まな火びにとってはこの場所は遊園地みたいなものだった。何度も二人で遊んだっけ。

　小学生も高学年になる頃には公園では遊ばなくなった。

　しかし、僕と愛火の特別な場所であることは、ずっと変わらなかった。

　しょっちゅうケンカをする僕たちが仲直りをするのは、いつもこの公園だったのだ。

　どちらからともなくメールで相手を呼び出す。そして、顔を合わせて、どちらからともなく謝る。

　そうすれば、どんなに激しいケンカをしても仲直りすることができた。

　翌日にはケンカをしたことも忘れて、いつも通りに笑い合えるようになるんだ。

　――ふいに冷たい風が吹き抜けた。

「……寒っ」

　寒の戻りってヤツなのか。今日はとても寒い。

　午後五時を過ぎている。部活を終えた愛火が帰ってくる頃には、もっと寒くなるだろう。

　ダウンジャケットの襟をかき合わせて、公園のベンチから家並みを眺める。

　すぐ近所に建っている赤い屋根。それが愛火の家だ。

　幼なじみが帰宅した頃を見計らってメールをし、アイツに公園へ来てもらう予定だった。

　脳裏に愛火の顔が浮かぶ。

　想像の中のアイツは元気に笑っていた。

　いつだって僕のそばにいて、愛火はニコニコしていた。

　気がつけば、僕にとって愛火は『空気』みたいな存在になっていたのかもしれない。

　そこにいるのが当たり前で、普段は意識しないけれど。

　顔を合わせなくなるだけで、こんなにも苦しいのだから……。

　僕と愛火にとってこの公園が特別な場所だったとしても、今回のことは簡単に仲直りできるとは思っていない。

　たとえ、仲直りができても、これから先も恋人として付き合っていけるのかわからない。

　だけど、それでも構わなかった。

　幼なじみとしてでもいいから、一刻も早く愛火との関係を取り戻したかったのだ。

　アイツがいない生活なんて、僕にはもう考えられない。

　話しかけられることすら嫌がっていた愛まな火びに、どうして仲直りを持ちかけようと決心したのか――僕が思いきったのには二つの理由がある。

　一つは、獅し堂どうのことだ。

　僕を無む理り矢や理り治ち療りよう者しやにして振り回した挙げ句に、いきなりお役ご免にしやがった。飽きたオモチャを捨てるみたいに、突然に。

　なぜクビになったのか僕にはさっぱりわからない。獅堂はいつも突拍子もないことをするけれど、今回は極きわめつけだ。

　もう一度、彼女に真意を確かめたいと思った。

　だが、あの日以来獅堂は学校を休んでいる。

　もう三学期も終わりに近い。ひょっとしたら、このまま新学期がはじまるまで学校には来ないつもりなのかもしれないな。

　あのときの獅堂の態度には、未いまだに引っかかっているところもあるのだけれど……こうなってはどうすることもできない。

　僕は前向きに捉えることにした。

　恋人がいるのに別の女の子といちゃいちゃしなくちゃいけない――そんな歪ゆがんだ状況が改善されたんだ。これからは愛火との関係に集中できる。

『獅堂と僕はなんでもないんだ。自転車で二人乗りしていたのは、たまたまアイツを送っていくことになっただけだよ。これからは獅堂とは口も利かないと誓う。だから、許して欲しい』

　そんな風に、愛火に謝るつもりだった。

　それから、もう一つ。

　なんとしてでも愛火と仲直りしようと決意するに至いたった、大きな理由。

　僕はスマホを取り出した。先日撮ったコスプリの写真を表示させる。

　愛火と二人で撮ったプリ写真。アイツに『後で見てね』と言われて以来、いろいろあって確認するのをすっかり忘れていたのだ。

　昨日になって思い出し、ようやくデータをダウンロードした。

　薄暗い公園に明かりを灯ともしたように、スマホの画面が明るく輝く。

　モニターに表示されたのは、見つめ合う僕と愛火の姿。

　メイド服を着た愛火が可愛かわいらしいキス顔をしていて。

　幼なじみの前で、僕が戸惑いの表情を浮かべて強こわばっている。

　そんな恥ずかしい一枚だ。

　ハートマークや星形のスタンプで僕たちの周囲が飾られている。下の方に愛火の文字でこんな言葉がラクガキされていた。



　――もっと由ゆう吾ごといちゃいちゃしたいな



　冗談めかした、幼なじみの願い。

　この言葉で僕は自分が犯していた大きな過ちに気付いたのである。

　僕は大事なことをしていなかった。

　恋人同士が行うべき、一番大切ないちゃいちゃ行為をしていなかったのである。

　いや、正確に言うなら、愛まな火びとはほとんどいちゃいちゃしていなかった。

　多少の触れあいはあったけど、その全ては愛火の方からアプローチしてくれたものだ。

　獅し堂どうとは懸命にいちゃいちゃしようとしていたのにさ……。

「ごめんな……。愛火……」

　僕は画面の中の幼なじみを見つめ続けた。スマホの電池が熱を持ち、かじかんだ指先が仄ほのかに温まる。愛火と手を繋つなぎあったときのことが思い出された。

「おまえと仲直りができたら、次はちゃんと恋人同士になれるように頑張るからさ……」

　午後六時も近い。辺りは暗くなっていた。

　そろそろ愛火は帰宅してくる頃だろうか。

　大きく一つ、白い息を夜空に吐いて。僕はメーラーを立ち上げる。

『話がしたい。いつもの公園で待ってる』

　それだけ入力して、愛火にメールをしようとした。

　送信ボタンを押す――その直前。

「冴さえない表情をしているね。ただでさえ冴えない顔に磨きが掛かっているよ」

「うおっ!?」

　すぐ近くでいきなり声がして、僕はスマホを取り落としそうになる。

　と、数度の明滅の後で、公園の外灯がついた。スポットライトみたいに丸く切り取られた光の中に一人の少女が立っている。

　ダッフルコート。白いシャツに大きなボタンがついたショートパンツ。ニーソックスとハンチング帽。一見、男の子にも見えるユニセクシャルな服装だ。美少女探偵としてデビューできそうな感じ。

「だ、誰だれだ!?」

「誰だとはご挨拶だね。六む連つれ晶あきらだよ」

「って、六連くんか……。私服だったから気付かなかったよ」

　六連くんは自分の格好を見下ろして、自嘲気味に肩を竦すくめた。

「制服と執事服以外はめったに着ないからね。きみが驚くのも無理はない。悲鳴を上げたのは許してあげるとしよう。できれば、驚いたショックで心臓が止まればなおよしだったんだが、それは高望みというものかな」

　いつも通りの手厳しい発言をする六む連つれくん。

「なんの用だよ？　というか、よく僕がここにいるってわかったな」

「きみに話があって家を訪ねたんだ。そしたら、妹さんが公園じゃないかと教えてくれてね」

　六連くんは歩み寄ってきて、僕の隣に腰掛けた。なにかを差し出してくる。

「今日はとても寒い。これでも飲みたまえよ。ぼくのおごりだ」

　ホットの缶コーヒー――かと思ったら違った。スチール缶のラベルには『激辛！　おしるこドリンク！』と書かれている。なんだ、これ……？

「自動販売機に売られている中で、最も微妙な飲み物を選んであげたよ」

「……サンキュ」

　せっかく買ってきてくれたのだから文句は言わないでおこう。お礼を言ってタブを開けた。恐る恐る口に含んでみる。

「げぼあ!?」

　恐ろしくマズかった。甘ったるいおしるこにタバスコを混ぜたような味だ。

「残さず飲んでくれたまえよ」

　苦く悶もんする僕をニヤニヤと眺めながら、六連くんはカフェオレの缶を取り出した。フタを開き、缶を両手で握って何度もふーふーする。どうやら彼女は猫舌のようだ。

　二重の意味でホットなおしるこドリンクをもう一口飲んで、僕は尋ねた。

「……で？　なんだよ、話って」

　六連くんは奇妙な数字を口にした。

「およそ、一一億分の一だ」

「？？？」

「きみの所属する一年Ｂ組の生徒は三三名。全員でくじ引きをして、吹雪ふぶきさまが窓際の一番後ろの席。きみがその隣の席に座る確率はおよそ一〇五六分の一。席替えを二回行ったとして、一年間ずっと二人の座席の位置が変わらない確率は一一億分の一だ。計算違いはあるかもしれないが、途方もない確率であることは間違いない」

「……確かにそうだな。すげえ偶然もあったもんだと僕も感心してたよ」

「本当に偶然だと思うかい？」

「え……？」

「沢さ渡わたりくん。きみはこう言っていたね。『世話係である僕が、どうして吹雪さまと同じクラスにならないのか』、と。学校を運営している獅し堂どう家の力を使えば、生徒の所属クラスを差配することなど造作もないことは、きみも想像している通りだ。それと同様に生徒の座席の位置を決めることもできると考えたことはないのかい？」

　席替えのくじ引きを取り仕切っていたのは、担任の久く遠おん寺じ先生だ。先生がなんらかの裏工作をすれば、席替えの結果を任意に操作できる。

「……僕が隣の席にいることを、獅し堂どうが望んだっていうのか？」

「そう。そして、きみが一年Ｂ組所属であることも、吹雪ふぶきさまが望んだからだ」

「待ってくれ。僕はレオ高に入って、初めて獅堂に会ったんだぜ？　彼女は入学前から僕のことを知っていたっていうのか？」

「知っていた。幼い頃に吹雪さまときみは出で逢あっている」

「どこでだよ？　……なにかの間違いだろ。まったく記憶にないぜ？」

「病院」

　答えを言われても記憶になかった。

　首を傾かしげる僕に、六む連つれくんは抑揚に乏しい声で補足説明をしてくれた。

「きみが飛鳥あすか井い愛まな火びと出逢った病院だ」

「あそこに獅堂もいたのか？」

「飛鳥井愛火と同室のベッドに、吹雪さまも入院してらっしゃった」

　そういえば、愛火の隣のベッドには『気難しい女の子』が入院していた。大泣きする愛火に文句を言ったそうだ。まさか、そのコが……？

「当時、吹雪さまは身体からだが弱くていらっしゃった。何度かご病気をなさって入院したことがあってね。そこで、吹雪さまはきみと飛鳥井愛火とのやり取りを目撃したというわけだ」

　毎日のように僕は愛火を見舞っていた。そのようすを獅堂は隣のベッドから見ていたのか……。

「ぼくは幼い頃から吹雪さまにお仕えしてきたから、よく知っている。吹雪さまは入院することを心細く思ってらっしゃった。本来なら獅し子し神がみグループで運営する病院の個室に入院するところだが、相部屋を選択なさったのもそのためだよ。嗚あ呼あ、澄ました顔しているのに、実は寂さみしがり屋やだなんて……吹雪さまはなんて可愛かわいらしいのだろう。幼い吹雪さまを抱きしめてクンカクンカしたい！　ぎゅーっと抱きしめたい！　体操着姿で踏みつけられたい！　上履きでグリグリしてもらえたらなおよしだ！」

　自分の肩を抱いて身み悶もだえする六連くん。その頃から獅堂にハマってたのかよ。業が深いな……。

　コホンと咳せき払ばらいをして、六連くんは続けた。

「失礼。話を戻そう。……隣のベッドで泣きじゃくる少女の元へ颯さつ爽そうと現れ、彼女を癒いやそうと懸命になるきみの姿を吹雪さまがどんな気持ちで見つめてらっしゃったのか……僕には想像もつかない。だが、悪いようには思ってらっしゃらなかったのだろう。なにせ一〇年後、獅子神学園高等部に沢さ渡わたりくんが進学すると知るや、同じクラスの隣の席にきみを配置させたのだからね」

「それならそうと言ってくれりゃよかったのに……」

「言うって、なにをだい？　『私は飛鳥あすか井い愛まな火びの隣のベッドで盗み聞きをしていた少女です』と、吹雪ふぶきさまが自己紹介すればよかったとでもきみは言うのかい？」

「まあ、確かに……それもヘンだけどさ。隣の席に僕を据えといて、それきり無視するってのもおかしな話だろ」

「これはぼくの想像でしかないのだけれど……吹雪さまは沢さ渡わたりくんに好意を抱いたわけではないと思う。しかし、きみのことを『信用』していたとは思うんだ」

「信用……？」

「きみは入院していた飛鳥井愛火を励ますために懸命になっていたろう？　そのようすを吹雪さまは隣で見ていた。沢渡くんが苦しんでいる女の子を見捨てるような少年ではないと――親身になって解決のために努力してくれる男の子だと吹雪さまは認識したんだ」

　僕はそんな上等な人間じゃないから、過剰に褒められているようでこそばゆい。

　図に乗るなよと言いたげに僕を睨にらみ付つけてから、六む連つれくんは口を開く。

「吹雪さまは『青春症候群』を患っている。発作が起きたら近くにいる異性と性的な行為を行いたくなってしまう。女の子にとって、それは恐怖だ。だから、もしも発作が起こったときは、きみのような信頼のおける男に近くにいて欲しいと吹雪さまは考えたんじゃないだろうか」

　……六連くんの推測は、決して突拍子もないものではない。

　なぜなら彼女の言うとおりのことが実際に起こってる。

　隣の席にいたからこそ、僕は放課後の教室で発作を起こしていた獅し堂どうを誰だれよりも早く見つけることができた。

　獅堂の病気につけ込んで、いかがわしいことをするような輩に見つかっていたら――いや、そんな想像はしたくもないな。

「僕が治ち療りよう者しやに選ばれたことは、単なる偶然じゃなかったんだな……」

「本当のところは、わからない。全てはぼくの推測さ」

「推測でいいから、もう一つ教えてくれ。アイツはどうして僕をクビにしたんだ？」

「さあね。それはぼくにもわからないよ」

「ひょっとして僕以外の治療者が見つかった、とか……？　学校を休んで他の治療者といちゃいちゃしてんのか？」

「新しい治療者どころか、吹雪さまはきみ以外の男性とは会話すらしていないよ。ご自宅で過ごしてらっしゃる。吹雪さまは『発作が起こる気配はないから治療も必要ない』と仰おつしやられていたけどね……」

「そうか……」

　ようやく六連くんはカフェオレの缶に口をつけた。温度を確かめるように一口飲んで。

「……沢さ渡わたり由ゆう吾ごくん。くれぐれも勘違いしないでくれたまえよ。ぼくは、きみが嫌いだ。今でも死ねばいいと思っている。ていうか、今すぐグネれ。身体からだ中じゆうの関節が予期せぬ方向に曲がれ」

「おまえが望む死に方は嫌なものばかりだな！」

　細い喉を鳴らして六む連つれくんはカフェオレを一気飲みする。

　大きなため息を吐くみたいに、六連くんは白い息を夜空に吐き出して。

「……だけどね、沢渡くん。認めたくはないが、きみとの治療が一定の成果をあげていたのも事実なんだ。きみを治ち療りよう者しやにして以来、吹雪ふぶきさまはとても楽しそうだった」

「……ああ、そうだな。それは僕も感じてたよ」

　獅し堂どうの雰囲気は、徐々に変わっていったように思う。

「悔しいけれど、ぼくにはできなかったことだ……」

　ポツリと付け加えるように呟つぶやいて、六連くんはベンチに空き缶を置いた。

「『青春症候群』の事情を知っているのは、学園内でもごく一部の人間だけ。寒かん一いち郎ろうさまとぼく、そしてきみぐらいのものだ。教師ですらも知らされてはいない」

　六連くんは姿勢を正してベンチに腰掛け直す。

「ぼくはきみが嫌いだ。だが、愛する吹雪さまが苦しむのはもっと嫌なんだ。きみは治療者を解任されたが、Ｂ組において吹雪さまのおそばにいる人間であることに変わりはない。そして、吹雪さまに一度は信頼された男でもある」

　帽子を脱いで、執事少女は深々と頭を下げた。

「執事として、頼む。ぼくの目の届かないところで、もしも吹雪さまになにかがあったら……助けて差し上げて欲しい」

「…………」

　すぐには言葉が出なかった。

　六連くんの教えてくれた情報が衝撃的すぎて……なんて答えていいのかわからなかったんだ。

　しかし、迷った末に、僕は頷うなずいた。

「……わかった」

「そうか。その言葉を聞いて安心したよ。あと、しかるべきのちにきみには死んでもらいたい。できるだけ苦しみ悶もだえる方法で頼む」

「それはお断りだ!!」

「ちっ」

「舌打ちすんな！」

　六連くんは顔を上げた。立ち上がって帽子を被り直す。

「話は以上だよ。邪魔をしたね」

　さっさと公園を後にしようとした。

　しかし、暗がりの中で振り返らずに口を開く。

「ああ、そうだ。きみは飛鳥あすか井い愛まな火びとケンカをしているようだね」

「……まあな」

「さっさと仲直りをしてくれたまえよ。飛鳥井さんはぼくの所属するＡ組のムードメーカー的な立場なのだ。彼女が暗い顔をしているとクラス全体が暗くなるからね」

「僕だって仲直りしたいと思ってるさ……」

「ならいいけれど」

　六む連つれくんはそれ以上なにも言わずに去っていった。

　薄暗い公園で僕は再び一人になる。

　スマホを操作し、愛火に送ろうとしていたメールを表示させた。送信ボタンに指を伸ばそうとしたけれど……やめた。ゴミ箱マークをタッチしてメールを消去する。

　愛火と仲直りしたい。その気持ちに変わりはない。

　だけど、先ほどまでの強い決意は霧消してしまっていた。

　代わりに、獅し堂どうの言葉がリフレインする。



　――いちゃいちゃするのは誰だれでもいいの。あなたである理由はない。



　チクリ、と。

　心の奥に刺さったままの小さなトゲが痛みを発した。

　いったい僕は、どうすりゃいいんだよ……？

「くそっ……。情けねえな……」

　思い悩むことしかできない自分に苛いら立だちを感じながら、六連くんにもらった激マズなドリンクを飲み干した。空き缶を二つ、ゴミ箱に放り投げて公園を後にする。

　結局、その日も愛火と仲直りすることはできなかった――。



　　　×××



　その後も大して状況は変わらなかった。

　愛火は相変わらず悲しげな顔をしていたから、声を掛けることはできなかった。メールを送るのも憚はばかられてしまう。

　獅堂はあの日以来、学校を休み続けていた。彼女のメールアドレスを知らない……というか、ケータイを持っているかどうかすらわからないから連絡を取ることもできなかった。僕にできるのは、教室の窓際にある空席を眺めていることだけ。

　悶もん々もんとした気分のまま、ただ時間だけが過ぎていく――。

　そして、数日後。

　空気はさらに春めき、校庭に植えられた早咲きの桜が花開き出した頃。



　――事件は起こった。



　　　×××



　三月一二日。その日は、獅し子し神がみ学がく園えん高等部の卒業式の日だ。

　式のはじまる一〇分前。体育館はざわめきに包まれていた。在校生や父兄は既に体育館に入っており、卒業生の入場を待っている状態である。

　体育館の後方に設置された在校生の席に座った僕は、つい視線を動かして周囲を見回してしまった。

　僕のすぐ近く。Ａ組の生徒が列席している中に――いた。

　愛まな火びがうつむき加減に座っている。僕の位置からでは幼なじみの横顔しか見えない。垣かい間ま見みえた表情だけでもアイツが悲しげな表情をしているのがわかった。

　愛火の暗い顔を見ていると胸が締めつけられるような気分になる。

　幼なじみから目を逸そらし体育館に視線を這はわせる。

　僕たち在校生の前に父兄の観覧席。さらにその前方、ステージと対面する位置に卒業生の席がある。卒業生の席は入場前だからまだ空席だ。

　壇上に向かって左側に来賓席。

　市長さんや教育委員会の偉い人たちに並んで、袴はかま姿すがたの杖を持った老人が座っていた。

　あのお爺じいさんが、獅子神学園の理事長にして獅子神グループの総帥、獅し堂どう寒かん一いち郎ろうだ。

　理事長室に掛けられた写真を見たときは、なんて厳いかめしい爺さんだと思ったけれど、実物は何倍もヤバかった。遠目に見ても威圧感みたいなものがオーラのように迸ほとばしっている。ぶっちゃけ、怖い。

　理事長さんの後ろにＳＰらしい黒スーツの男たちが控えているのも緊張感を増しているな。隣に座っている校長先生が可哀かわい想そうなぐらいに縮こまっていた。

　理事長のいる来賓席のすぐ近くに――見つけた。

　孫娘である獅堂吹雪ふぶきが着席していた。

　彼女は在校生代表として送辞を読むために、僕たちとは離れたその場所に控えているのだ。

「なんつーか、久しぶりだな……」

　口の中で、僕は呟つぶやく。

　アイツはずっと学校を休んでいた。一週間以上、顔も合わせていない。

　獅し堂どうは相変わらず他人を拒絶する『孤高さ』みたいなものを漂わせていた。お爺じいさんとは別の種類の冷たい威圧感。

「……うん？」

　ふと、獅堂の纏まとう空気に違和感を覚えた。久しぶりに顔を見たからかな……？

　ただクールなだけじゃない。なにか別の雰囲気を感じる。

　その感覚の正体を探ろうと彼女の横顔を遠くから眺め続けていると、ふいに春風が体育館に吹き込んできた。爽やかな風が僕の前髪を揺らす。

　入り口の扉が開き卒業生が入場し始めたのだ。

　仕方なく僕は目線を前へと戻した。

　胸元に花を飾った卒業生たちが座席へと座っていく。

「――ただいまより、第九六回獅し子し神がみ学がく園えん高等部、卒業式を行います」

　司会進行役を務める教頭先生のアナウンスで卒業式がはじまった。

　在校生である僕たちは号令に合わせて起立して、着席して、来賓の方々のありがたいお言葉を拝聴して、校歌を唄うたって――やることはそんなもんだ。

　在校生の列にいる女子生徒のすすり泣きが聞こえてきた。

　愛まな火びもハンカチを握りしめ、声を殺して肩を震わせている。

　アイツは涙もろいからな。部活のセンパイとの別れを悲しんでいるんだろう。グスグスと微かすかに鼻を鳴らしているのが僕の位置からでもわかった。

　声を抑えてすすり泣く幼なじみを見ていたら、僕の脳内に愛火と出会ったシーンがリフレインする。

　あのときもアイツは病室で声を忍ばせて泣きじゃくっていた。幼き日の僕は愛火の涙を止めてやることが自分の使命のように感じたのだ。

　高校生になった今でも、その気持ちに変わりはない。

　たとえそれが感動の涙であっても幼なじみの泣き顔は見たくなかった。卒業式の途中なのに涙を拭ってやりたいという衝動に駆られてしまう。

　そして、同時に――獅堂の方をもう一度見やった。

　クラスメイトは来賓席の近くで静かに座っていた。先ほど感じた違和感のようなものは、今はない。

　――なあ、獅堂。

　僕が愛火と出会った病院に、本当におまえもいたのか？

　隣のベッドで僕たちのようすを見ていたのか？

　囚とらわれたお姫さまみたいに、おまえも泣いていたのか？

　僕たちは、ずっと昔に出で逢あっていたのか？

　おまえが、僕を、治ち療りよう者しやに選んだのは――……。

　僕の複雑な胸中とは裏腹に、式次第に従ってしめやかな雰囲気で卒業式は進んでいった。

「――在校生送辞。一年Ｂ組、獅し堂どう吹雪ふぶき」

　いよいよ獅堂の出番が来た。

「……はい」

　よく通る声で返事をしてクラスメイトはステージへと上がっていく。

　獅堂はすらりとした美人だ。凜りんとした立ち姿に体育館にいる誰だれもが見み惚ほれているのが気配でわかった。

「つい先日まで厳しい寒さが続いておりましたが、みなさんの門出を祝うかのように本日は学園の桜も見事に咲き誇りました。獅し子し神がみ学がく園えん高等部をご卒業なさる三年生の先輩方、ご卒業おめでとうございます」

　壇上に立った獅堂はマイクに向かって送辞を述べはじめた。カンペらしきものは手にしていない。全てを記憶しているのだ。

　しんと静まった会場。獅堂が紡ぎ出す言葉に誰もが聞き入っていた。

　何百という眼まな差ざしが彼女に注目している。

　全校生徒が獅堂を見つめていたけれど。



　――恐らく、その変化に気付けたのは僕だけだったと思う。



「勉学や部活動、委員会活動などで良き先輩として私たちを導いて、」

　獅堂はほんの一瞬、言葉を切った。

　息継ぎをして、大きく瞬まばたきをして。再び送辞を口にしはじめる。

「――くださいました。今日を限りにみなさまのご指導を仰げないことは非常に残念ですが、同時に私たちも上級生となるのだという責任を強く感じております」

　端から見れば送辞の文面を忘れてしまったかのような仕草。

　いや、違う。アイツは凄すさまじく頭が良い。この程度の文章を忘れたりしない。

　表情にも声のトーンにも変わりはなかった。無表情のままで送辞を読み上げている。

　だけど、僕にはわかった。

　一年間、隣の席にいたから。

　この一か月にも満たない期間、アイツといちゃいちゃしていたから。

　僕には、わかった。



　……獅堂のヤツ、発作が起こりそうになってる!!



『青春症候群』の発作が起これば、異性に触れあいたい衝動が抑えられなくなる。発作を起こした彼女に男が近づいたら抗あらがいきれずにキスを――いや、それ以上のことをしてしまうかもしれない。

　今は卒業式の最中なんだぞ？　全校生徒が見てる前でなんて……ヤバすぎるだろ。

　そんな事態に陥ったら、彼女の学園生活が終わってしまう。

　僕は息を呑んだ。緊張のあまり喉がカラカラに渇いてる。

　握りしめた手のひらにじっとりと汗が滲にじんできた。

　獅し堂どうは壇上にいる。僕には手出しができない。

　彼女を見つめて何事もなく送辞が終わることを心から祈った。

　お願いだ……。耐えてくれ、獅堂……！

　しかし、僕の願いも空むなしく壇上の獅堂はみるみる悪化していった。

「三年のみなさまが築き上げた獅し子し神がみ学がく園えん高等部の名に恥じぬよう……、在校生の私たちも勉学に……励み……」

　獅堂の声が途切れ途切れになる。声がうわずりはじめた。

「ハァ……ハァ……」

　立ちくらみを感じたようにふらついてしまう。顔が赤い。息も荒くなっていた。マイクを通して、熱っぽいブレスが体育館に響く。

　マズい。マズいマズいマズいマズい!!

　もうダメだ。完全に発作を起こしてる！

「う……くっ」

　獅堂がうめき声を上げた。

　ようやく会場にいる生徒たちも獅堂の体調不良に気付いたようだ。

　水面に波紋が広がるようにざわめきが体育館を満たしていく。

「獅堂……！」

　反射的に僕は立ち上がっていた。椅子を蹴って駆け出す。

　なんとか平静を保ち、獅堂は送辞を続けようとした。

「卒業生のみなさまの門出に……くっ……！」

　だが、既に限界が来ていた。よろめいた獅堂は、壇上で膝をつく。

　会場中から女生徒の悲鳴が上がる。

「だ、大丈夫か、獅堂！」「獅堂さん、しっかりするんだ！」「吹雪ふぶきお嬢さま！　お気を確かに！」

　近くにいた体育教師や、答辞を読むために控えていた前生徒会長、理事長さんの後ろに待機していた獅堂家のＳＰ。

　近くにいた人たちが倒れた獅堂の元へと駆け寄っていった。

　男たちの無数の腕が――

　たくさんの異性の手が獅し堂どうに向かって差し出される。

　彼らは善意に従って苦しむ獅堂に手を差し伸べている。

　だが、発作を起こした彼女にとって、それは獲物を搦からめ捕とる触手も一緒だった。

「い……イヤ……！」

　へたり込んだまま首を横に振って、獅堂は苦しげにうめく。

「私に……触らないで……！」

　いつもはクールな無表情が恐怖に歪ゆがんでる。

『男たちに触れられたくない。いま触れられたら耐えられない……！』

　表情がそう物語っていた。

　けれど、身体からだの自由が利かない。

「私に……近づかないで……！」

　気持ちとは裏腹に、まるで助けを求めるように駆け寄ってくる体育教師の方へと獅堂は手を伸ばしてしまう。

　身体が勝手に異性との触れあいを求めてしまっているのだ。

「お願い……やめて……！」

　クールで尊大な獅堂が、今にも泣き出しそうな顔で呟つぶやいた。

　病気のことを知らない男たちが彼女を抱き起こそうとする。

　体育教師の手が獅堂の肩に触れる――その直前。



　――ガッ!!



「獅堂に触るな!!」

　壇上へと駆け上がった僕は体育教師の手首を掴つかんだ。

　獅堂との間に身体を入れ、他の男どもが彼女に触れないように庇かばう。

「なんだ、おまえは！」「お嬢さまから離れろ！」

　獅堂家に仕える黒スーツが僕を羽交い締めにした。

「くっ……！　放せ！　獅堂に近づくんじゃねえ!!」

　くそっ！　いまコイツに触れられるわけにはいかないんだよ！

　そのとき――トン、と。

　体育館に硬質な音が響いた。黒服たちが動きを止める。

　袴はかま姿すがたの獅堂寒かん一いち郎ろうが杖で床を突いたのだ。

　ドスの利いた重々しい声。

「――放してやれ。教師も壇上を降りよ」

　僕を羽交い締めしていた腕から力が抜けた。

　理事長の命令には逆らえず、教師たちも困惑の表情を浮かべながらステージから降りていく。

　壇上には僕と獅し堂どうだけが残された。

「沢さ渡わたり、くん……」

　クラスメイトは呆ぼう然ぜんとした顔でへたり込んでいた。僕が目の前に立っていることが信じられないという表情だ。

　周りに聞こえないように声を潜めて、僕は声を掛ける。

「相変わらずおまえはウソつきだな」

「……えっ？」

「『いちゃいちゃするのは誰だれでもいい』って言ってたが、あの言葉はウソだ。先生たちに触られそうになったら、おまえ、すげえ嫌そうな顔したじゃないか」

「…………」

　言葉に詰まったように獅堂は口を閉ざす。

　その沈黙は肯定と同じだ。

「一つ教えてくれ。六む連つれくんから、おまえは報告を受けたのか？　このところ愛まな火びが教室で暗い顔をしている。どうやら僕たちはケンカをしたらしい――そんな報告を」

　逡しゆん巡じゆんの後で彼女は頷うなずいた。

「……ええ。そう聞いたわ」

「なるほどな。やっと理解できたよ。獅堂が僕をクビにした理由が……」

　フンと鼻を鳴らし、獅堂は冷たい声音で言い募る。

「バレては仕方がないわね。その通りよ。あなたと飛鳥あすか井いさんがいちゃいちゃしてくれないと意味がない。浮気をしている背徳感こそが、私に火をつけるの。だから――」

「もういいよ」

　その唇に僕は人差し指を押し当てて。

「僕にはわかったから」

　獅堂に優しく微笑ほほえみ掛ける。

　ウソを重ねても意味がないと悟ったに違いない。彼女はばつが悪そうに視線を逸そらした。その頬ほおは微かすかに朱に染まっている。

　獅堂が僕を治ち療りよう者しやにした理由。そして、クビにした理由。

　全ては単なる気まぐれなんかじゃない。

　彼女と僕は幼い頃に出で逢あっていた。

　愛火を懸命に励まそうとする僕を見て、獅堂は僕に治療者になって欲しいと考えたのだ。

　しかし、それが元で僕と愛火の交際がダメになってしまうことは本意ではなかった。

　だから、僕たちがケンカをしたと知って身を引こうとしたのだろう。

「獅し堂どうらしくないぜ。おまえはもっと横暴なヤツだと思ってたよ」

「私は一貫して傍若無人よ。妙な勘違いはやめて欲しいわね……」

　悔しげに呟つぶやいて唇を尖とがらせる獅堂を、僕はとても可愛かわいいと思った。

　そして同時に、胸の中にグルグルと渦巻いていた霧が晴れていくのを感じる。

　このところ、ずっとずっと悩み続けてきた。

　これから僕はどうするべきなのか？

　僕と愛まな火び。そして、僕と獅堂。

　初カレと初カノ。青春症候群の患者と、その治ち療りよう者しや。

　僕を基点とした、二つのアンバランスな関係とどう向き合っていくべきなのか？

　――ありがとうな、獅堂。おまえのおかげで、ようやく答えを見つけられたよ。

　へたり込んでいる獅堂に手を差し伸べた。

　獅堂は僕の手を握りしめてくる。『恋人繋つなぎ』をしたいのか指を絡めてきた。発作のせいだ。わかってる。

「沢さ渡わたりくん……」

　熱い吐息を唇から漏らして、潤んだ瞳で僕を見つめてくる。

「ちょっとだけ待っててくれ」

　そう声を掛けて僕は獅堂の手を離した。

　演台に手をつき、卒業式の会場を見渡す。

　全校生徒が固唾を飲んでこちらを見つめていた。

　こんな大人数の前に立つのは初めてだ。ガタつきそうになる足を心の中でぶっ叩たたいた。

　遥はるか後方の在校生の席に愛火がいる。目に涙を浮かべ、悲しみに満ちた顔で唇を震わせているのが壇上からでもわかった。

　大きく息を吸って、吐いて――覚悟を決める。



　僕は愛火との付き合いにおいて、大きなミスを犯していた。

　愛火と交際をはじめる瞬間から、今に至いたるまで。

　恋人同士が行うべき、一番大切ないちゃいちゃ行為をやらずにいたのだ。

　だからこそ、僕と愛火と獅堂の関係は歪ゆがみを孕はらんでしまったのだと思う。

　もう一度、愛火の恋人になる前に。

　もう一度、獅堂の治療者になる前に。

　今こそ、僕の間違いを正そう。



　壇上から愛火を見つめて、口を開いた。



「愛まな火び、聞いてくれ」



　僕が行わなかった大切なこと。



　それは――



「僕は愛火が好きだ」



　気持ちを伝えること。



「出で逢あった瞬間に愛火に惚ほれた。この一〇年間、ずっとおまえが好きだ」



　恋人同士が行うべき、一番大切ないちゃいちゃ。



　それは――



「僕は愛火を愛してる!!」



　愛を伝えることだ。



　僕の告白が弾丸のように愛火を貫いて、彼女の顔が真っ赤に染まった。

　同時に、卒業式の会場が一際大きなざわめきに包まれる。

　そりゃ当然だよな。倒れそうになった獅し堂どうの元に颯さつ爽そうと駆けつけた男子生徒が、いきなり壇上で別の女の子に告白してるんだから。

　多くの視線が集中しても、不思議と僕の心は落ち着いていた。

　ほっぺを朱に染めて、あうあうと唇を震わせている愛火。

　愛いとおしい幼なじみを、ただ真まっ直すぐに見つめた。

「僕は愛火を愛している。この気持ちに偽りはない。これからもおまえと付き合っていきたいと思う」

　全校生徒の前で幼なじみに愛を誓った。

「――だから、何があっても僕を信じて欲しい」

　傍らに立つクラスメイトに僕は向き直る。

「それじゃ、治療をするぞ」

「……え？」

　そっと肩に手を添えて。呼吸を止めて。黒い瞳を見据えて。

　全校生徒が見ている前で。



　僕は、獅し堂どうとキスをした。



　しんと静まりかえる体育館。

　呼吸の音すらも聞こえてこなかった。

　ゆっくりと触れあっていた唇を離す。

「……どうだ？　発作は落ち着いたか？」

　綺き麗れいな黒髪を撫なでてやると、獅堂の頬ほおが真っ赤に染まった。

　二人きりのときは饒じよう舌ぜつな彼女がなにも言葉を発しない。ただコクコクと頷うなずく。

「よし」

　再びマイクをひっ掴つかんだ僕は、会場を睥へい睨げいした。

　生徒たちだけでなく、教師やＳＰの黒服どももひっくるめた全員を睨にらむ。

　そして、ありったけの覚悟を込めて叫んだ。

















「僕は一年Ｂ組の沢さ渡わたり由ゆう吾ごだ!!

　Ａ組の飛鳥あすか井い愛まな火びは僕の恋人で、Ｂ組の獅し堂どう吹雪ふぶきは僕の愛人だ!!

　この二人に触れる男は絶対に許さない！　文句のあるヤツはかかってきやがれ!!」



　恋人として愛火を愛する。同時に、治ち療りよう者しやとして獅堂を癒いやす――。

　発作を起こした獅堂に誰だれも触れたりしないように。

　そして、僕の大切な恋人である愛火に悪い虫が近づいたりしないように。

　暴言であることは百も承知だ。悪者扱いされようと構うもんか。

　会場は相変わらず静まりかえっている。

　僕はマイクをそっと演台に戻し、コホンと咳せき払ばらい。

「……えーっと、僕の言いたいことはこれだけです。以上で在校生送辞を終わります。卒業生の皆さん、お騒がせしてすみませんでした」

　一礼をして獅堂の手を握った。

「じゃ、行こうぜ。獅堂」

　彼女を連れてステージを降り、二人で体育館の外へと駆けていく。

　――僕たちが体育館から飛び出した、ちょうど三秒後。

　爆発的な怒号と黄色い悲鳴がわき起こった。



　桜舞い散る校庭を獅堂の手を引きながら上履きのままで走る。

　桜並木が作り出す薄紅色のトンネルを駆け抜けながら、僕は思った。

　……我ながら、とんでもないことをしちゃったかもしれない。

　今さらながら、背中にダラダラと嫌な汗が伝う。

　卒業式を妨害した罪で、先生方にこってり叱られそうだ。

　理事長の前で孫娘にキスするなんて、退学じゃ済まないかも。

　生徒たちの反応も心配だな。恋人がいるってのに獅堂を愛人にするって宣言したんだから。ハッキリ言って、最低最悪のクズ野郎。後ろ指を指されても仕方ない。

　僕の学園生活が今後どうなるか……ヤバいな。まったく想像がつかない。

　だけど――

「あはははは」

　舞い散る桜吹雪のシャワーを浴びながら、獅堂は珍しく声を上げて笑った。

「こんなに愉快な気持ち、初めてよ」

　ひらひら。ひらひら。ひらひらひらひら。

　笑い声を上げる獅堂の周りを、薄紅色の花びらが踊っている。

　春の訪れを告げる風のような、あまりにも鮮やかな笑顔。

　この獅し堂どうの笑顔が見られるなら、少しぐらい悪者になっても構わないかな。










　　　エピローグと見せかけた、沢さ渡わたり由ゆう吾ごのいちゃいちゃな今後





　怒ど濤とうの卒業式から一時間後。

「意味わかんない！　意味わかんない！　意味がわかんないっ!!」

　ラブラボで土下座を敢行する僕の頭の上に、愛まな火びの絶叫が降り注いできた。

「獅堂さんはいちゃいちゃしないとヘンになっちゃう病気なの!?　この部屋はいちゃいちゃするための部屋なの!?　どうして由吾が治療しなきゃいけないの!?　全然意味がわかんないし！」

　獅堂の許可を取って、愛火をラブラボに呼んだ。そして、洗いざらい全てを伝えることにしたのだ。

「すぐには理解できないとは思うが事実なんだ。成り行きで僕が治ち療りよう者しやとかいうのになっちゃってさ……」

「由吾が獅堂さんと一緒にいたのは治療のためってこと……？」

「そうだ。邪よこしまな気持ちなんて一切ない。僕が好きなのは、愛火だ。ちっちゃい頃からずっとおまえだけが好きなんだ。これからも愛火と交際していきたい」

　好きと言われた瞬間、愛火の顔がぼゎゎゎっと赤くなった。頭のテッペンから湯気が出そうな勢いだ。

「す、すすす、好きって言ってくれるのは嬉うれしいけど……」

　僕はラブラボの床に頭をこすりつけた。

「どうしても僕は獅し堂どうを放っておくことができないんだ。どうか、これからも彼女を治療することを許してくれ!!　頼むよ、愛まな火び！　この通りだ!!」

「うぅ～……」

　うめくように声を上げる愛火。

　たっぷりと三〇秒ほど逡しゆん巡じゆんした後で、根負けしたように頷うなずいた。

「……わかったよ。あたし、信じる」

「わかってくれたか！」

　愛火は僕の腕を取って立ち上がらせてくれた。

　幼なじみは大きく頷いて。

「由ゆう吾ごのパパは、お医者さんでしょう？　それと一緒だよね。女性の患者さんに触れることがあっても、きっと由吾のママは嫉妬なんてしないと思うし」

「愛火……」

「困ってるクラスメイトを由吾が見捨てるようなことがあったら、あたしは逆に幻滅しちゃうわ。人助けをしようとしてる由吾をあたしは誇りに思うべきだよね。……すごく複雑だけど、そんな風に納得しとく」

「ありがとう。わかってくれたんだな……」

　愛火は僕の手を握り、上目遣いに見つめてきた。

「た・だ・し！　あたしとは、もっといちゃいちゃしてくれなきゃ嫌だからね？　由吾の恋人はあたしなんだから！」

「もちろんだ。愛火を第一に優先するよ。幼なじみじゃなくて、ちゃんと恋人として接しようと思う。……うまくできるかわからないけどさ」

「ん。それさえ約束してくれればいいよ」

　僕は愛火の手を握り返した。二人で手を取り合い視線を絡める。

　と、横合いから大きな咳せき払ばらい。冷たい声が鼓膜に突き刺さる。

「……話は終わったかしら？」

　獅堂が僕を睨にらんでいた。いつもながらの無表情――かと思いきや、微妙にムカついているように片方の眉が微かすかに上がっていた。なにを怒ってるんだ、コイツは？　全てが綺き麗れいにまとまったっていうのに……。

　あ、そうか。

　獅堂の病気については伏せておくように言われていた。約束を破ってしまったことを怒ってるんだな。

　僕は獅し堂どうにも頭を下げた。

「すまん。秘密をバラしちゃって悪かったよ。でも、隠れていちゃいちゃするなんて、やっぱりよくないことだった。これからもおまえの治ち療りよう者しやを続けていくために必要なことなんだ。そんなに怒らないでくれ」

　すると、虫けらでも見るような冷たすぎる瞳で僕を睥へい睨げいして、獅堂は長い髪を手で払った。

「……あなたはやはり愚かね。私はそんなことを怒っているわけではないわ」

「だったら、なにに怒ってるんだ？」

「そもそも怒ってなんていないもの」

「いや、明らかにムカついてるような顔してるだろ」

「怒ってないわ」

　獅堂はツカツカと歩み寄ってきた。愛まな火びからひったくるように僕の腕を掴つかんで、ソファの方へと僕を引っ張っていく。

「……まあ、いいわ。沢さ渡わたりくん。治療をはじめましょう。発作が起こりそうだわ」

「さっき体育館でキスしたろ!?」

「一週間ぶりの治療なのよ？　あんなものじゃ足りないわ。いつも通り、激しく『れろちゅー』をしてくれなければ私の身体からだの火照りは治まらない」

「いつも通りってどういう意味だ!?　一回もしたことねえだろ！」

　くわわわわっ!!　――愛火の両目が見開かれる。

「れろちゅーってなによ!?」

　獅堂は唇の端を曲げて、意地悪そうな嗤わらい方をした。

「あなたは無知ね、飛鳥あすか井いさん。舌を絡め合わせる深いキスのことをそう呼ぶのよ」

「そ、それぐらい知ってるし！　あんた、由ゆう吾ごとそんなことしてんの!?」

「沢渡くんの唾液を二リットルぐらい口移しに飲まされていると思うわ」

「言い方が生々しい！　そんなことしてないからな！　勘違いしないでくれ、愛火！」

　瞳に涙を浮かべて、愛火は『ぐぬぬ』と唇を震わせた。

「あ、あたしは由吾とちゅーしたこともないのに……！」

　歯は噛がみをする幼なじみを獅堂は冷静な口調で煽あおった。

「知ってる？　沢渡くんの唾液はとても甘いのよ」

「そ、そうなの……？」

　僕の口元を見つめて、愛火がコクリと喉を鳴らす。物欲しそうに唇に人差し指を当てた。

「ンなワケねえだろ!!　信じるんじゃねえよ！　からかわれてるだけだ！」

「うぅ……」

　僕の言葉は耳に届いちゃいなかった。幼なじみの顔が赤から青に変わる。

「そんな羨まし――じゃなくて！　フケツなことはしちゃダメ!!　やっぱりあたし以外の人といちゃいちゃするなんて許さないんだからっ!!　由ゆう吾ごから離れなさい!!」

　愛まな火びも僕の腕を掴つかんだ。制服越しに柔らかな膨らみが二の腕にもにもにと当たりまくる。

　張り合うように獅し堂どうも僕の腕を引っ張った。意地悪な笑みを唇の端に引っかけて。

「あなたこそ手を放しなさい。コレは私の治ち療りよう者しやよ」

「由吾は、あたしの恋人なのっ!!」

　獅堂の含み笑いと、幼なじみの絶叫がラブラボに響き渡って――。



　僕と彼女の二重ダブルでいちゃいちゃな生活。

　すなわち、『僕と彼女がいちゃいちゃいちゃいちゃ』は。

　これからも続いていくこととなったのである。


















あとがき



　ＭＦ文庫Ｊでは初登場となります。風かざ見み周めぐるです。

「周」と書いて「めぐる」と読みます読ませます。覚えておいて頂けると嬉うれしいです。

　新シリーズ『僕と彼女がいちゃいちゃいちゃいちゃ』をお手にとって頂きましてありがとうございます！　この物語は『ギャルゲーは日常パートこそが至高だよね！』、『えっちなシーンよりも、ヒロインとのいちゃいちゃシーンをずっと眺めていたい！』とお考えの紳士淑女のみなさまに向けて書かれた『いちゃラブコメ』です。ニヤニヤ＆キュンキュンして頂けましたら幸いでございます。

　さてさて、あとがきが短いのですが裏話的なことを少しだけ。

　本作にはプリク○を撮影しに行くシーンが登場します。プリントシール機は日増しに進化を続けているので最新機種を取材しに行きたかったのですが……困りました。

　ご近所のゲーセンは軒並みプリ機のコーナーは男性のみのお客は立ち入り禁止なのですよ。ライトノベル作家が一人で乗り込むなんて怪しすぎます。逮捕まであり得る。

　困り果てた私は、電撃文庫の上月司さん＆ＧＯＲＡの宮沢龍生さんと一緒に麻雀をして遊んでいるときに二人に相談してみたのです。そしたら、こんなこと言われました。

上月「え？　女の子を誘って行けばいいじゃないですか？」

宮沢「一緒に行ってくれる女友達はいないのかい？」

風見「いたら困らないよ、こんちくしょう！　非モテなめんな！　うわーん！」

　困惑と憐憫の眼まな差ざしを受け、僕は悲しみに包まれたのです（麻雀も負けました）。

　すると後日、上月さんから一通のメールが。

上月『声優の後藤麻衣さんを誘いました。一緒に取材に行きましょう』

　取材のためだけに声優さんを誘ったの!?　マ・ジ・か・よ!?

　そんなわけで上月さん＆後藤さんのご協力もあって、風見は無事にプリク○の取材を行うことができたのでした。お二人ともありがとうございます。

　いやしかし、声優さんを気軽に取材に誘えるなんてすごいですよね。僕にはマネできそうにないなあ……なんて言ってるからモテないんでしょうね（遠い目で）。

 それでは、最後に謝辞を。

　素敵すぎるイラストをつけてくださった高たか品しな有ゆ桂かさん。そして、担当編集のＩさん。ありがとうございます。由ゆう吾ごくんのいちゃいちゃ生活は、お二人のお力添えがなければ実現しなかったと思います。

　続刊が出せるかどうかは売り上げ次第。今後も甘酸っぱさ一二〇％増量でお届けする予定ですので、ご声援のほどよろしくお願いします。










　著者

　風見周（かざみ・めぐる）

　　それにつけても異性にモテたい。



　イラスト

　高品有桂（たかしな・ゆか）

　　アニメーターです。

　　初めてイラストの仕事をさせて頂きました。

　　よろしくお願いします！
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